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遠き日々　九月十五日（水）







　真ま理り奈なと海かいが出会ったのは、職場での事だった。二人の職場はフォルサリア魔法王国の正規軍、レインボゥハート。真理奈はそこに所属する新米魔法少女で、海は彼かの女じよの護衛を専門に担当する兵士。魔法使いは強いものの、呪じゆ文もんの詠えい唱しように時間がかかるので、部隊運用される場合には選任の護衛が付くのが通例だった。単独で活動するのは、それだけの実力があると上層部が判断した場合に限られる。

　二人とも若く、また男女の違ちがいもあって、パートナーとなった直後は何度となく衝しよう突とつを繰くり返かえした。しかし多くの任務と時間が、二人の間にあるわだかまりを少しずつ溶とかしていった。やがて二人は恋こい仲なかとなり、公私ともにかけがえのないパートナーとなった。それから程ほどなく真理奈は職を退く事に決めた。海と結けつ婚こんする事になったのだ。

　しかし結婚を決めても、現在の任務が消えてなくなる訳ではない。その任務を果たした後で、真理奈は引退して晴れて結婚という予定となっていた。真理奈は有う頂ちよう天てんだったが、それを任務に影えい響きようさせないだけの冷静さも持ち合わせている。そこは流石さすがに歴戦の魔法少女なのだった。










　二人が仕事上のパートナーとして実行する最後の任務は、少々危険なものだった。その内容は死霊使い―――死霊系の魔法を得意とする魔法使い―――と疑われる人物の屋や敷しきへ侵しん入にゆうして、不法行為の証しよう拠こを掴つかんでくるというものだ。フォルサリア魔法王国では魔法の私的な使用は厳しく制限されている。特に死霊系の魔法のように、邪じや悪あくな用よう途とが大半の魔法となれば、申しん請せいしても使用の許可が下りる事は殆ほとんどない。問題の人物はその死霊系魔法の使用が疑われているが、証拠がなく逮たい捕ほには至っていない。そこで真理奈と海に屋敷へ侵入して証拠を掴むという任務が与あたえられたのだ。

「これだけ証拠があるのに、わざわざ侵入するしかないとは………」

　海は闇やみの中にそびえたつ屋敷を見上げて大げさに溜ため息いきをつく。町から幾いくらか離はなれた場所に建っているので、屋敷には酷ひどく寂さびしい印象があった。するとそんな彼かれに真理奈が笑いかける。海は身体からだが大きいので、真理奈は屋敷を見上げる彼を、更さらに見上げるような格好になっていた。

「ぼやかないの。帳ちよう簿ぼだけじゃ禁制品の不法所持止まりでしょう。死霊魔法の違法行使とは罪の重さが桁けた違ちがいだわ」

　ここへやってくる前に、二人は予備的な捜そう査さを行っている。流石に公的機関として、何の根こん拠きよもなく市民の家に踏み込む訳にはいかない。その予備捜査によって、屋敷の主が死霊魔法に必要な品物を買い集めている事が分かった。だがそれを実際に使っているのかどうかで、罪の重さが大きく異なる。そこで侵入して確かく認にんという事になるのだった。

「それぐらい、俺おれにだって分かってるって」

「ふふふ、そういえばあなた、幽ゆう霊れいやゾンビが苦手だったわね」

「平気なお前がおかしいんだ」

「あは、そういう女を妻にしようというあなたも相当おかしいのよ？」

「自覚してる」

「ホント、失礼なんだから」

「自分で言ったんだろうが！」

　二人は呑のん気きなお喋しやべりをしながら、協力して屋敷を囲む塀へいを乗のり越こえていく。身体の大きな海が台となり、まず真理奈を塀の上へ登らせる。そして真理奈が上から海を引っ張り上げる。その連れん携けいはお喋りと同じぐらいしっかりと噛かみ合あっていて、パートナーとしての経験や信しん頼らいの深さがうかがわれた。

「ちょっと重いわよ。新しいパートナーの為ために少し痩やせたら？」

　真理奈は引退するが、海は引き続きレインボゥハートで魔法使いの護衛として働く。当然、新しい魔法使いが海のパートナーになる。真理奈はそのパートナーの事を少しだけ気にしていた。

「可愛かわいい娘こだったらな」

「んもうっ！」

「ハハッ、お前より可愛い女はいないって」

「お世辞ばっかり」

　どうやら心配は無用だったらしい―――真理奈は陽気に笑う海の顔を見て、内心でホッと胸を撫なで下おろした。しかし真理奈と海が楽しげだったのはここまでだった。二人は無言で頷うなずき合あうと、塀の上から屋敷の敷しき地ち内ないへ音もなく飛び降りる。

「………問題はここからだな」

「いつも通りやりましょう」

「ああ」

　敷地内に降り立った二人には、数秒前までの軽けい妙みような雰ふん囲い気きがなくなっていた。ここからはレインボゥハートの軍人としての時間だった。










　大規模な魔法を使う時には、儀式用に大きな魔法陣を描えがく。魔法陣は大きな魔ま力りよくを貯ため込こむ貯蔵庫のようなものであり、同時に特定の効果を発生させる回路でもある。その為には安定した環かん境きようが不可欠で、石造りの地下室などが好まれる傾けい向こうにあった。また地下の方が他人の目にも触ふれにくいという利点もある。今回もその例に漏もれず、魔法陣は地下に用意されていた。

「まだ魔法陣は完成していないようだな………こっちの小さい魔法陣は実験用か？」

「ここまで大きな魔法陣で、一体何をするつもりだったのかしら………？」

　真理奈と海は屋敷の地下で魔法陣を発見した。これにより死霊魔法の違法行使の容疑は確定となったが、奇き妙みようだったのはその大きさだった。発見した魔法陣は非常に大おお掛がかりなもので、仮に死霊の召しよう喚かんに使うならば、数百体まとめて召喚できるレベルのものだ。町一つを丸ごと滅ほろぼしかねない、危険な代しろ物ものだった。

「………孫まご娘むすめを生き返らせたいんだよ、レインボゥハートのお嬢じようさん」

　不意に、背後から海と真理奈に声がかかる。慌あわてて振り返ると、そこには一人の老人の姿があった。

「誰だれだっ!?」

「それはこちらの台詞せりふだよ、若いの」

「あなたは………」

　二人はその老人に見覚えがあった。事前に屋敷を観察して、その住人の姿は全すべて確認している。老人は屋敷の主、雅が山ざんだった。

「私は雅山斎さい賀が、この屋敷の主だよ」

「雅山さん、すぐにこんな事は止やめて下さい！」

　老人は孫娘を生き返らせると言った。その目的は確かに分からなくはないが、それを成立させる為の犠ぎ牲せいがあまりにも大きい。魔法には様々な事が出来るが、それでも一度命を落とした人間を蘇よみがえらせる事は難しい。必要な魔力があまりにも多く、魔力の発生装置の為の莫ばく大だいな投資か、多くの生いけ贄にえを集めねばならない。魔法陣の術式からすると、老人は後者を選せん択たくしている。いずれこの場所で、多くの人間が犠牲になるのだ。真理奈は人としてそれを認められなかったし、フォルサリアの法律でも死者蘇そ生せいは禁止されている。だから真理奈は彼を思おもい留とどまらせようと懸けん命めいに訴うつたえた。

「………お嬢さん、君はまだ本当に大切なものを失った経験がないのだね」

「えっ？」

　老人が口にした意外な言葉に、真理奈は戸と惑まどう。その彼女に対して、老人は憐あわれむような視線を注いだ。あるいはそれは、かつての老人自身に向けられた、視線だったのかもしれない。

「孫娘を………本当に大切なものを失った後に、何が残ると思う？」

「それは………」

　老人の問いに、真理奈は答えられなかった。確かに老人が言う通り、真理奈にはまだ大切なものを失った経験がなかったのだ。

「渇かつ望ぼうだよ。焼けつく砂さ漠ばくで水を求めるような、そんな激しい渇望だ。どうして私の傍そばには水がない―――娘がいないのだと、ひたすらに渇かわき、求めるのだ」

　真理奈はその時、老人の瞳ひとみの奥おくに宿る狂きよう気きを感じ取った。老人は大切なものの不在を嘆なげき、求めるあまりに、禁きん忌きに触れた。世の中の理ことわりを排はいしてでも、大切なものを取とり戻もどそうというのだ。さながら砂漠で水を欲ほつするあまり、仲間を殺して水すい筒とうを奪うばうように。老人は渇かわきき切っている。既すでに他者を生け贄に差し出す事に、躊躇ためらいはなくなっていた。

「真理奈、言っても無む駄だだ」

　話を聞いていた海はそう言いながら武器を抜ぬいた。それを見た真理奈は目を剥むいた。

「海！　駄だ目めよ！　話せば雅山さんも分かってくれるわ！」

「俺おれ達たちには、あの爺じいさんの渇きを満たすだけの水がない。とても残念な事だが………」

　真理奈が分からないでいる事が、海には分かっている。海には経験があるのだ。本当に大切なもの―――妹を失った経験が。だから海には老人の覚かく悟ごが分かっている。この状じよう況きようにおいて、真理奈の優やさしさは致ち命めい的てきな結果を招きかねない。それだけは断じて認められない。真理奈は海の妻になるべき人間であったから。

「若いの、君の言う通りだ。君達二人の命では、孫娘を蘇らせるには不十分だ！　全く足りないのだよっ！」

　その瞬しゆん間かんだった。部屋の四よ隅すみに一つずつ置かれていた飾かざり物ものの鎧よろいが突とつ然ぜん動き出した。鎧はまるで中に人が入っているかのように滑なめらかに剣けんを抜くと、四方から真理奈と海に襲おそいかかってきた。

「君達の未来は二つしかないのだ！　大人しく生け贄になるか、それとも今すぐ死ぬかだっ！」

　この生きた鎧達を操あやつっているのは老人だった。真理奈と海を捕つかまえて、蘇生魔法の生け贄に使おうというのだ。特に真理奈、魔法使いは生け贄として高い適性を持つ。そしてそれが無理であるなら、邪じや魔まされないように始末する。老人は最初からそのつもりで二人をここへ招き入れたのだった。

「雅山さんっ、話を聞いて下さいっ！」

「もう無理だっ！　誰の声も爺さんの耳には届いちゃいないっ！」

　四方から攻こう撃げきを受けるのは得策ではない。海はなおも老人を説得しようという真理奈の手を引いて生きた鎧のうちの一体へ向かう。四体が合流する前に一体破は壊かいできるかどうかが勝負の分かれ道だった。そう出来れば背後に敵がいない方向を作る事が出来る。

「でも海っ、大好きな人の為にこんな悲しい事をするなんて―――」

「話をするならこいつらを壊こわした後でも出来るっ！」

「わ、わかったっ！」

　真理奈は後うしろ髪がみを引かれる思いだったが、生きた鎧を破壊した後の方が落ち着いて話が出来る事は確かだ。だからまず生きた鎧を倒たおす。そう決めた彼女は、愛用の杖つえを手に呪文の詠唱を始めた。

「エンハンスウェポン！」

　真理奈は海の剣に威い力りよくを強化する魔法をかけた。二人で一いつ緒しよに戦う場合、海の剣けん技ぎに真理奈の魔力をそのまま上乗せすると一番攻こう撃げき力りよくが高くなる。生きた鎧を速そつ攻こうで撃げき破はする場合、このやり方が一番だった。

「真理奈っ、他の鎧共を足止めしろっ！」

　そう言い残すと、海は黄色い光に包まれた剣を手に、目の前の生きた鎧に斬きりかかっていく。二人の力が重なり合ったその一いち撃げきは、生きた鎧の剣ごと右みぎ腕うでを叩たたき切きった。素す晴ばらしい切れ味だった。

「任せて！　マグネティックフィールド！」

　真理奈は他の三体の生きた鎧がいる辺りに、強力な磁場を発生させた。すると鋼鉄製の生きた鎧は強力な磁界に捕まり、動きが止まった。

　ギ、ギギギ

　しかしこの方法での拘こう束そくは完全ではなかった。生きた鎧達は磁界に捕とらえられながらも、何とか真理奈達を倒そうと這はいずる様にして進んでくる。予想以上に彼らに与えられた魔力は強いのだ。

「海、思ったより力が強いわ！　急いで！」

　真理奈の魔法で生きた鎧達を止め続けるには限度がある。海が生きた鎧を素す早ばやく倒す事が重要だった。

「任せろ！」

　ガシャアッ

　両手で振った剣の一撃が、生きた鎧の身体を両断する。真理奈の魔力も強いが、海の剣の技量も大したもので、重じゆう厚こうな鎧は綺き麗れいな断面を覗のぞかせていた。海は一体を倒しても満足せず、二体目へ向かう。真理奈はそれを見て磁界の形を変化させた。海まで磁界に捕まっては話にならないのだ。

「邪魔はさせんっ！　あの子はもうすぐ蘇るっ！」

　しかし老人もそれを黙だまって見てはいなかった。両手に構えた杖を振りかざし、呪文の詠唱を開始する。死者蘇生を実行するのも、真理奈達が戦っている生きた鎧を作ったのも、この老人自身。彼もまた、強力な魔法使いなのだった。

「デッドリークラウド！」

　老人が放った魔法は、生命力を奪う呪のろいが込められた雲を発生させるもの。死霊系に属する、殺さつ戮りくにしか使用できない邪悪な魔法だった。発生した真っ黒い雲は三体の生きた鎧ごと海を包み込んでいく。味方は魔法で動く鎧なのでこの魔法の影響は受けない。敵である海だけを倒す巧こう妙みような攻撃だった。

「海！」

「心配ないっ！」

　海は真っ黒な雲に包まれる前に息を止めた。この呪いの雲は呼吸によって体内に取り込まれる事で効果を発揮する。海にはこの魔法に関する知識があったので、死の呪いを受ける事はなかった。

「すぐに解除するわ！　少しがんばって！」

「………」

　ガシャアッ

　海は真理奈への返事の代わりに手近な生きた鎧を斬り倒した。その様子を見て少し安あん堵どした真理奈は、気持ちを落ち着けて呪文の詠唱を始める。まずはこの黒い雲をなんとかしない事には始まらなかった。

「グレーターディスペリング！」

「………」

　真理奈の呪文の詠唱を聞きながら、海はまた一体斬り倒す。残るは一体。真理奈の魔法が発動するよりも早く片付けてしまおう、そう考えた海は返す刀で最後の生きた鎧に斬りかかった。

　ギャリィィッ

　最後の一体は鎧のパーツが擦すれ合う耳みみ障ざわりな音と共に打ち倒された。その直後、真理奈の魔法が発動して、黒い雲を掻かき消けす。二人の狙ねらい通りの結果だった。

「かかったっ！」

　しかしこの瞬間こそが老人の待っていた機会だった。老人は黒い雲を使う事で、自身が何をしているのかを見えなくした。視界が悪く、二人には近くの生きた鎧しか見えなかった。また致ち死し性せいの雲は二人の集中力を奪うのに上う手まく役に立ってくれた。おかげで二人はこの魔法で老人が視界を塞ふさごうとしているなど、欠片かけらも思わなかった。海は生きた鎧に集中し、真理奈は雲を掻き消そうと躍やつ起きになった。老人はその隙すきに新たな魔法を準備して待っていた。真理奈が自身の魔法で黒い雲を掻き消す、その時を。

「死ねえっ、レインボゥハート共ぉっ!!」

　そしてその時はやってきた。目の前にあった黒い雲は消え去り、海は無防備に老人に側面を向けている。真理奈は魔法を放った直後で何も出来ない。老人は準備して待っていた魔法―――負の生命エネルギーを集中させて作り出した矢を、海へ向けて放った。真理奈と違って海はただの人間。代わりの生け贄は幾らでもいる。まずは海を殺す。それが老人の策略だった。

「しまった!?」

　黒く淀よどんだ紫むらさき色いろの魔法の矢は、老人の狙い通りに海に突つき刺ささった。海には避よける事は出来なかったし、真理奈も彼を魔法で守る事が出来なかった。

「海ィィィィッ!!」

　こうして真理奈は、本当に大切なものを失った。そして同時に老人が繰り返し口にしていた、渇望というものを理解したのだった。










　ダークパープルは自分の叫さけび声ごえで目を覚ました。そして天てん井じように向かって伸のばされた手を見て、自分が夢を見ていた事を悟さとった。

　恋こい人びとを―――海を失った日から、彼女は何度となく繰り返しこの夢を見る。そして繰り返し恋人を失う。その度に、より強く感じるようになる。あの時、老人が言っていた渇望を。今の彼女には老人の気持ちがよく分かる。老人を説得しようとしたかつての自分が酷く愚おろかに思えた。

「………もう少し、もう少しよ………レインボゥハートを倒せば、海を蘇らせる事が出来る………かつての日々を、取り戻す事が出来る………」

　海を失った真理奈は、老人を殺した。恋人を殺された怒いかりに身を任せれば、簡単に老人を殺す事が出来た。そして彼女は、老人の研究を引ひき継ついで海を生き返らせようとした。かつてはそれを止めようとしていた彼女だが、引き継ぐ事に抵抗感はなかった。老人と同じように、渇望がそれを可能にしてくれていた。

　だが、レインボゥハートとしての経験が彼女に警告した。このままではレインボゥハートが邪魔をしに来ると。だから彼女はダークネスレインボゥに身を寄せた。彼女の才能と執しゆう念ねん、そして渇望をもってすれば、幹部になるのにそう時間はかからなかった。

　こうして真理奈はダークパープルとなり、レインボゥハートを倒そうと活動を始めた。研究をより大規模に進める為には、どうしてもレインボウハートを壊かい滅めつさせる事が必要になる。それがかつての仲間達であっても、彼女は構わなかった。彼女はもう真理奈ではない。ダークネスレインボゥの魔法少女、ダークパープルなのだから。

「………待っていて、海………私の愛いとしい人………レインボゥハートを始末して、すぐにそこから出してあげるわ………」

　パープルは近くに置かれている、ガラスで出来た円えん筒とう形けいのタンクを見上げた。そこには保存液と共に、男性の遺体が納められている。それはパープルが蘇生を望んでやまない、恋人の遺体だ。パープルはそれからしばらくの間、深い愛情と狂気、そして渇望を孕はらんだ瞳で、彼の遺体を眺め続けた。決戦は近い、恋人との再会は近いと、繰り返し自分に言い聞かせながら。







虜囚暮らし　九月十五日（水）







　ダークネスレインボゥによって儀ぎ式しき魔ま法ほうの生け贄にされかけた子供達は、幸いな事に健康的な被ひ害がいはなかった。儀式自体は二割ほどの工程を消費していたので、子供達はそれに準じた霊れい力りよくを吸い取られている。しかし儀式の工程の全てで霊力が吸い取られる訳ではないし、個人差もあるので、吸い取られたのは一割強から二割弱といったところだろう。加えてダークネスレインボゥは元々霊力の高い子供を狙って誘ゆう拐かいしているので、そのぐらいであれば吸われたところで常人並みになる程てい度ど。霊能力者や魔法使いとしての人生は奪われた形になるが、それ以上の影響はなかった。

　子供達は精神的な影響を考こう慮りよして、事件に関する記き憶おくの一いつ切さいを消去して送り返した。数日間監かん禁きんされて生け贄にされかけ、強い恐きよう怖ふにさらされ続けた経験が、子供達の人生に影かげを落とすであろう事は想像に難かたくないだろう。必要な処置だったのだ。とはいえ単純に消去してしまうと記憶の連結が乱れて子供達を混乱させてしまうので、別の記憶で上書きする形式で記憶を消去している。子供向けの番組を参考に、トラウマが残らない程度の監禁の記憶と、そこから救出された記憶を与えた。今いま頃ごろ子供達は大人達に対して、冬ふゆ将しよう軍ぐんの軍団から、ハルカゼマンが助けてくれたと力説している事だろう。

　それでも集団誘拐という大きな事件なので、保険はかける事にした。サンレンジャーを介かいして裏から手を回して貰もらったのだ。サンレンジャーとその上部組織である政府は、フォルサリア魔ま法ほう王おう国こくとの間に混乱と緊きん張ちようを作り出す事を望まないので、彼らは快く協力してくれた。レインボゥハートが事件の収しゆう拾しゆうに動いている以上、下手に暴あばき立たててフォルサリア全体を新たな敵に変えてしまう愚ぐは犯おかしたくなかったのだ。

　こうして連続誘拐事件は終息した。残る問題は事件の最後に捕ほ獲かくされた、ダーククリムゾンの処しよ遇ぐうだった。










　レインボゥハートの人間が日本で活動する上で、必要になるのが住む為の場所だ。これは日本にいる協力者を介して得る事が多い。そうして得た住居は、セーフハウス―――いわゆる秘密基地として運用される事が多い。セーフハウスにはダークネスレインボゥに探知されないようにする防御魔法を施ほどこしたり、通信や移動の為の魔法装置が数多く設置されている。魔法の国の軍事組織ならではの工く夫ふうが凝こらされるのだ。だからこの日本でダーククリムゾンを捕えておくにも、適した場所だった。

　クリムゾンは現在、セーフハウス内にある倉庫に監禁されていた。この倉庫は非常時に牢ろう屋やとして使う事も考慮されているので、様々な防御や妨ぼう害がいの魔法、仕し掛かけが施されている。その為いかにダークネスレインボゥの幹部であっても、魔法の杖を取り上げられた状態ではここから逃げ出すのは不可能に近い。それが分かっているから、彼女はそこで大人しく椅い子すに座すわり、尋問の為にやってきた人間と向かい合っている。そして彼女を尋問しに来たのは、孝こう太た郎ろうとゆりか、キリハの三人だった。

「クリムゾンさん、教えて下さい。ダークネスレインボゥの拠きよ点てんは何ど処こなんですか？」

　ゆりかは大おお真ま面じ目めな顔でクリムゾンに尋たずねる。ゆりかは全ての決着を付ける為に、ダークネスレインボゥの拠点への直接攻撃を決めた。その情報を握にぎっているのは、今のところクリムゾンただ一人。ゆりかは普ふ段だんの温おん厚こうさを感じさせない、厳しい視線と口調でクリムゾンと相対していた。

「さぁね、どこだったかしら」

　しかしクリムゾンも簡単には教えない。必要な情報を教え、魔法を捨てる事で、免めん責せきも提案されているが、彼女の気持ちは動かない。クリムゾンの誰よりも強くなりたいという気持ちは捨てられない。友達と戦ってまで貫つらぬき通とおした想おもいなのだ。

「じゃあ、レインボゥハートへの攻撃はいつなんですか？」

「さて、いつだったかしら………」

「クリムゾンさん、このままではフォルサリア全体が戦闘状態になってしまいます！　それではどっちが勝ったって、いい事なんて一つもありません！」

　レインボゥハートもダークネスレインボゥも、現代日本の観点では小規模な軍隊と言えるだろう。だがフォルサリアは国土も小さい為に、両者が全面対決してしまうと大変な被害をもたらす。ましてや最新技術と魔法が融ゆう合ごうした決戦なので、下手をすれば国土全体が焦しよう土どと化して取り返しがつかない事にもなりかねない。ゆりかはどうしてもそれを避けたくて、攻こう勢せいに出る決意をしたのだ。

「知った事じゃないわ」

　しかしクリムゾンはそっけない。彼女が一番大切にしている事は命でも愛でもなく、戦って強くなる事。国土がどうなろうと、知った事ではないのだった。

「クリムゾンさん！」

「知らないものは答えられないわ」

「そんなの嘘うそです！」

「仮に知っていたとしても、訊きかれて教える訳がないでしょう？　最高の機密よ？」

「そ、それは………」

「どうしても知りたいなら、拷ごう問もんでもしてみれば？　喋るかもしれないわよ？」

「うぅっ………」

　ゆりかは言葉に詰つまる。幾ら覚悟を決めたからといって、ゆりかは根本的なところで荒あら事ごとや駆け引きには向かない性格をしているので、クリムゾンの言葉に反論できなくなってしまっていた。そんなゆりかに助け船を出したのが孝太郎だった。

「レインボゥハートとダークネスレインボゥの争いに決着が付けば、あんたが戦う相手はいなくなる。それはあんたにとって拷問になるんじゃないか？」

　孝太郎はゆりかの肩かたに手を置くと、クリムゾンにそう告げた。するとゆりかは少し安堵した表情で孝太郎を見上げる。反対にクリムゾンは孝太郎の言葉に対して挑ちよう戦せん的てきな笑えみを浮うかべた。

「それは面おも白しろい切り口ね。考えた事もなかったわ。でも………そうね、そうなったら新しい反政府勢力でも作ろうかしら。ダークネスレインボゥと戦って、誰が最強かを競きそうのは楽しそうだわ」

　クリムゾンは動じない。彼女にとって誰と戦うかはさほど問題ではない。必要とあればダークネスレインボゥが敵であっても構わないのだ。クリムゾンは本当に、戦いが生いき甲が斐いなのだった。

「どう思う、キリハさん」

「この様子では本当に拷問でもしない限り、重要な事は何も話すまい。もっとも、拷問したところで喋らない可能性の方が高いだろうが」

　キリハの見たところ、クリムゾンは簡単に口を割るタイプではない。また、孝太郎達は拷問という手法を好まないし、その為の時間も取れない。クリムゾンが余よ裕ゆうを崩くずさないのは、短期の拷問に耐たえる自信と、そうすれば味方が行動を開始すると分かっているから。ダークネスレインボゥとレインボゥハートの戦いが始まってしまえば、ダークネスレインボゥの拠点がどこにあるのかなど、あまり意味のある情報ではなくなるのだった。

「ゆりか、魔法で心を読む訳にはいかないのか？」

　正せい攻こう法ほうが無理なら、魔法使いらしい方法で。孝太郎は最後の望みをゆりかに賭かけた。

「相手が協力的なら簡単ですが、敵対的な相手には大掛かりな準備が要いります」

　しかしゆりかは首を横に振った。魔法で人の心を覗くのは難しい。特に相手が同じ魔法使いであれば尚なお更さらだった。

「手て詰づまりか………」

　孝太郎は肩を落とす。クリムゾンは尋問に乗ってこないし、他の方法では時間が足りない。情報源としては、クリムゾンは不適切な相手だった。

「孝太郎、個人的に彼女へ尋ねたい事があるのだが、構わないだろうか？」

　話が中断したのを見計らい、キリハが孝太郎に提案する。実は彼女には以前から、ダークネスレインボゥに尋ねてみたい事があったのだ。

「ん？　ああ」

　孝太郎はすぐに頷いた。キリハが余計な事や無駄な事を訊くとは思えないので、孝太郎は特に問題視しなかった。孝太郎はキリハの為に場所を空け、彼女はクリムゾンの前に進み出た。

「クリムゾン、一つ教えて欲ほしい事があるのだが」

　キリハはクリムゾンを真まっ直すぐに見つめる。するとクリムゾンも同じように彼女を見つめ返した。

「内容によるわね」

「ダークネスレインボゥの作戦に関する話ではない」

「………言ってみなさいな。答えられる話ならするわ」

　クリムゾンはダークネスレインボゥとレインボゥハートの戦いに関する話はするつもりがなかったが、全ての話に対して口を閉ざすつもりもなかった。キリハは強敵ではあるが不快な相手ではないし、何を訊くかに興味もあった。また、孝太郎達の情報を集めたいという事情もあった。

「我ら大地の民の急進派と、ダークネスレインボゥが協調体制にあった事は知っているだろうか」

「ええ。色々と連携して動いていたわね」

　クリムゾンは真ま耶やから軽く説明を受けていたので、ダークネスレインボゥと地底の急進派の関係を知っていた。両者は十一年前から協調体制にあった。しかしそれをそのままストレートに答える訳にはいかない。クリムゾンは慎しん重ちように言葉を選びながら答える。ちょっとした言葉でキリハに余計な情報を与えてしまうような愚は犯したくなかった。

「だがそれは奇妙なのだ」

　キリハの疑問は、そこにあった。急進派とダークネスレインボゥが協調している事自体が疑問だったのだ。

「奇妙？　何が？」

　クリムゾンはそう思っていなかったようで、不思議そうに眉まゆを寄せる。

「急進派は非常にプライドが高い者達の集まりだ。だから魔法使いかどうかにかかわらず、他の者達と協調体制にある事が奇妙でな。もしその理由を知っているなら、教えて欲しいと思ったのだ」

　急進派は自分達が神に選ばれし人種だと信じていた。だから基本的に他者とは従えるものであって、協調するものではない。特に恨うらみが強いのは地上の人間に対してだが、急進派は異世界の住人など想定していないから、普ふ通つうは魔法使いも地上の人間と一緒くたに考える筈はず。それが魔法を使えるという理由だけで、考え方が変わるとはキリハには到とう底てい思えなかった。

「なるほど、その事ね。確かに真耶は、いけ好かない連中だってボヤいていたわ」

　クリムゾンはその話をした時の真耶の顔を思い出しながら笑う。いつもクールで知的な真耶が苦虫を噛み潰したような顔をしているのは中々見られるものではない。おかげで記憶にはっきりと残っていた。

「教えて貰えるだろうか？」

「いいわよ。別に私達が損をするような話じゃないしね」

　クリムゾンはキリハの求めに首を縦に振った。そして彼かの女じよは少し考え込んで記憶を探さぐった後、どこか楽しげに話し始める。やはり記憶の中の真耶の顔は愉ゆ快かいだった。

「単純な話なのよ。真耶が言うには、私達フォルサリアの人間とあんた達地底の人間は、遠い昔に分かれた同族なんですって」

「それは本当なのかっ!?」

　しかしそれを聞かされたキリハは笑え顔がおどころではなくなっていた。彼女はいつもの冷静さを忘れて、思わずクリムゾンに詰め寄っていた。クリムゾンもこれには驚おどろき、目を丸くして戸惑った。

「え、ええ………以前、真耶が古ぼけた石板を見せてくれたわ。どこかの紋もん章しようが刻まれていて、それが証拠だって言っていたわ。私達はそっちで言うと、失われた七つの種族だったかな？　それにあたるらしいわね」

「失われた七つの氏族？」

「ああ、それそれ」

「………そういう事だったのか………それで急進派は………」

　キリハは愕がく然ぜんとしながらも、同時に納なつ得とくもしていた。キリハはクリムゾンの話を真実だと考えていた。別に彼女が嘘をつく必要はないし、話の辻つじ褄つまも合っている。そして確かに急進派もフォルサリア魔ま法ほう王国がかつての同どう胞ほうであるなら、力を借りる事になんら躊躇いはない筈なのだ。

　―――フォルサリアの人間が失われた七つの氏族であるなら、一度父様に詳くわしい話を聞いてみなければ………。

　失われた七つの氏族に関する話は、キリハも昔話として何度も聞かされている。未知の技を操る奇き跡せきの民だったという。しかしそれはあくまでおとぎ話的なものであって、詳しよう細さいな話はキリハも知らない。正確な伝承を確かめるのが先決だった。もちろんそれは、現在の騒そう動どうが解決した後の話になるのだが。

「フォルサリアと大地の民が同族だってのか!?　ゆりか、お前は知っていたか!?」

「いいえ！　初耳です！　知っていたらもっと前に言ってますよっ!!」

　一緒に話を聞いていた孝太郎とゆりかも驚きは隠かくせなかった。しかし二人も選民思想に染まったタユマやマグズを見ていたから、この話には説得力があると感じていた。

「まさか地底と魔法世界に、利害関係の他に、本物の繋つながりがあったとは………」

　孝太郎のそんなつぶやきを最後に、部屋にはしばらく沈ちん黙もくが続いた。やはり孝太郎達の驚きは大きい。だからその沈黙を破ったのは、クリムゾンの方だった。

「………そこの男………確か、孝太郎と言ったかしら」

「ん？　ああ………」

　孝太郎はこの時のクリムゾンの言葉を聞いて我に返った。そして気持ちを切きり替かえると彼女と向き合った。

「今度はこちらから質問していいかしら」

「内容による」

「個人的な話よ」

「とりあえず聞いてから考える」

「ありがと」

　孝太郎が承しよう諾だくすると、クリムゾンは楽しそうに笑いながら話し始めた。

「話っていうのは真ま希きの事よ」

「藍あい華かさん―――いや、ダークネイビーの？」

　予想外の事を尋ねられ、孝太郎は肝きもを冷やした。ダークネスレインボゥはまだ、真希は孝太郎達に捕まって操られていると考えている筈だ。余計な事を言ってしまうと、真希の危険が増す。慎重な受け答えが必要だった。

「藍華さんと呼んでやって頂ちよう戴だい。真希は………ダークネイビーではなく、藍華真希として生きると言っていたから」

「あんた………」

　孝太郎はクリムゾンの言葉を聞き、彼女が真希の裏切りに気付いている事を悟った。だが事実として認める訳にはいかない。裏切りがバレれば、真希は付け狙われる事になる。それだけは避けねばならなかった。

「敵と馴なれ合あうつもりはない」

「ふふ………心配しなくていいわ。私は真希の事をダークネスレインボゥに報告するつもりはないから」

「………なんだって？」

　孝太郎は目を見開く。裏切りを知っていた事も驚きだったが、クリムゾンがそれを明かさないつもりでいる事には更さらに驚かされた。そしてクリムゾンはそんな孝太郎の反応を眺めながら、楽しそうに笑っていた。

「昔むかし馴な染じみのよしみってところかしら。それに………どの道殺し合いになるんだから、結果は同じでしょう？」

「………あんた、藍華さんの友達だったんだな」

　ここで孝太郎は誤ご魔ま化かすのを諦あきらめた。クリムゾンは何もかも気付いている。これ以上嘘を重ねても意味は無かった。

「今はそう言えるかどうかは分からないわね。でも、かつてそうだったのは間ま違ちがいないと思うわ」

　クリムゾンはそう言って肩を竦すくめた。クリムゾンと真希が本当の意味で友達でいられた期間は非常に短い。だが、そういう期間は確かに存在していた。期間はともかく、クリムゾンと真希は確かに友達だったのだ。だからクリムゾンは真希の事を報告せず、そして孝太郎に尋ねたい事があった。

「教えて頂戴、孝太郎。どうして真希は、あんたを選んだの？」

　真希の言動から、おおよその想像はついている。だがそれを孝太郎の口から聞いておきたかった。必ずしも必要のない質問なのだが、これこそがクリムゾンが真希の友達であったという証あかしだろう。

「藍華さんは俺おれを選んだんじゃない」

「えっ？」

「藍華さんは俺達や学校の友達を選んだんだ。そして俺達も藍華さんを選んだ。俺達の関係は一方的なものじゃない。お互たがいに足りないものを補い合ったんだ」

　真希は孤こ独どくと不信に堪こらえ兼ね、愛情や絆きずなというぬくもりを求めていた。それを持っていたのが孝太郎達や学校の友人達。そして孝太郎達は真希の事を歓かん迎げいした。同じものを求めている寂さびしい魂たましいの持ち主だと、気付いたから。

「ふぅん………」

「あんたに言っても分からないかもしれないけどな」

「そんな事はないわ。優先順位が違ちがうだけで、分からなくはないもの」

　クリムゾンは軽く首を横に振ふりながら、薄うすく微笑ほほえんだ。それは嬉うれしさと寂しさが同居した微笑みだ。孝太郎の答えは、彼女には真希に与あたえられなかったものだったから。

「そうか」

「ありがとう、孝太郎」

　孝太郎との話を終え、クリムゾンは孝太郎に礼を言った。その時の彼女の表情からは、もう寂しげな様子は感じられなかった。

「礼を言われるほどの話じゃないだろう」

「そうね。でも、真希の事は気になるもの」

　最優先で戦いを求めるクリムゾンでは、真希を救えなかった。だがそれでも、彼女は真希が気にならない訳ではない。そして真希が望ましい世界を手に入れた事を、嬉しくも思うのだ。

「………なあ、クリムゾン」

　この時のクリムゾンの笑顔があまりに清すが々すがしかったから、孝太郎は答えの分かっている質問を口にせずにはいられなかった。

「なに？」

「どうしても………戦いは止められないのか？」

「あんたは真希を捨てられる？」

　クリムゾンにとっての戦いは、孝太郎にとっての真希。どうしても捨てられない、彼女の存在に深く食い込んだものなのだ。

「………残念だよ、クリムゾン」

　クリムゾンの答えを聞き、孝太郎はやはりとは思いつつも残念でならなかった。理解し合える相手なのに、願いという部分でぎりぎり手が届かない。本当に残念だった。

「孝太郎、やっぱりあんたは真希とよく似ている。だから真希はあんたを選んだのよ」

「藍華さんはきっと、あんたを選びたかったんだと思うぞ」

　ここまでのやり取りから、孝太郎はそう結論していた。クリムゾンは純じゆん粋すいに戦いを求めているだけで、他者に対して特別な憎ぞう悪おがある訳ではない。真希がそんな彼女をどう思っていたのかは、ぼんやりとだが孝太郎にも想像がついた。

「私にはそれが受け入れられなかった。こうなる運命だったのよ」

　クリムゾンは友情よりも戦いを選んだ。そして二人の道は分かれたのだ。

「私が言うのもなんだけど………孝太郎、真希を離はなさないでやって頂戴」

「言われるまでもない」

「これで真希に関して、思い残す事はないわ」

「あとはただ、戦うだけか？」

「本当にあんたは真希によく似ているわ。その通りよ、孝太郎」

　クリムゾンは真希の友人としての感情を、全すべて孝太郎に引き渡した。自分の代わりに、そして自分以上に、孝太郎なら真希を大切にすると信じたのだ。

「俺が言うのもおかしいが………死ぬなよ、クリムゾン」

「その保証はないわね。特に相手があんただったりすると」

「………話が出来てよかった、クリムゾン」

「私もよ」

　こうして孝太郎はクリムゾンとの対話を諦めた。今のクリムゾンはもう、戦う事しか考えていない。ひたすら戦いだけを求める鬼き神じんとなった。言葉はもう、届かなかった。










　孝太郎達が姿を消すと、入れ替わりに真希がやってきた。食事を届けに来たのだ。クリムゾンは孝太郎達が相手だと多少緊張するが、真希だけならそうならない。座らされている椅子にだらりと身体からだを預け、大おお欠伸あくびをした。

「ふぁあぁぁぁぁぁ………」

「退たい屈くつそうね、クリムゾン」

　真希は彼女の前にある机に食事を並べながら苦く笑しようする。真希はもうクリムゾンを本名では呼ばない。既すでに道が分かれた事は、お互いによく分かっている。今やってきたのは昔のよしみ。食事や身の回りの世話などは、かつての友人の方が過ごしやすいだろうという配はい慮りよからだった。

「そりゃあ、座らされたまま話だけしてればね」

　クリムゾンも真希の事情は分かっているし、それでいいと思っている。だからその辺りの事には触ふれなかった。

「まあ、向いてない事をしているのは確かよね」

「ねえ真希、この手て錠じよう外してくれない？　暴れたりしないから」

　拘こう束そくされたままでは食事はしにくい。クリムゾンは真希に向かって手錠を見せながら、腕うでだけでも使えるようにして欲しいと訴うつたえた。

「あなたはそうでしょうけど、その間にダークネスレインボゥが突とつ入にゆうしてきたら困るでしょう？」

　真希は手錠を外しても、クリムゾンが暴れる可能性はないと思っていた。クリムゾンは単純な性格だし、真希が嘘を嫌きらうのも知っているから、これまでクリムゾンが真希に対して嘘を言う事はなかったのだ。そしてきっと、これからもそうだろう。だが状じよう況きよう的てきにダークネスレインボゥの襲しゆう撃げきの可能性が拭ぬぐえず、真希にはクリムゾンの手錠を外す選せん択たく肢しはなかった。

「………組織って面めん倒どうねぇ」

「あなたは組織に所属している自覚がなさすぎるのよ」

「んー………だったら食べるの手伝って」

「はいはい、おばあちゃん」

「誰だれがおばあちゃんよ、誰が！」

　真希は近くにあった椅子を引ひき摺ずっていってクリムゾンの隣となりに座り、食事の手伝いを始めた。

「んぐっ」

「慌あわてて食べないのよ。はい、水」

「んくんくんく………ありがと、真希」

「どういたしまして」

　食事の手伝いをする真希の表情は明るい。このタイミングでクリムゾンに襲おそわれるとは思っていないからなのだが、クリムゾンはそれだけではないように感じていた。

「真希、あんたやっぱり少し変わったわね」

　クリムゾンは食事の手を休め、真希の顔を見る。

「そうかしら？」

　真希は不思議そうに首を傾かしげる。自分ではあまり自覚していない部分だった。

「昔は冗じよう談だんなんか言わなかったわ」

「そうだったわね。里さと見み君と、みんなのおかげだと思う」

　先さき程ほど真希は身動きが出来ないクリムゾンをおばあちゃんになぞらえた訳だが、言われてみれば確かにかつては使わなかった表現だった。これは明らかに、孝太郎や六畳間の少しよう女じよ達たちの影えい響きようだった。

「自分の願うものを手に入れたのね」

「ええ。だから守り通すわ」

「それがいいわ。しっかり守りなさいな」
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　二人の道は分かれたが、無意味に敵対する程ほどに度量は狭せまくない。クリムゾンは素す直なおに真希を祝福した。そしてそれは真希の方も同じだった。

「それでクリムゾン、あなたの方はどうなの？」

「あら、尋問だったの？」

「そのつもりはないわよ。満足のいく戦いが出来ているのかってコト」

「ああ………今が一番楽しいかもしれないわね。強くなったあんたとも戦えたし、レインボゥハートとの決戦も間近。あとは里見孝太郎や笠かさ置ぎ静しず香かと戦えれば申し分ないわね」

「私達としてはそうなって貰っては困るんだけど、私個人としてはあなたに満足して欲しくもあるわ」

「難しい立場ね？」

「ええ。暴れん坊の友達を持つと苦労するわ」

　クリムゾンが真希の幸せを願うように、真希もクリムゾンの幸せを願っている。戦って強くなる事が望みなら、それを叶かなえて欲しいのだ。だが残念な事に、現状においてそれはクリムゾンと真希の戦いを意味する。真希としては何とも言えない複雑な心境だった。

「そうそう、それにも絡からんでだけど………クリムゾン、あなたはすぐに移送されるわ」

「移送？　どこへ？」

「フォルサリアへよ。ここではダークネスレインボゥに襲ってくれと言っているようなものでしょう？　それにあなたが本気で暴れても困るし。だからといって、ここの警備を厚くすれば本国が手て薄うすになるでしょう？」

　幾いくらセーフハウス―――隠れ家として万ばん全ぜんの準備をしていても、ダークネスレインボゥが本ほん腰ごしで奪だつ還かんに動いたら不安は残る。より本格的な警備体制のレインボゥハートの拠点に移送されて然しかるべきだった。

「そりゃあそうだわね」

　クリムゾンはそう言うと、苦笑しながら肩を竦める。

　―――移送か………ふふ………。

　しかしその瞳ひとみの奥おくは、少しも笑っていなかった。

「それまではここでゆっくりしていて頂戴。最近忙いそがしかったんでしょう？」

「ええ。そうさせて貰うわ。食事が終わったらね」

「はいはい、あーん」

「あーん」

　だがクリムゾンが鋭するどい目をしていたのは僅わずかな間だけだった。すぐに彼女は元の調子に戻もどって食事を再開した。もちろん真希も手伝いを再開する。それっきり、二人は戦いに絡んだ話はしなかった。食事が終わって真希が去るまで、敵同士とは思えない呑のん気きなお喋しやべりが続いたのだった。
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　クリムゾンが捕つかまってから数日後。慎重に計画を練り、十分な準備をした上で、彼女のフォルサリアへの移送が行われる事になった。準備はその大半がフォルサリア―――正確にはレインボゥハート側の受け入れ態勢に関するもので、ダークネスレインボゥの幹部を拘束する態勢を整え、考かんがえ得うるトラブルへの予防策を練らねばならなかった。

　この移送の責任者はゆりかになっている。彼女は一応、レインボゥハート最強である七人のアークウィザードの一人。現場の責任者として指揮を執とるのは自然な流れだった。そのゆりかは今、セーフハウスで合流したレインボゥハート側の移送チームと何事かの打ち合わせをしていた。

『………ねー孝こう太た郎ろう、ゆりかが責任者で大だい丈じよう夫ぶなの？』

　自分のリュックサックに荷物を詰める手を休め、『早さ苗なえちゃん』は心配そうにゆりかの背中を見つめていた。普段のゆりかを知る者が、彼女の指揮を不安に思うのは無理もない事だろう。

「だっ、駄だ目めだよ『早苗ちゃん』っ！　そんな風に言ったら失礼だよ！」

　早苗の本体に根付いた人格である『早苗さん』は慌てて『早苗ちゃん』の発言をたしなめたが、結局は一人。『早苗さん』もゆりかが責任者である事を不安視しているのは紛まぎれもない事実だった。

「心配ない。こういう時のゆりかは大丈夫だ」

　しかし孝太郎はゆりかを心配していなかった。本当に重要な局面では、ゆりかは信しん頼らいできる。孝太郎はこれまでの経験からそれを良く知っていたのだ。

『大丈夫って言う時の顔じゃないよ、ソレ』

　大丈夫だと言う割に、孝太郎はどこか不ふ機き嫌げんそうにしている。身体から魂の半分だけで抜ぬけ出だしている『早苗ちゃん』には、その感情がはっきりと伝わってきていた。

「あのね、『早苗ちゃん』、孝太郎さんはゆりかさんが真ま面じ目めにならなきゃいけない状じよう況きようが嫌いやなんだよ」

『ふぅん、フクザツだね、孝太郎』

「………別にゆりかだけって訳じゃない」

　孝太郎の視線の先には、ゆりかだけでなく六畳間の少女達が全員揃そろっている。クリムゾンの移送は大きな危険を伴ともなうので、レインボゥハートの移送チームに加えて、孝太郎と九人の少女達が同行して護衛する事になっていた。どの少女達にも普段の楽しげな様子はない。これが大きな戦いの一部分である事を、重々理解している為ためだった。

『孝太郎はあたし達の事を心配してくれてるんだ？』

　孝太郎の気持ちを察して『早苗ちゃん』は微笑む。そして彼女は嬉しそうに孝太郎の周りを飛び回った。もちろん『早苗さん』も嬉しかったのだが、彼女は感情の表し方が『早苗ちゃん』とは異なり、軽く頬ほおを赤らめて俯うつむいていた。

「心配はしていない。みんな強いからな」

『じゃあ、あたし達が戦うのが嫌なんだ？』

「ああ、そんなところだ」

　もはや隠すつもりはない。孝太郎は日の光の下で輝かがやいている少女達が大好きなのだ。戦いで薄うす汚よごれた姿など、見たい筈もないのだった。

『なら本当は、孝太郎だけで行きたいんだね』

「まあな。だが………それが無理なのも分かっているんだ」

「孝太郎さんは、自分が弱いのが気に入らないんですね」

「ああ。結局は、そういう事なんだろう」

　孝太郎はそう言いながら『早苗さん』に向かって苦笑した。まとめると『早苗さん』の言う通りだった。もし孝太郎が最強の力を持っていれば、少女達を戦わせずに済む。だが孝太郎の力はどれも少女達がくれたもの。孝太郎の力だけでは誰も守れない。それが孝太郎には気に入らないのだった。

『孝太郎、いい事を教えてあげよう』

　難しい顔をしている孝太郎の前に『早苗ちゃん』が浮かぶ。

「うん？」

　孝太郎が目を上げると、『早苗ちゃん』は孝太郎の鼻を突つきながら笑顔を作った。

『ヒーローごっこが楽しいのは、ごっこだからなのです』

　それは早苗なりの励はげましの言葉だった。二人の早苗は感情表現の方法が違っているが、心は一つ。彼女が口にしたのは二人の共通した想いだった。

『本当のヒーローは辛つらいのですよ』

「帰る家がある人がヒーローごっこをするから楽しいんです。カブトンガーには、帰る家はなかったでしょう？」

　この世に真のヒーローがいたとしたら、その家族は敵の攻こう撃げきを受ける。だからヒーローは正体を隠すか、家庭から離れる必要がある。早苗達が例として挙げたカブトンガーには家族はいない。天てん涯がい孤こ独どくの身であるから、家族が攻撃を受ける心配がないのだ。この辺りは、現実の特とく殊しゆ部隊の人間と事情は同じだろう。

　孝太郎には今、帰る家があった。そこでは多くの笑顔が孝太郎の帰りを待っている。孝太郎がもし本当に最強の力を持てば、真っ先にその笑顔の持ち主達が危険に晒さらされる。孝太郎を攻撃するよりずっと簡単なのだ。だが孝太郎は既に敵に正体を知られているので、正体を隠す事も、家から離れる事も、意味がない。だからどうしても家にいる全員が、孝太郎と大して変わらないぐらい強い必要があった。そして同じぐらい強いなら、全員で力を合わせて一気に問題を解決するのが一番安全だろう。つまり今の孝太郎は、ヒーローにはなれない状況にあったのだ。

　孝太郎に出来るのは、ヒーローごっこを夢見る事ぐらい。ヒーローごっこなら家庭は攻撃を受けないし、日が暮れれば戦いは終わってしがらみも消える。だが当然、現実の敵はヒーローごっこに付き合ってはくれない。家庭を攻撃するし、日が暮れても戦いは終わらないのだった。

「………俺の願望はヒーローごっこか………手厳しいな、二人とも………」

　孝太郎はそんな二人に向かって苦笑する。二人の言う通りに思えたのだ。孝太郎が望んでいたのは、ヒーローの都合のいい部分だけ。都合の悪い部分にも目を向ければ、今の孝太郎にはそぐわなかった。

『前に言わなかったっけ？　今度あたしを置いてったらサソリ固めだって。あたしも一いつ緒しよに連れてけ、愛ゆえに！』

「幸せを分かち合うように、不幸も分かち合うべきです。私達の関係は、ごっこではない筈ですから………」

　笑顔の『早苗ちゃん』は自じ慢まんげにふんぞり返る。優やさしげな『早苗さん』は孝太郎を労いたわる。そんな二人を見て、孝太郎は肩から力を抜いた。すぐに気持ちを切り替えるのは難しいが、二人が正しいのは分かっていたから。

「ありがとな、二人とも」

　二人の早苗のおかげで、孝太郎はいつもの表情に戻る事が出来た。それを見た二人は、一人に戻ると孝太郎に向かって頭を差し出す。

「だったら存分に撫なでれ」

　撫でられる時は頭は一つの方が便利なのだ。

「はいはい」

「もっとでろでろに甘あまやかせ」

　そして孝太郎に抱き付く時にも一人が便利だ。早苗は撫でられるだけでは飽あき足たらず、そのまま両りよう腕うででしっかりと孝太郎に抱き付いた。

「………いつも助かっています、早苗お嬢じよう様さま」

「ちょっともう一人のあたしに代わるから、より激しく情熱的に！」

「はいはい」

「………あ、あの、済みません、孝太郎さん………」

「いいからいいから」

　孝太郎は片手で早苗を抱き返してやりながら、反対側の手で引き続きその頭を撫でてやる。そうしながら孝太郎は、早苗も少なからず不安なのだろうと考えていた。










　早苗が不安に思うのも無理はない。ゆりかが指揮官かどうかとは別に、クリムゾンの移送には大きな危険が付きまとう。吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しのセーフハウスからフォルサリアへ続く通路までは『青あお騎き士し』の力で送って貰もらえるので心配ないが、問題はそこから先だった。行った事のない場所で、しかも敵の襲撃の恐おそれがある。事前にフォルサリア魔法王国の説明を受けていても、不安は拭えなかった。これに比べれば、ゆりかに対する不安など誤差の範はん囲いと言って良かった。

「ベルトリオン、どうやらここでの断線はなさそうですわ」

「って事は、これは見た目通りに別世界へ続く通路って事か」

「そうなりますわね。まったく、魔法はなんでもありですわね………」

　フォルサリア魔法王国へ続く通路は、人口密度が低い吉祥春風市の郊こう外がいに設置されている。この通路は強力な魔法で作られた常設通路で、許可さえあれば、いつでも好きな時に誰でもフォルサリアと吉祥春風市を行き来できる。こうした常設通路は戦略的に狙ねらわれる事が多く、レインボゥハート側もダークネスレインボゥ側も、伝統的に人目に付かない場所を選んで設置する傾けい向こうがあった。

　この通路は地球とは別の世界に存在しているフォルサリア魔法王国へ通じるもので、イメージとしてはティア達が『青騎士』との行き来に使っている転送用ゲートとよく似た概がい念ねんのものだ。だが転送用ゲートとは全く異なる点がある。それは移動先の風景がそのまま見えているという事だった。『青騎士』の転送用ゲートは光る壁かべに触れると出口に移動させられる訳だが、魔法で作られた通路は普通の通路を歩くのと同じ雰ふん囲い気きで通り抜ける事が出来る。魔法の力で完全に出口と入り口が接続されているのだ。おかげで向こう側の風景がそのまま見えるし、通路越しにケーブルを引く事も出来る。フォルトーゼの転送用ゲートではここまでは出来ない。クランが呆あきれるのも無理はなかった。

「ところでクランさん、どうして線なんか引いてるの？」

　クランの作業を見ていた静しず香かが不思議そうに首を傾げる。何でも無線で送れるクランがこんな事をする必要が感じられなかったのだ。

「流石さすがに別の世界には電波も重力波も届かないでしょうから、こうやってケーブルを引いて中ちゆう継けい機きをフォルサリア側に置くんですわ」

　クランはそう言いながら金属製の箱を見せた。この箱は剥むき出だしの回路や機械が覗のぞいているクランお手製の装置で、春風市側とフォルサリア側に一個ずつ置いてケーブルで繋げば、通信や道具の転送を中継してくれるという優すぐれものだった。

「あー、携けい帯たい電話でもそういうのあるわよね。地下とか繋がりにくいとこに置くやつ」

「そうそう、それですわ」

　幸い現代っ子の静香は似たようなものを知っていたので、すぐに事情を悟さとる。そして静香はクランの作業を手伝い始めた。

「じゃあ、こっちの箱にこの線を繋いでおけばいいのよね？」

「頼たのみますわ、シズカ」

「うん」

　クランが中継機を設置するのは、敵の襲撃の可能性が拭えないからだ。それはつまり不安に思っているという事になるだろう。不安に思っているのは早苗だけではないのだ。もちろん他の少女達も同じだった。

「この場所を攻撃されると、ティア殿達の強みが失われる。レインボゥハートの人々と協力して可能な限り死守を。難しいようなら早々に連れん絡らくを」

「了りよう解かい致いたしました、キリハ様！　必ずやここを守り通します！」

「頼むぞ」

　キリハは自身の部下達を連れて来ている。彼かれらの任務はこの通路と中継機を守る事。それを失敗すれば、孝太郎達はティア達の無む尽じん蔵ぞうの攻こう撃げき力りよくを失う事になる。その危険に備えてフォルサリア側に装備や物資を運び込んではいるが、いつものような派手な攻撃が出来なくなる。この場所の防衛は、重要な任務だった。

　それだけでなく、キリハは一〇六号室にも兵を配置している。これに普ふ段だんは他の地区を担当するレインボゥハートの魔法少女と、そのバックアップ部隊が合流しているので、さしあたって一〇六号室が一気に陥かん落らくする恐れはなくなっていた。

「………ところで、真ま希きさんはレインボゥハートの拠きよ点てんへ行って大丈夫なんですか？」

　少し別の心配をしているのは晴はる海みだ。彼女は元ダークネスレインボゥの魔法少女である真希の身を案じていた。一緒に行けば捕まってしまうのではないか―――それは至し極ごく当然の疑問だろう。そしてだからこそ、晴海が真希に語り掛ける声は潜ひそめられている。周囲にレインボゥハートの人間が何人もいたからだった。

「………大丈夫です。皆みなさんが上う手まく交こう渉しようしてくれましたから。それにこの首輪も効いてますね。心配してくれてありがとうございます、桜さくら庭ばさん」

　心配する晴海に、真希は笑顔で囁ささやき返した。

「よかった………」

　それを聞いて、晴海も安あん堵どした様子で微笑んだ。

　実は真希の身み柄がらについては、既にレインボゥハートの上層部と話がついていた。真希がダークネスレインボゥであったのは事実だが、レインボゥハートに協力する事と引ひき換かえに免めん責せきを受けている。真希の実力と情報が惜おしかった訳だ。また真希の着けている偽にせの首輪も、上層部を安心させる材料として上手く働いた。孝太郎達は真希が裏切る筈はないと知っているが、他の人間にそれを納得させるには何か保険が要いる。その保険としては、自由を奪うばう―――という事になっている―――首輪の存在は有用だった。現状では真希の正式な身分はゆりか預かりの捕ほ虜りよで、協力を続ける限りは自由が保障されている。だが現場レベルでは感情的な問題があるので、元ダークネイビーという情報は伏ふせられていた。おかげで彼かの女じよを敵視するレインボゥハートの人間はいない。ティアやキリハの方が、よほど怪あやしまれている状況だった。

「殿でん下か、そろそろ予定時刻です」

「うむ………皆の者、準備は出来ておるか？」

　ルースの報告を受け、ティアは立ち上がって辺りを見渡した。ティアはこの時既に、コンバットドレスを身に着けていた。だがこれまでとは違って装備は赤く塗ぬられたアサルトレッド―――重火力装備ではない。中継用ケーブルが切断される恐れがあったので、緑色のコマンドグリーンという装備を身に着けていた。

　このコマンドグリーンはいわゆる指揮官用装備で、情報収集などの指揮にかかわる機能が充じゆう実じつしている。その代わり武装は比ひ較かく的てきエネルギーや弾たまの消費が少ないものが装備されている。ケーブルが切られた状態を想定すると、この装備での行動が理想的だ。ティアもまた敵の事を侮あなどってはいないのだった。

「皆様の準備は整っているようです」

　ルースは一同の様子を確かく認にんすると、自身も鎧よろいのシステムを待機モードから巡じゆん航こうモードへ変へん更こうした。この日のルースは普段とは異なって戦闘用の鎧を身に着けている。孝太郎の鎧と同じく筋力を強化する仕組みのものだが、より防ぼう御ぎよ的てきな性質が強く、加えて電子装備が強化されていて自動兵器のオペレーションがし易やすくなっている。つまりルースが自動兵器のコントロールをする際に動きが鈍にぶるのを想定した甲かつ冑ちゆうなのだ。数機の自動兵器とビームソードを併へい用ようして戦うのが彼女のスタイルだった。

「うむ。ではゆりか、出発前の訓示を」

「はい」

　ゆりかはティアに促うながされて一行の前に立った。この場所には孝太郎達十人の他に、レインボゥハートや大地の民たみの兵士達の姿がある。その数は全部で数十人に及およぶ。ゆりかはその視線に怯ひるむ事なく、堂々と胸を張って立っていた。

「私達の今日の任務は、ダークネスレインボゥの幹部であるダーククリムゾンを、フォルサリア魔法王国にあるレインボゥハートの拠点へ移送する事です」

　その声はしっかりしており、普段のおどおどした雰囲気は感じられない。瞳の輝きもずっと強い。おかげで着ている衣装はいつもの魔法少女のものなのに、印象が全く違って見える。紛れもなくレインボゥハートのアークウィザード―――魔法少女レインボゥゆりかがそこに立っていた。

「ですが、ただの移送任務とは思わないで下さい。この任務の成否が、先にある戦いの勝敗を変化させかねません。実戦のつもりで任務にあたって下さい」

　ゆりかの訓示はしばらく続いた。それは多くの命を預かるリーダーとして、立派な姿だった。だがそれを見つめる孝太郎には、もどかしい気持ちが募つのった。

　―――多くの命がかかっているから、これでいいんだ。だがゆりかは………これじゃ駄目なんだ………。

　任務の重要性からすると、ゆりかがしっかりしているのはいい事だ。しかし虹にじ野のゆりかという少女は、極きよく端たんに戦いに向かない性格をしている。今の彼女の姿は、必要に迫せまられてやっているもの。言うなれば無理をしている姿なのだ。だから孝太郎は、ゆりかの為に力を尽つくし、一刻も早く彼女を陽ひだまりの中へ送り返そうと決意を新たにしていた。結果的に孝太郎もやる気を出したのだから、ゆりかの訓示は全員にやる気を呼び起こしたと言えるだろう。

「………様々な問題と困難が予想されます。しかし最後まで気を抜かず、困難に際しては諦めず、仲間達と手を取り合って、任務を果たして下さい。………それでは任務を開始します！　各自の奮ふん闘とうを祈いのります！」

　ゆりかの訓示が終わると、その場にいた者達がドッと沸わき返かえった。そして全員が一いつ斉せいに行動を開始する。誰もが自分の役目を正しく理解していた。多くの命を守る為に、今は行動する時だった。
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　フォルサリアの空は吉祥春風市の空よりも若じやつ干かん緑がかっている。また周囲に生えている植物はどれも見た事のない種類で、空気の雰囲気も若干異なっていた。おかげで孝太郎達は、フォルサリアの土を踏ふんだその時から、ここが別の世界なのだという事をはっきりと感じ取っていた。

「ここがフォルサリア魔法王国なのか………」

　孝太郎は不思議そうに辺りを見回す。周囲は鬱うつ蒼そうとした森で、孝太郎はその中にある広場に建つ石造りの建物の前にいる。この建物が魔法で作られた通路のフォルサリア側の出口だった。

　―――なんだろう、どこかで見たような雰囲気の建物だけど………？

　多くの者にとって、この建物は風景と同じく見慣れないものだった。しかし孝太郎は既き視し感かんを覚え、首を傾げていた。これまでフォルサリアへ来た事はないのだが、以前どこか別の場所で、似たような雰囲気の建物を見た事がある様な気がしたのだ。

『面おも白しろいぞ青騎士』

「どうしました？」

　だが自身の記き憶おくを探さぐる前に静香の中にいるアルゥナイアが話し掛けてきたので、孝太郎はそちらに注意を奪われた。そしてどうせ映画か何かだろうと、疑問を頭の片かた隅すみへと押おしやった。

『この場所は空間に対する魔ま力りよくの密度が地球よりも格段に高い』

「って事は、私の体重は!?」

『今、急激に回復している』

「やったぁぁぁっ!!」

　そして見た目や雰囲気だけでなく、魔力の観点からも大きな違いがあった。この場所は自然界に存在する魔力が豊富で、魔法使いは吉祥春風市よりも魔力の回復が早い。おかげで先日の戦いで消しよう耗もうしたアルゥナイアの魔力はかなりのスピードで回復しつつあった。この分だと静香が理想体重に戻るまで一日とかからないだろう。

「じゃあ凄すごい魔法が使えるようになるとか？」

　孝太郎は頭の中でアルゥナイアのプラズマブレスが更さらなる威い力りよくを発揮する光景を想像した。圧あつ倒とう的てきな力であらゆるものを蒸発させるに違ちがいないだろう。

『いや、魔法の威力までは変わらない。周囲に水が豊富にあっても、一人の人間が持てる水の量は変わるまい？』

「なるほど………」

『もっとも、節約が要らないという意味では、多少威力が上がるかもしれんが』

　だが残念ながら、魔法の威力には変化はない。魔力を操あやつれる量は魔法使いの技量によるので、ここでも地球でも変わりはない。もちろん無む駄だ遣づかいや連発という意味では攻撃力は向上するだろうが、それは本質的な威力の向上とは呼べないだろう。

「大事なのは私の体重が戻りつつある事の方よ!!　あぁんっ、こんな事なら、もっと早く魔法の国まで来るべきだったわ!!」

　静香の現在の体重は九十八キロ。一刻も早く普段の四十キロ台に戻りたいので、静香はこの状況にただただ喜んでいた。

「でも………この魔力の濃こさが積極的に魔法を利用しようという考えに繋つながったのよ」

　喜ぶ静香とは反対に、真希は少しだけ寂さびしそうに笑っていた。魔力の回復が早いので、フォルサリアでは単位時間あたりに使える魔法の数が地球よりも多くなる。おかげで一人の魔法使いに出来る事が格段に多い。そしてそれが不幸の始まりだった。

　するとそんな真希の言葉を聞いて、手錠やロープで拘束されて連行されていたクリムゾンは笑い出した。今の彼女に出来る事は、笑う事と喋る事ぐらいだった。

「そうは言っても、この狭い国土で魔法なしじゃ、とっくにフォルサリアは滅ほろんでいたでしょうね。私達は魔法を使わねば生きられないのよ」

　フォルサリアの大地は元々人が住むには厳しい環かん境きようだったので、魔法に頼たよらざるを得なかった。おかげで地位や収入は使える魔法の強弱に影響された。魔法が使えるかどうかで大きな社会の格差が生まれたのだ。そうなると魔法を悪用する流れも生まれてくる。つまり豊富な魔力と厳しい環境は、ダークネスレインボゥを発生させた土ど壌じようと考える事ができるのだった。

「今は必ずしもそうじゃありません。強過ぎる力を捨てる時期が来ているんです」

「レインボゥ、それだけの魔力を操りながら、よくそんな事が言えるわね」

　クリムゾンはゆりかの言葉に反発したが、大人しく建物の前に用意されていた護送用の車両に乗り込んでいく。彼女も現状では言葉以上の反発が無意味だという事をよく理解しているのだった。










　実はフォルサリア魔法王国においても自動車が普ふ及きゆうしている。これは地球の技術を参考にして、フォルサリアの技術で作り上げた独自の自動車だった。

　科学技術の面ではフォルサリアは地球に大きく劣おとっているので、自動車を動かす為の多くの機能を魔法に頼っている。エンジンは魔法式で、燃料も魔力。レアメタルがフォルサリア国内では調達出来ないので、高強度の合金やモーターが作れず、やはり魔法で補っていた。

　結果的にフォルサリアの自動車は、地球の数十年前の技術水準にあった。その反面、大きなメリットもある。二酸化炭素を排はい出しゆつせず、無公害。走行音も静か。地球の自動車産業が成し得ていない環かん境きよう負ふ荷かのない自動車に仕上がっていたのだ。

　孝太郎達はそんな不思議な自動車に乗って、フォルサリア魔法王国の首都、トルゼに向かっていた。孝太郎達は三台の車に分乗している。先頭の車に乗っているのは、最も生存能力が高い静香と、危険を感知する力が高い早苗とクランの三人。二番目の車に乗っているのはクリムゾン本人と、彼女との付き合いが長ながい真希、力任せでクリムゾンを抑おさえ込めるティア、頭の回転が速いキリハ。三番目の車は残りの四人で、一緒にいる方が力を発揮しやすい孝太郎と晴海のペア、情報担当のルースと、指揮官のゆりかが乗り込んでいる。多くの状況を想定したバランスの良い配置だった。

「どうやら、無事に町まで辿たどり着つけそうですね」

　フロントガラス越しに町の風景が見えてきたので、晴海は安堵の笑え顔がおを覗かせた。既すでに行程の大半を消化していて、目的地であるレインボゥハートの拠点まではあと僅かという距きよ離りまでやってきている。既に町が近過ぎるので、ダークネスレインボゥが襲撃を仕し掛かけてくるようなタイミングではなくなっていた。

「キリハさんの作戦が上手く働いたんでしょう」

　孝太郎も晴海に笑い返す。実は今回のクリムゾン移送において、キリハはダークグリーンの予知への対策を用意していた。それは複数の移送ルートとサイコロだった。キリハは出発するというまさにその時に、サイコロを振ふって移送ルートを決めた。おかげでクリムゾンの移送ルートは確率的に等価になり、しかも移送の直前まで決定されないので予知に頼った迎げい撃げきは出来なかった。

　この状況ではダークネスレインボゥに取り得る最良の奇き襲しゆう方法は、一番奇襲しやすい地形で待ち構える事ぐらいだろう。ルートの可能性が等価ならば、奇襲が成功しやすい場所に陣じん取どる事で、クリムゾン奪還の期待値を引き上げる訳だ。もちろんこれは、ダークネスレインボゥがクリムゾンの奪還を狙っていると仮定しての話なのだが。

「………まだ、油断は禁物です。確率が二分の一になる場所がこの先にあります」

　孝太郎や晴海とは違って、ゆりかはまだ表情を緩ゆるめていなかった。実は町に入ると多くの移送ルートが合流していき、最終的に目的地である拠点の傍そばで北門か南門かの二ルートにまで絞しぼられる。レインボゥハートの拠点のすぐ傍で孝太郎達を襲うのは非常に危険な行こう為いだが、ダークネスレインボゥの実力からするとあり得ないと切り捨てるのは危険な考え方だった。

「そうだったな、済まないゆりか」

「ごめんなさい、ゆりかさん」

「いえ………」

　ゆりかは特に孝太郎達を責める様子はなく、すぐに意識を車の窓の外へ向ける。今の彼女にとって重要なのは、外にいるかもしれないダークネスレインボゥだけだった。

　―――ゆりかがこれだけ警けい戒かいしている以上、ダークグリーンはこのタイミングの襲しゆう撃げきを避さけるんだろうが………。それをゆりかに言えば、逆に襲撃してくる可能性が出てしまうし………予知とは本当に厄やつ介かいだな………。

　孝太郎はそんな事を考えながらゆりか同様に窓の外へ意識を向ける。車は丁度市街地に差し掛かったところだった。

『………クラン、聞こえておるか？』

『なんですの、ティアミリスさん？』

　そんな時、無線機の向こう側でティアとクランが話を始めた。口調が穏おだやかなままだったので、孝太郎は何の気なしに二人の会話に耳を傾かたむけていた。

『ちょっと車の外を見てくれぬか？』

『外………？　どうしてですの？』

『なに………町並みがフォルトーゼに似ていると思ってな』

『フォルトーゼ？』

　クランは上空に配置した無人機を腕うで輪わで操作して警戒にあたっていたが、ティアの言葉に興味を惹ひかれて視線を上げた。窓の外にはフォルサリアの首都、トルゼの風景が流れ続けていた。

『………本当ですわ。ただ、正確には千年以上前の遺い跡せきに似ている感じですわね』

『やはりそなたもそう思うか？』

『ええ。面白い偶ぐう然ぜんもあるものですわね』

　それは孝太郎にも興味のある話題だった。

　―――千年以上前の遺跡？

　市街地に入ったばかりだったので孝太郎は気付いていなかったのだが、二人の言葉を受けて建物に注意を向けてみると、確かにフォルトーゼの町の雰囲気に似ていた。それも二十年前の世界で見たものではなく、二千年前の世界で見たものに。

　―――そうか、それで見た事がある様な気がしたのか………。

　孝太郎が魔法の通路のフォルサリア側出口で感じた既視感はこれが原因だった。建築様式がフォルトーゼに似ていたから、見た事がある様な気がしていたのだ。

『ちなみに地球にもこれと似た雰囲気の町が現存している』

『キィ、似通った気候や環境であれば、中世から近代に至るまでに現れる、典型的なデザインのようなものがあるのかもしれませんわね』

『異文明にはもっとオリジナリティが欲ほしいものじゃのう………残念じゃ』

　しかし孝太郎達はこれを偶然の一いつ致ちとして片付けた。それほど明確に似ている訳ではなかったし、孝太郎達にはもっと他ほかに気にしなければならない事がある。クリムゾンの移送は、まだ終わっていなかった。










　結局、ゆりかが警戒していた目的地の近くでの襲撃は起こらなかった。孝太郎達は何のトラブルもなく目的地―――レインボゥハートの基地の一つに辿り着いた。

　フォルサリア魔法王国の首都トルゼには、王国の正規軍であるレインボゥハートの基地が八つ存在している。基地はトルゼの中心にある王宮を守るように配置されている。虹の七色に対応した基地がぐるりと王都の外周に沿って配置され、中央にある王宮のすぐ近くに本部基地が置かれている。この基地の配置が、レインボゥハート―――虹の中心という組織名の由来でもあった。

　孝太郎達がクリムゾンを移送したのは、外周にある七色の基地のうちの一つ、ブルータワーだった。流石に行政府である王宮の近くにテロリストのクリムゾンを連れて行く訳にはいかず、外周の基地の一つへ連れて行かれる事になったのだ。

　このブルータワーは『青あおの魔ま術じゆつ師し団だん』の基地であり、ゆりかはそこに所属するアークウィザード―――最高位の魔法使いだ。この場所には基地司令を除けば、ゆりかに命令できる者はいない。おかげでゆりかが先頭に立って入っていくと、基地にいる者達は次々と敬礼して彼女を迎むかえた。かつてはそれがくすぐったかったり場ば違ちがいに感じたりしていたゆりかだったが、今の彼女にはその様子はない。強い目的意識が、ゆりかにそういう感覚を完全に忘れさせていたのだ。そしてタワーのエントランスホールに入ったゆりかを、一人の老婦人が出で迎むかえた。ゆりかは老婦人の前まで進み出ると敬礼をする。この老婦人は、ゆりかの方から敬礼をしなければならない人物だった。

「華か江え良ら様、虹野ゆりか、ダーククリムゾン移送任務で帰き還かん致いたしました」

「ご苦労様でした、レインボゥ」

　老婦人はゆりかの敬礼に応こたえるように大きく頷うなずいた。この華江良という名前の老婦人はブルータワーの基地司令だった。基地司令は文官の長でもあり、いわゆる長老の立場にある。基地の数と同じ八人の長老によって行われる長老会議は、フォルサリア魔法王国を導く最高意思決定機関。だから彼女はフォルサリアでも屈くつ指しの重要人物だった。

「よく無事に任務を果たしてくれましたね」

「私だけの力ではありません。友達や兵隊さん達が助けてくれましたから」

　ゆりかは華江良が大好きだった。いつも優しく微笑ほほえんでいて、ゆりかを正しく導いてくれる。だからゆりかは彼女を実の祖母のように慕したっていた。

「いい仲間を持ちましたね」

「はい！　………ですが華江良様、お話はまた後ほど。今はまだ任務が完全に終わった訳ではありませんから」

「ああ、そうでしたね。邪じや魔まをして済みませんでした」

「任務が終わり次し第だい、すぐに報告へ伺うかがいます」

「待っていますよ」

　華江良が大好きなゆりかだが、残念ながらまだお喋りをしていていい状況ではなかった。今はまず、クリムゾンを拘こう束そく用の部屋まで送り届けるのが先決だった。だからゆりかは再び敬礼をすると華江良に背を向けてエントランスホールの出口へと向かった。

「結果的に見て、ナナの判断は正しかったという事なのでしょうね………」

　華江良はクリムゾンを連行していくゆりかの背中を見つめながら、つくづくそう感じていた。ナナがゆりかを後こう継けい者しやとして指名した時、華江良は反対した。どう見ても戦いをするタイプの少女ではなかったのだ。だが結果はこうだった。ゆりかは多くの仲間達の先頭に立ち、立派に任務を遂すい行こうしている。そんな予想外の結果から、華江良は新しい時代の到とう来らいを予感せずにはいられなかった。

「そして、あれが青い騎士………」

　続いて華江良はゆりかの隣となりを歩いている孝太郎に目を留とめた。孝太郎やその仲間達については既に報告を受けている。その報告を受けた時から、華江良はずっと孝太郎の事が気になっていた。孝太郎の姿と戦いぶりが、長老達にのみ伝えられているフォルサリアの秘ひめられた伝説に登場する、『断罪者』によく似ていたのだ。

「………彼が『断罪者』だとは思わないけれど………ダークネスレインボゥとの決戦を前に、よく似た騎士が現れた………これも巡めぐりあわせなのでしょうね………」

　華江良は孝太郎とその隣を行くゆりかの姿に運命を感じていた。伝説では『断罪者』の隣にも、魔法使いの少女の姿があったとされているのだ。そして華江良は、その運命が現実のものとなるように祈る。それがフォルサリアに限らず、多くの人間の命を救う事になるからだった。







襲撃　九月十九日（日）







　先日の戦いにおいて、ダークネスレインボゥがクリムゾンを囮おとりに残したのは苦肉の策だった。元々個々の願望が優先されるダークネスレインボゥにおいては、仲間の為に自己犠牲の精神を発揮する事はない。つまり幾いくら戦いが好きで、怪け我がをしていて逃にげるよりも囮向きであったとしても、クリムゾンは何の保障もなしに囮を務めたりはしないという事だ。クリムゾンが囮を務める事と、その救出は最初からワンセット。リスクはあっても、ダークネスレインボゥはクリムゾンの救出を選せん択たくせざるを得なかった。そしてその救出作戦を担当する事になったのがダークグリーンだった。

　―――もう少しの我が慢まんよ、クリムゾン………。

　だがグリーンに関して言えば、囮をすれば助けに行くという保障とは関係なしに、クリムゾンを助けに行ったのかもしれない。グリーンは認めたがらないだろうが、クリムゾンに対してダークネスレインボゥの仲間という以上の感情を抱いている。共に行動していた期間が長かったからだろう、クリムゾンに対して友情と呼べる感情が芽生えていたのだ。おかげでグリーンの士気は高い。なんとしても無事にクリムゾンを奪だつ還かんしようという、強い使命感に燃えていた。彼女が見たい未来には、クリムゾンの姿が不可欠だったから。

「やっぱり、移送が終わった後の方が救出の可能性が高いわね」

　グリーンは郊外にある高台からクリムゾンが捕つかまっているブルータワーを眺ながめていた。そこから多くの魔法を使い、情報の収集にあたっている。そして集めた情報を元に、最も確実な救出作戦を行うつもりでいた。

　当初、救出には三つのプランがあった。それはクリムゾンの移送前、移送中、移送後の三通りだ。そしてグリーンは自らの能力との兼かね合あいから、あえて三つ目―――移送後の救出を選んだ。移送前はレインボゥハート側が不規則に行動していて予知しにくく、移送中はグリーン自身の行動が予知を乱して先が見通しにくかった。結果的に最も予知が確実になるのがクリムゾンの移送が完かん了りようした後だったのだ。

「………クリムゾンが捕とらえられているのは、あの辺りで間ま違ちがいない………」

　グリーンが期待した通り、情報は着実に集まっている。クリムゾンは内外からの魔法を受け付けない部屋に閉じ込められているが、直接部屋の中を見る訳ではない予知の魔法だけは例外だった。タワーには魔法使いを閉じ込めておける牢ろう獄ごくが複数存在しているので、予知は地下と最上階で割れていたのだが、グリーンは人の流れから最上階の方が可能性が高いと踏んでいる。そして地底から持ち込まれた霊子力センサーも、最上階の方向からクリムゾンの微び弱じやくな霊波を感じ取っていた。それぞれの正確さは六割強だが、双そう方ほう共に間違っている確率は十五パーセントを割る。だからグリーンはクリムゾンが最上階に捕えられているので間違いないと判断を下していた。

「以前の私達であれば、救出は難しかったでしょうけれど………今は違うわ」

　グリーンは腕うでに着けているコンピューターを操作して、近くに待機していた兵器群に命令を与あたえていく。この兵器群は大地の民とエゥレクシスによってもたらされたもので、魔力を全く帯びていない。また姿を消し、無音で空を飛ぶ無人攻こう撃げき機きもある。おかげで彼女の撹かく乱らん魔ま法ほうと組み合わせれば、レインボゥハートの警けい戒かい網もうをすり抜ぬける事も決して難しくはなかった。

「待っていて、クリムゾン。今助けに行くわ！」

　ダークグリーンには、見通せない未来に翻ほん弄ろうされ、大切なものを失った過去がある。だからこそ、自分の予知でクリムゾンを救い出すという使命感に燃えていた。彼女はもう二度と、同じ過あやまちを繰り返すつもりはなかった。










　ゆりかという少女にとって、戦いとは仕掛けるものではなく、降りかかってくるものだった。そして降りかかってきた戦いを必死に払はらいのけ、元の暮らしへ戻もどる。ずっとその繰り返しだった。そんな彼女だから、自ら戦いを決意した意味は重い。それだけ追おい詰つめられていると言えるだろう。だが決意したとはいえ、決してそうしたいと思っている訳ではない。おかげでふとした拍ひよう子しに、迷いが現れる。この時もそうだった。

「………」

　ゆりかはブルータワー内にある食堂で食事を摂とっていた。だがその手と口は動いていない。スプーンを握にぎり締しめたまま、スープの皿をじっと見つめている。視線はそのままスープの皿を通り抜け、どことも知れない彼方かなたへ注がれていた。

「どうした、食べないのか？」

「さとみさん………？」

　そんな状態であったから、ゆりかが孝こう太た郎ろうに気付いたのは、声をかけられた後の事だった。ゆりかが声に気付いて目を上げると、孝太郎も食事を摂るべく向かい側の席に座すわっていた。

「緊きん張ちようしてるのか？」

「は、はい………先の事が心配で………」

　ゆりかがじっとしていたのは、緊張とこの先を心配しての事だった。大分成長したゆりかだが、自分が主導して戦いを進めるのは初めて。生まれて初めて、ゆりかの判断の一つ一つで、多くの人の命を左右する状じよう況きようにあった。これまでは敵が来て仕方なく対応したり、誰だれかの戦いに協力しただけだったので、状況に合わせて目の前の事に最善を尽くしていればよかった。しかし今は、そうした状況すら彼女が生み出さねばならない。大きな迷いと重圧が、ゆりかの心を支配していた。

「やっぱりそうか」

「気付いてたんですか？」

「ああ。そいつは初うい陣じんの指揮官にありがちな事なんでな」

　孝太郎はゆりかの問いに苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめた。孝太郎は過去のフォルトーゼにいた頃ころに戦場を駆かけ回まわっていたから、ゆりかのこういう反応には覚えがあった。

「もし自分の判断が間違っていたら、人が大勢死ぬ。それで身動きが取れなくなる。大きな戦いに出ると、誰もが通る道なんだ。命を大切にしない奴やつ以外は、な」

　マクスファーンやデクストロゥ、タユマなら気にしないだろう。しかし普ふ通つうの指揮官はそうではない。一いつ緒しよに頑がん張ばってきた仲間達が自分の判断ミスで死ぬかもしれない―――それを恐おそれる気持ちは強い。初陣ならば特にそうだった。

「里さと見みさんも？」

「ああ、俺おれも怖こわかったよ。みんな良い人達ばかりだったからな。国を守ろうって一いつ所しよ懸けん命めいで………それが俺の一言でバタバタと死んでいくんだ。だからお前の気持ちは分かる」

　フォルトーゼの伝説を参考にして戦いを進めた孝太郎だが、それが孝太郎の判断である事は紛まぎれもない事実。成功もあれば失敗もある。出来ればやり直したい戦いも少なくはなかった。

「私はどうすればいいんでしょうか？」

「特別な事をしようとしない事だ」

「特別な事、ですか？」

「例えば………自分一人で危険を引き受けよう、とかな。やりがちな失敗だ」

　仲間を危険に晒さらすのだから、自分が真っ先に危険に飛び込まねば嘘うそだ―――これは一見正しい考えに見えるが、実はそうではない。戦いは時間と共に流動的に状況が変化する。だから常に自分が先頭に立つのはおかしいのだ。なのに罪悪感からそれを求めれば、作戦全体が歪ゆがんでしまう。その結果は言うまでもないだろう。

「仲間を信じて、いつも通りやるといい。結局それが一番なんだ」

　慣れない事をすれば周りも戸と惑まどう。普段通りが一番自然に物事が運ぶ。当たり前と言えば当たり前なのだが、人の命がかかっている状況では、多くの人間がこの事を忘れてしまう。戦いとは本当に難しい。孝太郎はつくづくそう感じていた。

「………もし私が史上最強の魔法少女だったら、誰も戦わなくていいのにな………」

　孝太郎の言葉を聞いて、ゆりかは自分の掌てのひらに視線を落とした。もしその手に宿る力が天地を貫つらぬくほどに大きければ、ゆりかは全すべての敵と一人で戦えただろう。それが出来ないから、仲間を危険に晒さねばならない。ゆりかは自分の無力さが恨うらめしかった。

「そうだな。俺もそう思わない日はないよ。俺が無敵のヒーローなら、お前やみんなを戦わせずに済むんだからな」

「里見さん………」

　孝太郎は再び苦笑する。ゆりかの言葉には心底同感だった。そんな孝太郎をゆりかは意外そうに見つめている。ゆりかは今の孝太郎には、そんな悩なやみはないと勝手に思い込んでいたのだ。

「ただ………俺がそう言ったら、早さ苗なえが面白い事を教えてくれたよ」

　孝太郎はここで少しだけ笑顔の種類を変える。優やさしげな印象が強くなっていた。

「早苗ちゃんが？」

「ヒーローはごっこだから楽しい、本物のヒーローは辛つらいって」

「ごっこだから………楽しい………？」

「少し考えてみるといい。もしお前が史上最強の実力を持つ魔法少女だったら、俺おれ達たちが出会ってからの日々がどうなっていたのかを」

「もし私が、本当に史上最強だったら………」

　ゆりかは頭の中で、自分だけを最強に変えて、孝太郎達と出会ってからの毎日をやり直してみる。きっと一〇六号室を訪問した時に窓は割らなかっただろう。最初の騒そう動どうも人知れず抑え込んだに違いない。障害物マラソンも一人で優勝。早苗はゴーストハンターに誘ゆう拐かいされたりしなかったろうし、クランの襲撃も事前に察知して防いだろう。一見、誰も危険に見み舞まわれず、素す晴ばらしい毎日だった。しかし―――

「………一人で事件は解決できるけど………きっと、私は今もひとりぼっちだったんじゃないかと………」

　史上最強のゆりかはひとりぼっちになる。全ての事件を表面化前に解決するから、孝太郎達と理解し合う機会がない。それ以前に、最初の何日間かで孝太郎や他の少女達を危険だからと一〇六号室から排はい除じよしていたのではないだろうか？

「そうだ。お前は不完全だから俺達と理解し合う時間を得た。そして互たがいを大切に思うようになった。きっと史上最強のお前は、今ほど俺達を大切に思ってはいないだろう」

「私は弱かったから、皆みなさんを大切に思うようになったんですね」

「お前だけじゃない。それはみんながそうさ」

「みんなも………そういうものかもしれませんね………」

　納なつ得とくがいったのか、ゆりかは大きく頷いた。

「そして今のお前が急に史上最強になったら、敵はきっとお前とは戦わずに俺達や町の人間ばかりを狙ねらう。わざわざ史上最強のお前と戦う馬ば鹿かはいないだろうからな」

「だからヒーローごっこ………史上最強、ヒーローの都合の良い部分だけを見るから、素晴らしく見えていただけ………」

　あちらを立てればこちらが立たず。史上最強であればひとりぼっち。不完全なら絆きずなを育はぐくむ事が出来る。史上最強のまま、多くの絆を育むのは不可能だ。そして既に正体が割れている現状では、ゆりかが突とつ然ぜん史上最強になっても敵は彼かの女じよと戦わない。リスクを避け他の人間ばかりを狙い始めるだろう。現実はヒーローごっこのようにはいかないのだ。

「ゆりか、お前はどうすればいいと思う？」

「えと………みんなで強くなって、協力してやっつける、ですか？」

　結局、ゆりかの結論は孝太郎と同じだった。誰かが時々ヒーローじみた行動を取るぐらいなら構わない。だが本当の意味でのヒーローになってしまえば、あらゆる不幸が始まるだろう。それはゆりかの望むところではない。そこで全員が同じぐらい強ければいいという結論に落ち着く。ヒーロー不在の、ちょっとだけ強い人間の集まり。ゆりかにはそれが一番安全に思えた。

「俺もそう思う」

「あ………」

　孝太郎が肯こう定ていすると、ゆりかは安あん堵どして僅わずかに表情を緩めた。そんなゆりかに、孝太郎は自分の考えを伝えた。

「だから俺達を信じろ。誰もお前に完全を求めてはいない。俺達はお互いに、必死で頑張る不完全を求めているんだ」

　早苗は今度置いていったらサソリ固めだと言った。晴はる海みは孝太郎の横を共に歩むと誓った。キリハは孝太郎の弱さを許した。ティアとルースは孝太郎と無む理り矢や理り幸せになってみせると断じた。真ま希きは孝太郎の人生が幸せであるように祈ってくれる。静しず香かは無力だと嘆なげく孝太郎に、そうではないと告げた。クランは過去の世界において孝太郎と共に不完全である自己に悩んだ。

　誰もが手を取り合おうとした。それは裏を返せば、完全性の否定だ。完全なる個は、他人を必要としない。万ばん能のうの力を備え、心は強く孤こ独どくを感じない。全知全能の神が如ごとく、超ちよう然ぜんと一人で存在し続ける。しかし少女達も孝太郎も、それは望まなかった。完全なる個ではなく、不完全な集団として手を取り合ったのだ。

「里見さん………」

　必死で頑張る不完全が、互いに手を取り合う。それはゆりかの感覚にぴたりとはまってくれた。確かに自分も、それを孝太郎や他の少女達に求めているような気がした。そして同じく、求められているように思うのだ。

「そうですね、なかなか難しいけれど………そう思うようにしてみます」

　不完全や普通が正しいと分かっていても、ヒーロー願望から抜け出すのは難しい。だがゆりかは、いずれは心の底からそう思えるようになりたいと願うようになっていた。安易な救いは、真の救いとは違うのだ。

「それでいい。俺も必死で自分に言い聞かせてるところだ」

「あははっ」

　ゆりかはここでようやく笑顔を取り戻した。そして目元に滲にじんでいた涙なみだを拭ぬぐう。

「ありがとうございます、里見さん。少しだけ気持ちが楽になりました」

　仲間に頼っていいのだ。孝太郎達に、一緒に戦ってくれる兵士達に。誰もが不完全だけど、全力で戦うのだろうから。ヒーローは要いらない。あるいは逆に、全員がヒーローなのかもしれない。それで構わないのだ。そうしてようやく辿り着いた答えが、ゆりかの気持ちを軽くしてくれていた。

「だったら食え。元気がなければ、何事も始まらん」

　ゆりかの笑顔を見て、孝太郎は心の中で胸を撫なで下おろす。そして孝太郎もゆりかに笑いかけた。

「はいっ！」

　そうしてゆりかは食事を再開した。不思議なもので、少し前までは食事が殆ほとんど喉のどを通らなかったのだが、今は普通に食べられるようになっている。これがきっと一人ではないという事なんだろう―――ゆりかはそんな事を考えながら食べ進めた。

「ねぇ、里見さぁん」

「うん？」

「ピーマン食べて貰もらっていいですかぁ？」

「自分で食え」

「不完全だから、ここは助け合わないとぉ！」

　ポカッ

「いいから、黙だまって食え！」

「はいぃ、うっうっ、馬鹿な事を言って済みませんでしたぁ」

　殴なぐられれば痛い。だが史上最強のゆりかは、きっと孝太郎に殴って貰えないだろう。だからそうして貰える自分を、ゆりかは幸福だと思うのだった。










　ゆりかの食事が半ばを過ぎると、皿の上には嫌きらいな物が残り始めた。だがゆりかは嫌いな物をフォークで端はしによけると、なおも好物だけを食べ続ける。都合の悪い事は後回し。そのうちなんとかなるかもしれない。普ふ段だんのゆりかの考え方だった。

　―――元気になったらすぐこれだ！

　孝太郎はゆりかを懲こらしめてやろうと、お仕置きを考え始める。だが孝太郎が実際にお仕置きを始める前に、それは始まった。

　ドカァァァァァンッ

「きゃああぁぁっ!?」

「な、なんだっ!?」

　それはブルータワー全体を揺ゆるがす轟ごう音おんと激げき震しんだった。まるで激しい落らく雷らいと大おお地じ震しんが一緒に襲おそってきたかのような有り様で、そこら中でテーブルや椅い子すが倒たおれ、食器がひっくり返った。だが音も揺れも一度きりだったので、孝太郎は石造りの強固な壁かべに手をついて身体からだを支えると、素す早ばやく立ち上がった。

「ゆりか、無事か!?」

「は、はいぃっ、なんとかぁ！」

　孝太郎はゆりかに駆け寄ると両手で彼女を助け起こした。ゆりかはピーマンとニンジン、セロリを頭からかぶってしまっていたが、怪我はしていない様子だった。

「それにしても一体何が―――はっ!?」

　腰こしを打って痛そうにしていたゆりかだったが、立ち上がった直後にその表情が一いつ瞬しゆんにして鋭するどいものへ切きり替かわった。轟音と激震の理由に心当たりがあったのだ。

「いくぞ、ゆりか！」

「はいっ！」

　雰ふん囲い気きが一変したのは孝太郎も同じだった。今の二人はもう、仲の良いクラスメイトではない。上の階へ向かって走る二人の顔は、幾いく多たの戦いを潜くぐり抜ぬけてきた騎き士しと、フォルサリア魔ま法ほう王国が誇ほこるアークウィザードのものだった。










　問題の爆ばく発はつはブルータワーのすぐ外側で起こった。その原因はダークグリーンがエゥレクシスから提供されたフォルトーゼ製の誘ゆう導どうミサイルを使用した為ためだった。爆発が前方に集中するように作られたミサイルの弾だん頭とうは、塔とうに施ほどこされた防ぼう御ぎよ魔ま法ほうと石造りの外がい壁へきを易やす々やすと撃ち抜いた。そうしてミサイルによって作り出された外壁の大穴から、ダーククリムゾンが顔を覗のぞかせた。

「ごほっ、ごほほっ、グ、グリーン」

「クリムゾン！　無事でよかった！」

　クリムゾンは爆発によって生じた粉ふん塵じんを吸ってしまって苦しんでいたが、怪我をしている様子はなかった。その様子を見たグリーンは思わず涙ぐんでいた。彼女だけは、先日の戦いでクリムゾンを連れ帰れなかった事を深く後こう悔かいしていたから。

「よ、ごほっ、よかったじゃないわよっ、ごほごほっ、普通やる？　仲間が囚とらわれている部屋に、げほっ、ミサイル撃ち込むなんてっ。し、死んだらどうしてくれるのよ？」

　クリムゾンも涙ぐんでいる。だがこれは粉塵が目に入った事と、息が苦しいからであって、グリーンとの再会を喜んでの事ではなかった。決して喜んでいない訳ではなかったのだが。

「ちゃんと予知をしたから大だい丈じよう夫ぶよ。その辺は抜かりないわ」

「ちなみに成功率は幾らだったの？」

「九十五パーセント弱ってところよ」

「じゃあ五パーセントも私が怪我をする可能性があったの!?」

「ううん、怪我は十五パーセントぐらいよ」

「………五パーセントは死ぬ可能性だったのね………」

　グリーンはタワーの外から予知の魔法を使ってタワー内のクリムゾンの位置を調べ、その部分から出来るだけ離はなれた場所をミサイルで撃ち抜いた。だがもちろん予知は予知、何かの弾はずみでクリムゾンが違ちがう位置にいる可能性はあった。グリーンがこの方法で救出を試みた場合、クリムゾンが無傷で済む可能性は八十パーセントくらいで、怪我をする可能性が十五パーセントぐらい。両者を足すと九十五パーセント弱で、これが成功率の根こん拠きよだった。残りの五パーセントはクリムゾンが死んだ場合で、当然失敗となる。そしてグリーンはリスクを承知で撃った。クリムゾンがげんなりするのも当たり前だろう。

「もっと他にやりようはなかったワケ!?」

「あったけど………これが一番成功率が高かったのよ」

「………気になるけど、言わなくていいわ」

「思い出したくないから助かるわ」

「そんなにひどかったの!?」

　グリーンは他にも幾つか救出方法を考えていたのだが、その中で一番クリムゾンを連れ帰れる可能性が高いのが牢獄をミサイルで撃つという方法だった。リスクを承知でというよりも、一番リスクの小さいやり方を選んでの事だったのだ。

「待って、クリムゾン。そろそろ敵が来るわ」

　少し前からグリーンが維い持じし続けている予知の魔法が、敵の接近を告げていた。一番可能性が高いのは、三十秒後にゆりかと孝太郎が部屋のドアを突つき破やぶって飛び込んでくる未来だった。

「………帰ったら詳くわしい話を聞かせて貰うわよ？」

「ええ。その為にもまずは脱だつ出しゆつしましょう」

「私の杖つえは？」

「ちゃんと予備を持ってきてあるわ」

　グリーンはそう言うと杖をクリムゾンに投なげ渡わたした。この杖は、しばらく前にダークイエローが作ったものだった。レインボゥハートとの決戦の準備段階では、イエローは魔ま法ほうの武器の製造を担当しており、この杖もそうした武器のうちの一つだった。専用の杖ではないので作りは荒あらく魔ま力りよくもそれなりにしか込められていないが、何もない状態と比べると大きな差がある。激しい戦いの中では、杖を失うというアクシデントは起こり易く、しかも致ち命めい的てきだ。それを想定して用意されたものが、早さつ速そく役に立った格好だった。

「クリムゾン、体重を軽くしてこれに飛び乗って」

「りょーかい、………ウェイトセービング」

　グリーンは飛行タイプの自動兵器の上に乗ってクリムゾンがいる最上階にある牢へやってきた。脱出のプランも同じだ。科学で作られた自動兵器に乗って逃げれば、逃とう走そうに使う魔法の量を減らす事になり、魔法による追つい跡せきを受けにくくなるのだった。










　孝太郎とゆりかはクリムゾンとグリーンが去っていったのを確かく認にんしてから、破は壊かいされた牢の中へ足を踏ふみ入いれた。

「上う手まくいきましたね」

「いや、上手くいくかどうかはここからが勝負だ」

　実は孝太郎達はクリムゾン達が去る前に牢の中へ飛び込む事も可能だった。しかしあえてそれをしなかった。そういう作戦だったのだ。

　ゆりかはダークネスレインボゥの拠きよ点てんを攻こう撃げきする事に決めたが、一つ大きな問題があった。それはダークネスレインボゥの拠点の場所が分からないという事だった。それを解決すべくキリハが提案したのが、捕えたクリムゾンを利用して拠点を発見するという作戦だった。

　キリハの勘かんでは、ダークネスレインボゥは幹部クラスの魔法使いを失うのは避さけたい筈はずだった。だが救出作戦で更さらに兵力を失うようでは意味がないので、一定以上の成功率が望めない事にはクリムゾンの救出は行われないだろう。孝太郎達はダークネスレインボゥがクリムゾンに囮役をさせるにあたり、後で救出するという契けい約やくを交かわした事を知らないので、自然とそういう考えに落ち着いたのだ。この場合、クリムゾンの救出作戦を誘ゆう発はつする為に、孝太郎達は意図的に隙すきを作る必要があった。

　先日の戦いの後にクリムゾンが捕えられていたのは、レインボゥハートが吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しに用意したセーフハウスだ。十分な兵力を用意すれば攻せめ落おとすのは容易だが、問題はダークネスレインボゥはまだセーフハウスの場所を知らないという事だった。孝太郎達の側に時間的な余よ裕ゆうがない事もあって、ダークネスレインボゥがセーフハウスを見付けて救出作戦を決行するのを待っていられなかった。かといって情報をリークするのも取って付けたような印象になる。そこでキリハが考え出したのが、クリムゾンの移送だった。

　まず移送という分かり易い隙を作る。そこでもしダークネスレインボゥが襲ってこなくても、クリムゾンの現在位置がブルータワーだとダークネスレインボゥに伝える事が出来る。そうしてダークネスレインボゥにクリムゾンの救出作戦を実行させ、こっそりとその後をつけるというのがキリハの作戦だった。

　作戦は計画通りに進み、クリムゾンは予知で警備の隙を突いたグリーンによって救出された。あとはクリムゾン達を追跡すれば、ダークネスレインボゥの拠点に案内して貰える筈だった。

「ふっふっふっ、遂ついに早苗ちゃんが大だい活かつ躍やくする時がやって来ましたっ！」

『おいら達の出番だホー！』

『友情の力を見せ付けるホー！』

　そしてクリムゾン達の痕こん跡せきを辿たどる役目は、早苗と埴はに輪わ達が担当する。早苗のもともと高い霊視能力を、埴輪達が霊子力技術で増ぞう幅ふくするのだ。これにより早苗の霊視能力は大きく向上し、クリムゾンとグリーンは魔法で痕跡を消しながら逃げているにもかかわらず、後を追う事が可能となっていた。

『孝太郎、この子置いてくから、すぐに追ってきてね。じゃっ、行くよカラマちゃん、コラマちゃんっ！』

『任せるホー！』

『姐あねさん、行ってくるホー！』

　張り切っている早苗は『早苗ちゃん』だけで身体から抜け出すと、身体と『早苗さん』を残してタワーの壁に空いた大穴から外へ飛び出していった。出番を逃のがしてなるものかと間かん髪はつ容いれずに埴輪達も続く。孝太郎達には何も言う暇ひまはなく、三人の姿はあっという間に遠ざかっていった。

「なんか………済みません」

　後に残された『早苗さん』が恥はずかしそうに詫わびる。『早苗ちゃん』は早苗の子供っぽさと元気さの大半を司つかさどっていて、『早苗さん』はその逆で大人しく内向的な部分の多くを司っている。気まずい思いをするのはいつも彼女だった。

「いや、あれはあれでいいんだ。それで『早苗さん』、あっちはどんな様子だい？」

「えっと………向こうの妨ぼう害がい魔ま法ほうが巧こう妙みようらしくて、『早苗ちゃん』が自分だけで追おうとすると痕跡を辿るのが難しいようです。でも、埴輪ちゃん達のおかげで何とかなっているみたいです」

「そっか。よし、俺達もすぐに後を追うぞ！」

　孝太郎達は早苗達とは逆方向に部屋を飛び出し、タワー内の階段を駆け下りていく。幽ゆう霊れいの早苗と姿を消せる埴輪達はともかく、孝太郎達十人が空を飛んで後を追えば目立ち過ぎる。地上を移動して三人を追うのが安全で確実だった。










　フォルサリア魔法王国の気候は四季のある高こう緯い度ど地方のものに似ているが、日本のそれよりは若じやつ干かん気温が低い。おかげで森には背の高い針葉樹が多く分布していて薄うす暗ぐらく、気温以上に寒々しい印象があった。

「………問題はこれが本当に針葉樹かどうかだろうな」

　孝太郎が木々を見上げながら苦笑する。森の木々は一見針葉樹の森に見えるが、似たような形をしているだけで違うかもしれない。ここは異世界の森なのだ。そんな事を考えていた孝太郎に答えをくれたのは、科学の徒とであるクランだった。

「わたくしはこのあたりの木々が厳密には針葉樹でなくとも、非常に近いものであるのは間違いないと思いますわ」

「なんでだ？」

「この世界の物理条件や気候は地球に似ていますから、同じような進化が起こっていても不思議はありませんわ」

「そんなものか」

「わたくし達フォルトーゼの人間と、あなた達地球の人間が、よく似ているのがその証しよう拠こでしてよ」

「言われてみれば確かにそうか」

　似た環かん境きようは似た性質を生む。地球という狭せまい環境であっても、こうした事例は幾つも報告されている。海で隔へだてられ別々に進化した筈の哺ほ乳にゆう類るいと有ゆう袋たい類るいの中に、姿や生態が似通っている生き物がいる、というような具合だ。だから似たような環境で、似たような見た目なら、そうそう違う性質を備えてはいないだろう―――それがクランの結論だった。

「………本当の問題は、この森のせいでダークネスレインボゥを見失ったという事だろうな」

　話を聞いていたキリハが肩を竦める。実は彼女の言う通りで、クリムゾンとグリーンは逃走する過程でこの森の中へ逃げ込んだ。おかげで追跡していた早苗は、森に入った時点で二人を見失ってしまった。クリムゾンとグリーンは魔法で自分達の霊れい力りよくを抑おさえ込んでいる上に、森の木々が発する霊力に紛れてしまって、遠くからでは霊力を感じ取れなくなってしまったのだ。

「でもだいじょーぶ！　森ぐらいではあたし達の目は誤ご魔ま化かされない！」

『友情は誤魔化されないホー！』

『じっくり調べれば大丈夫だホー！』

　しかし霊力を感じ取れなくなったのはあくまで森の中の二人を上空から追跡する場合の話で、地上に降りて丹たん念ねんに探さぐりながら進めば問題はなかった。今の早苗は一人に戻っていて、基き礎そ的てきな霊れい能のう力りよくが高まっている。またその頭の両側に埴輪がくっついて、早苗の霊能力を増幅していた。この状態であれば何とか追跡は可能だった。

「サナエや、どんな様子じゃ？」

「えっとね、多分もうすぐ追いつくと思う。ちょっとずつ霊波が濃こくなってる」

「殿でん下か、ダーククリムゾンは怪我をしていましたから、それでこちらより足が遅おそいのかもしれませんね」
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「チャンスじゃの。今のうちに目視できる距きよ離りまで近付いておきたい」

　ティアはクリムゾンとグリーンが森に入ったのは、目に付いたから逃げ込んだという以上の意味があると考えていた。この森は最初から予定されていた逃走経路で、追跡されている事を想定して、振り切る為の準備が為なされているというのがティアの読みだった。霊能力で追跡し難にくかったのがその証拠と言えるだろう。

　そしてもしティアの読み通りであるなら、クリムゾン達の思おも惑わく通りに何かが起こる前に視界に捉とらえておくべきだろう。そうすれば振り切られてしまう可能性は小さくなるに違いない。ダークネスレインボゥの拠点を見付ける為にも、ここは急いで追い付いておきたいところだった。










　孝太郎達はそのまま足早に森の中を歩き続けた。それが十数分に達しようかという時、不意に静香が足を止めた。そして彼女は右手を持ち上げ、森の奥おくを真まっ直すぐ指さした。

「見えた………あそこにいるわよ」

「確かですか？」

　孝太郎は静香に言われるままに森の奥を見たが、残念ながら何も見えなかった。静香以外の人間には、あまりにも遠過ぎるのだ。

「うん。例の悪あく趣しゆ味みなマントが見えるもの」

　静香は元々目が良かった事に加え、火か竜りゆう帝ていの力をその身に宿しているので、視力は野生の猛もう禽きん類るい以上に鋭い。おかげでルースやクランの装備がクリムゾンを見付けたのは、今になってからだった。

「こちらでも確かく認にん致いたしました。画像を出します」

　ルースはコンピューターに命じて空中に立体映像を投とう影えいする。すると立体映像の中に、赤い何かが映し出された。

「これではよく分かりませんわね………これをこうして、と」

　クランは腕うで輪わを弄いじり、コンピューターに映像を解かい析せきしてＣＧモデルに置おき換かえるように命じた。その結果作り上げられたのは、酷ひどく暗い赤で染められたマントをまとった、赤毛の少女―――ダーククリムゾンのＣＧモデルだった。

「よくやった。絶対に見失うなよ、ルース」

「やってみます」

「パルドムシーハ、今映像を解析していて分かったのですけれど、熱放射に独特のパターンがあるようですわ。魔法の実行形式の問題かもしれませんわね」

「助かりました、クラン殿下！」

　ルースがクランに言われてチェックしてみると、確かに熱放射にパターンが存在していた。どうやらカモフラージュや妨ぼう害がいの魔法にムラがあるようだった。そしてルースはそのパターンをコンピューターに入力し、クリムゾンを見失わないように追つい尾びを開始する。

　―――情報系の魔法が得意なグリーンのカモフラージュにムラが………？

　だがそこに疑問を持ったのが真希だった。ダークグリーンは予知が得意だが、予知は情報系の魔法なので、彼女は基本的に情報系の魔法を得意としている。つまり幻げん覚かくや妨害、カモフラージュはお手の物だ。だから何らかの事情で効果が弱い事はあっても、効果そのものは安定してムラなどない筈だった。従って情報系の魔法にムラがあるとすれば、むしろそれは―――そこまで考えた真希は、慌あわてて警告を発した。

「襲ってくるわ！　あそこにいるクリムゾンはわざと姿を見せているのよ！」

　最低でも、クリムゾンの姿が見えた事には何らかの理由が存在する。真希が思うに、グリーンがわざと不完全な魔法を使ったか、情報系の魔法が苦手なクリムゾンが一人で行動しているから、というあたりが可能性が高い。どちらにせよ、追跡されている事を前提にして、この場所で攻撃を仕し掛かけてくる疑いが濃のう厚こうだった。










　真希が警告を発したのは、グリーンがまさに攻撃しようとしていた時の事だった。

　―――手を読まれた!?　流石さすがはネイビー!!　洗脳されていても藍あい色いろの魔法少女は健在だったわねっ!!

　グリーンは内心で舌打ちしながらも、そのまま孝太郎達への攻撃を決行した。見破られてしまっても、クリムゾンを見付けられた後のタイミングでは攻撃を中止する選せん択たく肢しはなかった。

「行きなさいっ、お前達っ！」

　グリーンによる攻撃は、自動兵器群による奇き襲しゆうだった。グリーンは森へ入り予あらかじめ兵器群を隠かくしたおいた場所まで孝太郎達を誘さそい込んだ。そしてクリムゾンを囮おとりにして注意を引いて奇襲をかけようとした。この時、彼女自身は兵器群を隠す為に魔法を使わねばならず、囮役のクリムゾンとは距離があった。つまり真希の予想は殆ど当たっていたのだ。

「エネルギー反応多数！　周り中敵だらけです！」

　自動兵器が行動を開始した時点でグリーンの魔法が解除され、孝太郎達は多数の敵に取り囲まれている事に気が付いた。その数は三十体を超こえる。数の多さに驚おどろいたルースは、思わず報告の声がうわずっていた。

「マスプロテクション！」

　真っ先に行動を開始したのは、意外にもゆりかだった。ゆりかは真希が警告を発した段階から動き始めていたので、彼女の魔法が発動したのは自動兵器群が姿を現した直後の事だった。

　ガガガガガッ

　自動兵器群が発射した銃じゆう弾だんを始めとする飛び道具は、ゆりかが発動させた防御魔法の表面に当たって跳はね返かえされた。敵の数が多いので防御魔法が孝太郎達を守っていられた時間はほんの数秒間だったが、その貴重な数秒間で孝太郎達は体勢を立て直した。

「みんなっ、身を守るのが最優先だ！　絶対に無理をするんじゃないぞっ！」

　孝太郎は接近してきていた人型の自動兵器を斬きり倒しながら、少女達に強ごう引いんな攻めを避けるように指示を出した。

　自動兵器にはフォルトーゼ製、地底製の双そう方ほうがあり、魔法による武装も施されていた。数が三十を超えるので、一人当たり三体以上倒さねばならない勘かん定じようになる。個々の敵としてはそう難しい相手ではないが、多くの自動兵器が同時攻撃してきた場合に非常に危険な状態に陥おちいるだろう。孝太郎達が三体ずつ戦うつもりでいても、自動兵器側がそう考える保証はどこにもないのだ。

「自動兵器じゃからと、大おお盤ばん振ぶる舞まいじゃのうっ！」

　ティアは右みぎ腕うでに装備されたアサルトライフルで自動兵器を攻撃しながら愚ぐ痴ちを零こぼす。現在のコンバットドレスは、コマンドグリーン―――アサルトライフルとグレネードランチャー、投とう擲てき用の手しゆ榴りゆう弾だん、接近戦用のヒートナイフといった、汎はん用よう性せいが高く使用できる回数が多い武器が装備されている。おかげで攻こう撃げき力りよくはいつものアサルトレッドよりも低く、敵を倒すには弱点を正確に狙わねばならない。情報戦装備が豊富な分だけ狙いも正確になっているが、ティアは性格上はそうしたチマチマした攻撃を好まない。おかげで大分フラストレーションが溜たまっていた。

「違いますわ、ティアミリスさん！　敵をよくご覧になって下さいまし！」

「どういう事じゃ!?」

「この敵はどれもプロトタイプやテストモデル、もしくは応急修理を受けたものばかりでしてよ！　ここで捨すて駒ごまに使っていいものをかき集めたのですわ！」

　奇襲してきた自動兵器の顔かお触ぶれは、バラエティに富んでいた。試作型や生産試験型、先日の戦いで破損した機体を修理したものなど、大規模な戦いでは使い難いイレギュラーな機体がその殆どを占しめていた。

　つまりこの奇襲に使われた自動兵器は、全ぜん滅めつしたところでダークネスレインボゥは痛くも痒かゆくもない。むしろ追跡を避ける為には全滅した方がいいので、最初から捨て駒として掻かき集あつめられたものだった。

「つまり敵はこの隙に逃にげるつもりなのだ！　急げ、ルース！」

「はいっ、キリハ様！」

　奇襲が始まっても、グリーンもクリムゾンも攻撃してこない。敵は捨て駒と思われるイレギュラーな機体ばかり。そこからキリハは敵の目的は足止めだと考えた。すると孝太郎達から少し離れた場所でグリーンと合流したクリムゾンが自じ慢まんげに笑った。

「御ご名めい答とう！　でももう遅いわね！」

　前に煮にえ湯ゆを飲まされたキリハの裏をかいたので、クリムゾンは上じよう機き嫌げんだった。

「クリムゾン、遊んでないでもう行くわよ！」

　しかし慎しん重ちよう派はのグリーンは彼女を窘たしなめ、数機の護衛の自動兵器を引き連れてこの場所から離れていく。遊んでいればいるだけ危険は増していく。グリーンもキリハをやり込めた事は嬉うれしかったが、なおも油断していなかった。

「分かってるわよ。もう、あんたも厳しいわねぇ………」

　クリムゾンはグリーンを慌てて追いかけていく。かつては真希とやっていたようなやり取りを、今ではグリーンとやっている。真希がいなくなっても自分の地位は向上しないようだと、クリムゾンは内心で肩かたを落としていた。

「孝太郎っ、あたしが追いかけようかっ!?」

　逃げていく二人を見て気が気でない早苗は、幽ゆう体たい離り脱だつして自分がクリムゾン達の後を追う事を考えた。

「いや、今は身を守るのが先決だ！　無む茶ちやはするな！」

　孝太郎は早苗の身を案じて制止した。幽体離脱で『早苗ちゃん』が身体から抜ぬけ出でてしまうと、残された『早苗さん』は大きく霊力が落ちる。敵が周囲に沢たく山さんいる状じよう況きようで霊能力が落ちるのはあまりにリスクが高かった。

「でも………」

「早苗、無理にヒーローにならなくていいんだ！　まだ手はある！」

「………うん」

　早苗は孝太郎の役に立ちたかったのだが、結局は説得に応じてこの場に留とどまった。少し前に孝太郎と話をした事を覚えているから、早苗には分かっている。ヒーローにならなくていいという言葉は、大好きだと言っているに等しいという事が。

「よぉしっ、ラブラブハート、エターナルビート！」

　敵を追わずとも、大好きな孝太郎の傍そばで敵をやっつけて役に立てばいい―――すっかりやる気になった早苗は爆ばく発はつ的てきな霊力を発し始めた。膨ぼう大だいな霊力は周囲の物理法則を歪ゆがめ、普ふ通つうの人間の目でも見える程に光ひかり輝かがやいている。その姿はまるで、金色に輝く羽は衣ごろもを身にまとっているかのようだった。

「エターナルエンジェリックシュート!!」

　光り輝く無む駄だな演出で霊力を浪ろう費ひしながら、早苗は霊力を固めて作った光の矢を放つ。それは勢いよく飛んで、真正面の人型の自動兵器に突き刺さった。すると大量の霊力が解放され、自動兵器の身体をバラバラに粉ふん砕さいする。その愛らしい外見のおかげもあって、早苗の姿は彼女が愛してやまないアニメのヒロインそのものだった。

『あの娘むすめ………サナエは一体何者なのだ？』

「おじさま、もう忘れたの？　うちの物件に棲すみ着ついてた元幽霊よ」

『それは知っているのだが、とてもそれだけとは思えなくてな』

「確かに凄すごいわよね。本当の意味で生身の人間があそこまでやれるのは………」

　静香は拳こぶしで自動兵器を粉砕しながら苦く笑しようする。純じゆん粋すいな戦せん闘とう力りよくでは静香は早苗を大きく上回っている。だがそれは身体の中に火竜帝アルゥナイアがいるからであって、静香自身の強さは人間の格かく闘とう家かの範はん囲いに留まっていた。それに対して早苗は単独で人間の限界を超えている。静香とアルゥナイアが驚くのも当然だった。おかげでアルゥナイアは早苗がただの人間かどうかを疑い始めていた。

「羨うらやましいわ、体重が増えなくて」

『だったら早々に片付ける事だな』

「言われなくても分かってるわよ。行くわよっ、おじさまっ！」

『承知した！』

　静香は再び拳を振るい始める。紅ぐ蓮れんの炎ほのおをまとって戦う静香の姿は、早苗に勝まさるとも劣おとらないくらい、強大な力を感じさせるものだった。

「里見君っ、剣けんに魔法をかけるわ！」

「頼たのみますっ、桜さくら庭ば先せん輩ぱいっ！」

　静香達とは少し性質が違うが、同じく二に人にん三さん脚きやくで戦っているのが孝太郎と晴海だった。魔法使いが相手の場合はシグナルティンを身に着けていると魔力が大き過ぎて目立ってしまうので、今の孝太郎はサグラティンを身に着けていた。そして奇襲を受けてシグナルティンを呼ぶ暇がなかったので、そのまま獣型の自動兵器と戦っている。晴海はそんな孝太郎の支し援えんに徹てつしていた。剣は違っても、晴海の役割は変わらなかった。

『集つどえ、水の精せい霊れい！　舞え、風の精霊！　二柱の力を糧かてとして、出いでよ雷いかずちの精霊！　天空を支配せし雷らい神じんの怒いかりもて、我わが敵を断罪せよ！』

　どれだけ離れていようと、晴海は額の紋もん章しようを介かいしてシグナルティンと結びついている。だからこそ彼かの女じよは幾百万の刻と幾千万の道程を飛とび越こえ、孝太郎と再会する事が出来たのだ。ここが異世界であろうと関係ない。晴海は髪かみを銀色に輝かせ、純白の魔力をサグラティンに注ぎ込んでいった。

『光出でよ！　雷神の煌こう剣けん！』

　剣に注ぎ込まれた魔力は強力な電でん撃げきへ変化した。これにより剣は接せつ触しよくした相手に向かって電撃を放つようになる。孝太郎の剣けん技ぎにそのまま晴海の魔力が上乗せされた格好で、孝太郎の戦せん闘とうスタイルを崩くずさずに攻こう防ぼうが強化されていた。

「ひゅっ」

　孝太郎は短く息を吐はくと使い慣れた剣を振り回した。これにより獣型の自動兵器の爪つめを弾はじいた訳だが、その瞬しゆん間かんに電撃が流れ込んで兵器の動きを止めてくれる。もちろん弱点である電気に対する防ぼう御ぎよはなされているので、自動兵器の動きを止められたのは一瞬だけだ。だがその一瞬で孝太郎は体勢を立て直し、再び斬りかかる。僅わずかな時間で獣型の自動兵器は再び動けるようになったものの、その時にはもう剣けん先さきが胴どう体たいに食い込んでいた。剣の一いち撃げきと解放された電撃を同時に浴びて、獣型の自動兵器はあえなく四散した。

　そうやって見事な連れん携けいを見せる孝太郎と晴海だったが、もう一組、見事な連携を見せる者達がいた。それは二人の魔法使い、ゆりかと真希だった。

「グレーターアシッドスプラッシュッ！」

　ゆりかは愛用の杖の先せん端たんから、強力な酸を噴ふき出だした。するとそれらはゆりかと真希を襲おうとしていた数体の自動兵器に降り注いでいく。

「その調子よっ、ゆりか！」

　その直後、真希は杖を魔法で変化させた大剣で酸を浴びた自動兵器に斬りかかった。真希に狙ねらわれた自動兵器は咄とつ嗟さに自身のナイフで防御したのだが、大剣をナイフで受け止めた途と端たんに衝しよう撃げきに耐たえかねて腕うでが脱だつ落らくする。隙すき間まから染み込んだ酸がデリケートな関節部分を溶とかし、弱らせていたのだ。

　そうして真希は一刀のもとに敵を倒したものの、大剣を使う都合上、攻撃直後に隙が出来る。そんな真希を守るのもまた、ゆりかの仕事だった。

「ポイズンクラウドッ！」

　ゆりかは真希を攻撃しようと銃じゆうを構えていた自動兵器群を、猛もう毒どくの雲で包み込む。すると自動兵器群は次々と動きを止め、その場に倒れた。おかげで真希が攻撃を受ける事はなかった。

「………まさか機械に毒が効くなんて………ゆりかはびっくりするような手を次々と使うわね………」

　救われた真希は思わず感心していた。機械に毒雲をぶつけるなんて、魔法使いの常識からするとあり得ないものだった。本来は生物に向かって使い、呼吸によって毒を体内に取り込ませる仕組みの魔法だからだ。だが実はこの毒には電子部品を劣れつ化かさせる上に、電気を通しやすい性質があった。おかげでコンピューターが誤作動を始め、高電圧部分がショートする。常識が壁になって誰だれも試ためさなかっただけで、実は元から機械を破壊する事も可能だったのだ。

「大したものだわ………って、どうしたの、ゆりか？」

「いえ、ちょっと目にゴミが………」

　魔法を効果的に使って素す晴ばらしい戦果を挙げているゆりかだったが、それが彼女の理想とする戦い方かどうかは定かではなかった。










　自動兵器は数こそ三十体以上と孝太郎達たちを圧倒していたが、戦いは終始孝太郎達が有利に展開していた。おかげで数分後には、全すべての自動兵器がスクラップになった。加えて慎しん重ちように戦っていた事もあり、孝太郎達には殆ほとんど被ひ害がいはない。一番重い怪け我がは、真希の膝ひざの擦すり傷きずだった。

　だが全てが上手く運んだ訳ではない。無理をしなかった代だい償しようは確実に存在していた。

「駄だ目めみたい。この辺りは元々聖域だったみたいで、この場所を通とおり抜ける事で霊力で追跡できないようにしたんだと思う」

『土地の霊力が高過ぎるホー！』

『聖域の外周に沿って詳しよう細さいな調査をすると時間がかかり過ぎるホー！』

　勝利の代償は、クリムゾンとグリーンを再び見失ったという事だった。クリムゾン達が逃走した方向には霊力の高い土地があり、そこでクリムゾン達の痕跡が完全に途と絶だえていた。これは大きな音の傍では小さな声が聞こえないのと同じだ。魔法でカモフラージュされている微び弱じやくな霊力が、土地の霊力に紛まぎれて分からなくなってしまったのだ。

　いずれクリムゾン達はこの場所を出るので再び追う事も可能だろうが、どこから出るのか皆かい目もく見当がつかない。結果的に時間をかけて霊力の高い土地の外周部分を調査しなくてはならないのだが、霊力の痕跡は時間の経過と共に感知出来なくなっていく。微弱なものなら、感知出来なくなるまでそう時間はかからないだろう。

「これはグリーンの作戦勝ちね。よっぽど慎重に作戦を立てたんでしょう」

　ダークネスレインボゥの発想を知る真希がそう結論する。微び妙みようなタイミングでのクリムゾン救出なので、よっぽど自信があるからこそ実行された筈。準備は万ばん端たんで、あらゆる追跡を撒まく方法を用意していたに違いない。短い期間でそういう準備を整えるのは並なみ大たい抵ていの事ではないから、ここは素す直なおにグリーンの手しゆ腕わんを褒ほめるべきだろう。

「やっぱりあの時あたしが追っかけた方が良かったんじゃ………」

　早苗は残念そうに肩を落とす。孝太郎は無理をするなと言ったが、手て詰づまりの現状ではやっぱり追った方が良かったのではという後悔があった。

「大丈夫です、早苗ちゃん」

　そんな早苗にゆりかが笑いかける。意外な事に責任者であるゆりかは少しも落らく胆たんしていなかった。

「どうして？」

「私達にもちゃんと作戦がありますから」

「そうなの？　どんな？」

　早苗は驚いた様子で目を丸くしていた。それはもちろん作戦があった事に驚いていたのだが、ゆりかが自信満々でそれを語っている事にも驚いていた。

「それはですね―――」

　そうしてゆりかが早苗に事情を説明しようとした、その時だった。

「殿下、ユリカ様、ビーコンを確認しました。別働隊は無事にクリムゾン達の追跡を継けい続ぞくしています」

　先さき程ほどから腕輪を弄っていたルースがそんな報告をした。それを聞いた早苗は更に驚いて目を剥むいた。

「別働隊!?　そんなのいたの!?」

「会議でちゃんと説明しましたよ？」

「そ、そうだっけ。てへへへへへ………」

　会議では難しい話に耐えられず、ろくに話を聞いていなかった早苗。おかげで別働隊の存在など知る由よしもなかった。だからここは照れ笑いで誤魔化しの一手だった。

「そ、それでさ、別働隊ってどういう事なの？」

「それはですね―――」

　ゆりかは再び早苗に説明を始める。今度は邪じや魔まは入らなかった。










　ダークネスレインボゥ側が追跡を想定していたように、ゆりか達の側もダークネスレインボゥが追跡を想定している事を想定していた。流石にダークネスレインボゥが無策に救出に来るとは思えなかったのだ。

　だがダークネスレインボゥ側がどういう手段で追跡をかわそうとするかは予測が立たなかった。可能性があまりにも多く、個々に対応していくのは不可能だと思われたのだ。そこでキリハが考えたのは、ダークネスレインボゥの思考の穴を狙うという方法だった。

　キリハが目を付けたのは、先日の戦いで撃げき破はしたダークネスレインボゥの自動兵器だった。その中から霊子力技術で作られたものを選び、修理して改造、制せい御ぎよ下に置いた。元々が大地の民たみの技術であり、現在は元急進派の科学者もキリハ達の指揮下にある為、この改造はそう難しいものではなかった。

　そしてグリーンがクリムゾンを奪だつ還かんしようとした時、キリハはこの改造した自動兵器を二人についていかせた。敵味方識別信号では味方で、個体識別番号も偽ぎ装そうされている。この状態では多くの自動兵器を引き連れているグリーンが、偽にせ物ものだと気付くのは難しい。またグリーンが得意の予知をしても、味方の自動兵器が一機増えている事に気付くのは不可能に近い。仮に気付くとしても時間が経たって改造自動兵器の行動開始が近付き、かなり可能性が絞しぼられてからになるだろう。

　潜もぐり込ませて、しばらく放っておく。後々必要になってから行動を開始させる。同型機を多く従えているという事と、近い未来の予知を参考に行動しているという事、それがキリハが狙った思考の穴。キリハはその優すぐれた頭脳でこの小さな穴を見付け出し、見事に潜くぐり抜ぬけてみせたのだった。







始まりの地　九月十九日（日）







　孝こう太た郎ろう達は改造自動兵器が送ってきた情報を頼たよりに森を進んでいた。一行は奇襲に対応しやすい孝太郎とティア、静しず香かとルースを先頭と殿しんがりに置き、間に他ほかの者達を挟はさむような隊列を組んでいる。そして指揮官のゆりかは列の中央。するとゆりかの目の前には、たまたまキリハの背中があった。

　―――やっぱり凄い人だな………この人がいなかったら、どうなっていたか………。

　ゆりかはキリハの背中を見ながらつくづく思う。キリハが味方で本当に良かったと。この一連の事件において、キリハの頭脳が多くの局面を打開してきた。恐おそらくダークネスレインボゥにとって一番危険な存在はキリハだろう。味方に戦闘や魔ま法ほう、科学を得意とする者は何人かずつ存在しているが、キリハに匹ひつ敵てきする頭脳の持ち主は存在していない。辛かろうじてクランが次点というところだが、彼女の場合は知識や発想が科学側に大きく偏かたよっていて、総合的にはキリハには及およばない。誰に何を頼めば問題を解決できるのかを見付け出す為ためには、全体的にバランスが取れた頭脳が必要だ。その意味ではやはり、キリハは唯ゆい一いつ無む二にの存在だった。

「どうした、ゆりか」

　そんな時、当のキリハが視線を感じ取り、ゆりかの方を振り返った。その顔には、いつもの穏おだやかな微笑ほほえみが浮うかんでいる。その笑え顔がおだけを見れば、魔ま法ほうもなしに魔法使いを追おい詰つめる頭脳の持ち主であると感じる者はいないだろう。

「いえ………その、キリハさん、いざという時は私があなたを守ります」

「どうしたのだ、急に」

　キリハはゆりかの言葉の意図を量り兼ね、不思議そうに目を丸くした。

「思ったんです。指揮官は私かもしれませんけれど、実際に私達を動かしているのはキリハさんの考えです。私はともかく、あなたの代わりはいません」

「そんな事を言うと、孝太郎に叱しかられるぞ。誰の代わりもいない、とな」

　キリハは小さく微笑むと、視線でちらりと先を行く孝太郎を示す。確かに孝太郎は怒おこるだろう―――ゆりかもそう思った。

「人間としてはそうかもしれませんけれど………戦い全体を眺ながめると、キリハさんには最後まで元気でいて貰もらわないと」

　ゆりかも人間としては、誰にも代わりはいないと思う。だから誰も死んでいいとは思わない。だが気絶する順番という話になると、キリハは後半の方がいい。キリハが元気であれば、結果的に全員が生きて帰れる可能性が高まるのだ。ここでゆりかが代わりはいないという意味は、そういう意味だった。

「そのような状態にならないようにするのが我の仕事だ。だが、気持ちは嬉しい。ありがとう、ゆりか」

　キリハもゆりかの言葉の意味は分かっている。だが仲間が倒たおれ始める状態に陥った段階で、既すでに軍師や参さん謀ぼうとしては敗北だろう。そうならないように工く夫ふうし、ゆりかがキリハを守らなくていいようにする。それがキリハの仕事だった。とはいえ、ゆりかの気持ちが嬉しいのも事実だ。キリハの実力を認めればこそ、多くの命を守らんとするからこそ、出てきた言葉なのだ。だからキリハはもう一度ゆりかに笑いかけた。

「いえ………そんなお礼を言われるような話では………」

「そんな事はない」

「あの………キリハさん」

　優やさしく微笑むキリハに、ゆりかは尋たずねたい事があった。何でもお見通しのキリハなら、ゆりかの悩なやみの答えを持っているような気がしていた。

「うん？」

「………勝てますかね？」

　ゆりかは先の見えない状況に不安を抱かかえている。それが転じてキリハを守ろうという発想に繋つながった。だから優れた頭脳を持つキリハに、大だい丈じよう夫ぶだと言って欲しかったのだ。

「どうだろうな………」

　だがキリハにも未来は見通せない。精せい一いつ杯ぱいやれとしか言いようがなかった。

「だが、勝たねばなるまい。誰の為にも」

「はい」

　負ける事を心配して躊ちゆう躇ちよすれば、勝つ機会を逃がす。負けられないなら尚なおの事こと、勝つ事に気持ちを集中させねばならない。それが望ましい未来を呼び込む為に出来る、唯ゆい一いつの手段なのだ。

「気持ちを強く持て。勝つ事に気持ちを集中させるのだ」

「………はい、やってみます」

　ダークネスレインボゥの本ほん拠きよ地ちは近い。ゆりかにとって運命の転てん換かん点てんとなる決戦は、刻一刻と近付いていた。










　ダークネスレインボゥの本拠地は森の最深部にあった。そこへ向かう為には霊力の満ちた土地やトンネルを経由せねばならず、多くの手段で追つい跡せきが難しい場所だった。その場所は中心部に大きな城を配し、周辺に住宅が密集している古い時代の町で、今では住む者のいない廃はい墟きよとなっている。住む者がいなくなってかなりの時間が経っているので、正確には遺い跡せきと呼ぶべきかもしれない。まとめると、初期のフォルサリアの雰ふん囲い気きを色いろ濃こく残した町の遺跡だった。

「………まさか『始まりの地』とはね………」

　真ま希きは遺跡の様子が見えてきた時にそんな事を呟つぶやいた。耳慣れない言葉だったので、孝太郎は真希に意味を尋ねる。

「藍あい華かさん、『始まりの地』ってなんなんだい？」

「言葉通り、フォルサリアはこの場所から始まったんです」

「ここから？」

「里さと見み君も、フォルサリアが追放された罪人達の国だったのは知っていますよね？」

「おう。なんとなくそういう話は聞いてる」

「彼かれらが流れ着いたのがこの場所だったんです。そしてここに最初の町を築き、やがてはフォルサリア全体に広がっていった。だから『始まりの地』なんです」

　伝説ではフォルサリアの人間は過去に重大な罪を犯おかし、真なる故郷から追放されたとされていた。それは主君に牙きばを剥き、世界に覇はを唱えたからだと言われている。

　そんなフォルサリアの始祖達は、長ながい旅の末にこの場所へ流れ着いた。そして過去の過あやまちを悔くいて、国王を持たない王国を築いた。王はあくまで真なる故郷にいて、自分達はその下で長老会による合議制の政治を行っているという形式を守りたかった。彼らは追放された後も、真なる故郷と繋がりを持ちたいという気持ちは持ち続けていたのだ。

　そうしてこの場所で産うぶ声ごえを上げたフォルサリア魔法王国だったが、森の最深部という不便な立地条件が文明化の障害となった。それゆえ人口増に合わせて遷せん都とされる事になり、平野部に新たな首都トルゼが建設された。人々は計画的にトルゼへ移り住み、この場所は遺跡となった。つまりこの場所は、見知らぬ土地で生き抜こうと必死になっていた頃ころの名残り。フォルサリアの人々にとっては、不便なので立ち入らないまでも、決して忘れられない、歴史的な場所なのだった。

「だからこそ、ダークネスレインボゥはここを新たな拠きよ点てんに選んだんですね」

　黙だまって話を聞いていたゆりかがそう指し摘てきする。

「そう思うわ。きっと、ここから新たに始めるつもりなのよ」

　真希もその通りだろうと思っていた。ダークネスレインボゥは真希が孝太郎達の手に落ちた時点で、拠点の変へん更こうを余よ儀ぎなくされた。だが次の戦いはフォルサリアの未来を決する決戦になる公算が高かったので、その象しよう徴ちようとなる場所を選びたかったのだろう。その場所としては『始まりの地』はこれ以上ない程ほどに相応ふさわしい場所である筈はずだった。










　町は本当に最初期のもので、木と石で造られた建築物が殆どだった。おかげで長い時の流れに晒さらされ、建物は石造りの外がい壁へき部分しか残っていない。その残っている外壁さえも、元々が強固な作りだった一部の建物以外は、半壊しているような有り様だった。

「人が住まなくなると、町は一気に寂さびれていくと言いますけど………これはきっとそういう事なのでしょうね」

　晴はる海みは半壊して外壁だけになった町並みを眺めながら、寂しそうに微笑んでいた。かつては人で溢あふれていたであろうメインストリートは、今は草木が生活の場としているだけ。人の生活の名な残ごりは殆ど見当たらなかった。

「こういう管理放ほう棄き物件は見るに堪たえないわ」

「ふふふ、笠かさ置ぎさんは大家さんですものね」

　同じ風景を見て眉まゆをひそめた静香の様子を見て、晴海は楽しそうに笑い出した。この場所は廃墟や遺跡ではあるが、別に住人達が滅ほろんだ訳ではなく、引っ越ししたに過ぎない。だから晴海が寂しそうにしていたのは、見た目の寂しさ以上のものではなかった。

「殿でん下か、おやかたさま、どうやらダークネスレインボゥの拠点は、あちらの丘おかの上にある城のようです」

　そんな時、潜せん入にゆう中の改造自動兵器が送ってきた情報を元に、ルースがダークネスレインボゥの拠点と思おぼしき建物を特定した。それは町の中心にそびえ立つ古城だった。

「ふむ、風ふ情ぜいのある城じゃな」

　ティアはルースが示す古城を見て、満足げに頷うなずく。やはり城という耐たい久きゆう力りよくが求められる建物であったおかげで、その古城は今も城の形を保っている。そして城には蔦つたや植物が絡みついていて、おとぎ話に出てくる城を思わせる。だからティアはこれが魔法使いの秘密基地であるなら、百点満点だと感じていた。

「ティア、観光は後回しだ。俺達には―――」

　やるべき事がある―――孝太郎はそう続けるつもりだった。だが、その言葉は喉のどのところに引っ掛かって、外へ出てきてくれない。代わりに孝太郎は、近くにあった崩れずに残っていた建物に向かって走り出した。

「どうした、コータロー!?」

「馬ば鹿かな、そんな事があり得るのかっ!?」

　ティアの言葉に耳を貸さず、孝太郎は石段を使って建物の屋根へ駆かけ上あがっていく。

「おやかたさまはどうなさったのでしょうか？」

「それが………わらわにも分からぬ。急に走り出しおってな」

「わたくし達も行ってみましょう」

「うむ」

　ティアとルースは示し合わせると孝太郎の後を追った。残りの七人の少女達もその後に続く。そうして孝太郎達は十人全員が建物の屋根に上った。すると視点が上がった分だけ、古城の姿がよく見えるようになった。

「間ま違ちがいない………あれは………来てくれ、クラン！　それと桜さくら庭ば先輩も！」

「なんですの？」

「里見君？」

　孝太郎に呼ばれ、クランと晴海がその隣となりに進み出る。すると孝太郎は二人に古城を指し示した。そして焦あせった様子でまくしたてる。

「二人ともあの城をよく見てくれっ!!　見覚えはないかっ!?」

「見覚え？　わたくしにそんなものがある訳―――って、あっ………」

「あれは………そんなっ、嘘うそでしょうっ!?」

　そこでクランと晴海は、孝太郎がどうして驚いたのか、どうしてこんな場所に駆け上がったのか、その意味を理解した。そして二人は孝太郎同様に驚き、絶句する。目の前の現実が信じられなかった。

　城を凝ぎよう視しして立たち尽つくす三人の様子は尋じん常じようではない。何か非常に重大な問題が起こっている事は間違いなかった。そこで残りの少女達を代表して、指揮官を務めているゆりかがその事情を尋ねた。

「里見さん、どういう事なんですか？　里見さん達は一体何に驚いているんですか？」

「………あれはサリアシャールの城だ。俺おれとクランが超ちよう時じ空くう反発弾で吹っ飛ばした、あのサリアシャールの城なんだよ!!」

　だが孝太郎が口にした答えは、少女達の予想を遥はるかに上回る、驚きの真実だった。










　目の前にあるものがサリアシャールの城であると気付いた時、孝太郎は自分の立っている世界が崩れ去るかのような衝撃を受けた。

「………これで分かった………それで一〇六号室にあいつらが………」

　だがこれで納なつ得とく出来た事も多かった。これなら確かに辻つじ褄つまが合う。この事実を軸じくに崩れた世界を再構成すれば、これまで見えなかった部分にまで光が当たり始める。沢山の少女達が孝太郎の部屋を侵しん略りやくしに来たのは、決して偶ぐう然ぜんではなかったのだ。

　ダーククリムゾンの話から、フォルサリア人と大地の民がかつて分かれた同どう胞ほうであるという事は分かっている。そして今、サリアシャールの城を発見した事でフォルサリア人は過去のフォルトーゼからやってきた事が分かった。つまりフォルサリア人と大地の民は、フォルトーゼ人の末まつ裔えいという事になるのだ。

　孝太郎は過去のフォルトーゼにおける最後の決戦で、マクスファーン率いる錬れん金きん術じゆつ師し団だんと、グレバナスが率いる魔ま術じゆつ師団を超時空反発弾で吹き飛ばした。そして何ど処ことも知れぬ時空を漂ひよう流りゆうした両者が辿たどり着ついたのが、それぞれ過去の地球とフォルサリアだった。

　過去の地球に辿り着ついたマクスファーン一党は、そこで錬れん金きん術じゆつをべースに独自の文化を築いた。孝太郎のバイト先の遺跡が、恐らくはそうだったのだろう。だが彼らは何かの拍ひよう子しに姿を消している。一いつ緒しよに飛ばされた例のウィルスが問題だったのかもしれない。その場合は地球の人間と混血している者達しか生き残れなかっただろう。理由はともかく、マクスファーン達が姿を消したのは間違いない。そして生き残りのごく一部の者達が技術と文化を継けい承しよう・発展させ、やがては大地の民となったのだ。

　一方、グレバナスとその魔術師団はフォルサリアに辿り着いた。そして彼らはマクスファーンと共に皇家に牙を剥いた過去を悔くやみ、王を持たない王国を作った。それがフォルサリア魔法王国。フォルトーゼとサリアシャール、合わせてフォルサリア。王都の名はフォルトーゼからフォルを取った残りのトルゼ。何もかもが符ふ合ごうしていた。

　大地の民は時代と共に衰すい退たい、フォルサリアも国内事情に苦く慮りよ、やがて双方が地球に侵略の手を伸のばし始めた。その過程で早さ苗なえは幽ゆう霊れいとなり、ゆりかは魔法少女になった。ティアとルースはフォルトーゼのしきたりに従って地球を訪おとずれ、キリハは大地の民の先兵として現れた。当初は全く別々の勢力だと思われていた侵略者の少女達は、全員が過去のフォルトーゼという一点で繋がっていたのだ。

「………つまり全ては俺の撒いた種。これは最初から俺の戦いだったんだ………」

　そしてこれによって、孝太郎には新たな視点が与あたえられた。少女達が一〇六号室に現れたのは、全て孝太郎の行動に端たんを発している。つまりこの状況は、全て孝太郎の責任なのだ。これまで孝太郎は少女達を助ける為に行動してきた。だが、これからは違ちがう。少女達を助けるだけでは足りない。孝太郎は自分が引き起こした事の責任を、取らねばならないのだった。










　お互たがいが出会った事が、どうやら大きな一つの事件の一部であるらしいという事は、彼かの女じよ達を少なからず動どう揺ようさせていた。これは最初に一〇六号室を襲おそった五人に限らず、九人全員がそうだった。

　静香は両親と共に火災に巻き込まれた時から既に、体内にアルゥナイアの魂たましいが宿りつつあったのだろう。彼女はそれゆえに生き長らえた。晴海はアライアとシグナルティンの力がなければ、マラソン大会の時点で死んでいたのかもしれない。真希とクランに関しては、例を挙げる必要さえないだろう。

　自分達が出会った事には、互いに心を交かわすようになった事には、全て孝太郎のタイムスリップが関係している。しかし孝太郎がタイムスリップしたのは、侵略者の少女達がやってきたから。複雑に絡からみ合あった時空と因果が、この状況を生み出した。少女達が動揺するのも無理はなかった。

「もしかして、とは思っていたのだが………実際にそうだと分かると驚おどろかされる」

「キリハよ、汝なんじは気付いておったのか？」

「ああ。宇宙はあれだけ広いのに、人間関係があまりに狭せまい範囲に集中しているように思えたのでな。だが、確証があった訳ではない。それで結局、驚いている次し第だいだ」

　キリハは地底での決戦の折、真ま耶やから過去での関かかわりを聞かされた。それによってキリハや早苗、ゆりかや真希の周辺に繋がりが見え始めていた。彼女はそれを偶然だと思った訳なのだが、結果はその逆で偶然ではなかったのだ。

「わらわの場合はそなたらより若じやつ干かんマシじゃな」

「ほう？」

「コータローが青あお騎き士しじゃと分かった時に、大半の驚きが済んでおるでの」

「なるほど、汝の場合は確かにそうだ」

　ティアとキリハは顔を見合わせて笑う。奇き妙みような事実が発覚した訳なのだが、それが結果的に連帯感を強めている。雨あめ降ふって地固まる、といったところだろう。

「よーするに、孝太郎はあたし達の運命の人って事だ！」

　孝太郎が過去の世界で必死に頑がん張ばったから、少女達は孝太郎のもとへ現れた。もしくは少女達が孝太郎のもとへ現れたから、孝太郎は過去の世界から必死で帰ってきた。卵が先か鶏にわとりが先か、それははっきりとはしないものの、お互いの運命は不可分である―――それが早苗の結論だった。

「私もそう思います。私達はきっと、里見君の為に存在しているんです」

　晴海も早苗の考えに賛成だった。孝太郎の真まっ直すぐな心が、少女達を孝太郎の元へ導いた。そして少女達は孝太郎の傷ついた心を癒いやしたいと思っている。自分達はその為に生まれてきた―――晴海はそう信じている。いや、そう信じたいのだ。それは彼女が、運命の出会いや真実の愛に憧あこがれる、一人の少女であるからだった。

「里見君の方もそう思ってくれてるといいけど………。一方通行の運命じゃ、なんだか寂しいじゃない？」

　静香はそこが少しだけ心配だった。自分達が感じているものを、孝太郎も感じてくれているのかどうか。少女達を運命の人だと思ってくれているのかどうか。それは彼女達にとって重大な問題だった。

「大丈夫です。おやかたさまは、わたくし達のところへ帰って来て下さったじゃありませんか。伝説のアライア皇女の誘さそいを断って………」

　ルースは孝太郎を信じている。確かに一人一人ではアライアには遠く及ばないのかもしれない。しかし九人がかりなら負けはしない。自分達は孝太郎に必要とされている。運命を感じてくれている。だからこそ、過去の世界から帰って来てくれたのだろうから。

　そしてルースのこの言葉をきっかけに、少女達の動揺は収まり始めた。

「わらわの騎士がわらわのところへ帰るのは当然じゃろ」

「我の初はつ恋こいの相手でもある」

「孝太郎はあたし達の事が好きに決まってるじゃない。………一緒にお風ふ呂ろ入ろうとすると怒るけど」

「サ、サナエッ、あなたベルトリオンとそんな事をなさっているんですのっ!?」

　孝太郎のタイムスリップが何もかもを引き起こしたと知った時には驚いたが、冷静になると運命の相手というものは元々そういう性質を持っている。運命が複雑に絡み合えばこその、運命の相手なのだ。そこに納得がいった少女達は、やはり孝太郎が運命の相手で間違いないと、確信を強めていた。

「運命の人、かぁ………」

　ゆりかはポツリとそう呟くと、孝太郎に目をやった。孝太郎は少女達から少し離はなれた場所でサリアシャールの古城を見つめている。その横顔は、いつになく厳しい。そしてそれを見つめるゆりかの表情は、何な故ぜかとても悲しげだった。

「どうしたの、ゆりか？」

　ゆりかの表情が気になった真希は、その隣に立って一緒に孝太郎の様子を眺め始める。ゆりかが何を悲しんでいるのか、それが気になっていた。

「里見さんが、私やみんなを戦わせたくないって言う時の気持ちが、分かったような気がするんです」

「どういう事なの？」

「真希ちゃん、里見さんを見て下さい。とっても怖こわい顔をしているでしょう？」

「そうね………らしくない顔だわ」

　ゆりか同様、真希も孝太郎の表情に違い和わ感かんを覚えていた。普ふ段だんの孝太郎は、もう少しとぼけた顔をしている。今とは雰囲気が大きくかけ離れていた。

「私が大好きな顔はもっとこう―――そっか、そういう事なのね」

「はい。私は里見さんがあの顔をしているのが、堪たまらなく嫌いやです。一秒でも早く、いつもの里見さんに戻もどって欲しいなって、そう思います」

「………私もよ、ゆりか………」

　孝太郎はゆりかが魔法少女の顔をしているのが嫌だと言う。それと同じものを、今ゆりかも感じている。孝太郎が青騎士の顔をしているのが嫌なのだ。一刻も早く、孝太郎を元の孝太郎に戻したかった。もちろんそれは真希も同じだ。そして他の少女達にとっても。戦う孝太郎を愛した者など、この場には誰だれ一ひと人りとして存在していなかった。

「里見さんはきっと、責任を感じているんです。地底やフォルサリアの騒そう動どうは、自分が青騎士としてやった事が引き起こしたのだと………」

「それは事実かもしれないけれど、クーデターを起こした方が悪いのよ。里見君が何もしなければ、もっと悪い事になっていたんだから」

　確かに孝太郎の行動の結果、大地の民とフォルサリア魔法王国が誕生した。だがそれは孝太郎が多くの命を守る為にやった事であって、マクスファーンとグレバナスが無差別にウィルスを使おうとしなければそうはならなかった。マクスファーン一党は本来なら殺されていても文句は言えない状じよう況きようだったので、生き延びただけで幸運と言える筈だ。その後の大地の民とフォルサリアの生活が大変であった事は、あくまでマクスファーンとグレバナスの責任であって、孝太郎が責任を感じる必要はない。しかし孝太郎はそう考えていないから、こうして青騎士の顔をしている。それが真希やゆりかにはもどかしかった。

「里見さんは、青騎士なんかじゃありません。そして私達みんなも、正義のヒロインなんかじゃありません」

　今のゆりかには、孝太郎がゆりかが魔法少女だと認めつつも、それをあえて拒きよ絶ぜつした気持ちがよく分かる。孝太郎だって、ゆりかだって、他のみんなだって、こんな顔をしていていい筈がないのだ。

「私達の絆きずなと運命は、戦いの中にはありません。私達の帰るべき場所―――一〇六号室にあるんですからっ！」

　一刻も早く一〇六号室へ帰って、普段の孝太郎や他のみんなの顔を眺めたい。それが孝太郎と九人の少女達の、たった一つの願いだった。










　新たな本拠地に始まりの地を選んだ事には、ダークネスレインボゥの重大な決意が込められている。始まりの地は歴史的に大きな意味がある場所なので、この場所を本拠地に選びながらも撤てつ退たいするという事は、本質的な敗北を意味する。つまり次の戦いに不退転の覚かく悟ごで臨のぞむという、明確な意思表示なのだった。

「クリムゾンが帰れば、戦いが始まる………いよいよだわ」

　真ま希きが孝こう太た郎ろう達に囚とらわれダークネスレインボゥが本拠地の移動を強しいられた時、この場所を選んだのはダークパープルだった。次の戦いをレインボゥハートとの最終決戦とし、ダークネスレインボゥが中心となってフォルサリア魔法王国を再編する―――その為にはこの場所以上に相応しい本ほん拠きよ地ちなど他には思い付かなかった。

「………海かい………この戦いが終われば、また二人で………」

　パープルは自身の研究室内に置かれているガラスで出来た円えん筒とう形けいのタンクを見上げる。その眼まな差ざしは普段の冷静さや冷れい酷こくさが嘘のように、深い情熱と愛情に満ち溢れていた。それは全すべてタンクの中で保存液に浸つかっている恋こい人びとの亡なき骸がらに向けられたものだった。

　レインボゥハートを倒さねば、大量の生いけ贄にえを使う大規模な蘇そ生せい魔ま法ほうなど夢のまた夢。不退転の覚悟でレインボゥハートとの戦いに臨みたいのは、一刻も早く恋人の蘇生をしたい彼かの女じよの願望でもあった。

「………その為にこれだけ待った………あと少しだけ待って頂ちよう戴だい………」

　だがパープルの目は強い想おもいで曇くもったりはしていない。恋人の蘇生は絶対に失敗できないから、彼女は歯を食いしばって長い長い準備の時を耐たえ続けた。パープルは胸に抱えたその強い想いで正気を失いそうな毎日を耐え抜き、遂ついに今日という決戦の日を迎むかえた。それゆえこの時の彼女には格別の思いがあった。パープルはこれまでの日々を思い返しながら、じっと恋人の亡骸を見つめ続けていた。

　コンコン

　パープルが恋人の亡骸と向かい合ってからしばらく時間が過ぎた頃。研究室の扉とびらがノックされた。

『パープル、グリグリがクリムちゃんを連れて帰ってきたわ』

　ノックの主はダークオレンジだった。酷ひどく可愛かわいらしい声なので、第一声を聞いただけですぐに分かった。

「分かった、すぐに行くわ。先に行っていて頂戴」

『ハーイ』

　普段なら恋人との時間を邪魔されると、パープルは少なからず不快に感じる。だが今は違う。待ちに待った時が、遂に訪れようとしていたのだ。

「それじゃあ、行ってくるわね、海………。いつも通りにやってくるから、そこで私の帰りを待っていて。生き返った時に私に叩たたき付つける、いつもの悪態を考えながら………」

　いつもならパープルは名な残ごり惜おしそうに部屋を去る。しかし今の彼女は強い意志の力をその瞳ひとみに漲みなぎらせ、颯さつ爽そうと部屋を去っていく。クリムゾンが帰ってきたという事は、決戦の始まりを意味する。この時を待ち続けた彼女がやる気になるのは当然だった。










　ダークネスレインボゥはクリムゾン救出に多くの手て間ま暇ひまをかけたが、それでも失敗の可能性はゼロではなかった。だからクリムゾンの救出作戦が終わったすぐ後に、救出の成否にかかわらずレインボゥハートへの総そう攻こう撃げきが行われる事となっていた。

「………パープル、あんた鬼おにね。人使いが荒あらいったらありゃしない」

「そんな事はないわ。あなたの食事が済むのは待つもの」

「それは食事の時間しか待たないっていうのよ」

　始まりの地へ戻ったクリムゾンとグリーンを出で迎むかえたのは、残る四人の幹部達だった。彼女達は既に戦いの準備を終え、出撃の時を待っている。帰ってきたクリムゾンとグリーンの準備が出で来き次し第だい、攻こう撃げきを開始する手筈だった。パープルからそれを聞かされたクリムゾンは思わず天を仰あおいでいた。

「それにしてもグリグリ、上う手まくやったねぇ？」

　オレンジは勢いよくグリーンの背中を叩く。実のところオレンジは救出作戦には懐かい疑ぎ的てきだった。グリーンもやられてしまうのではないかと思っていたのだ。そうなるぐらいなら助けない方がましだ。そう思っていた分だけ、救出に成功して無事に帰ってきたグリーンに対する評価は高くなっていた。

「いたっ………ど、どんなものにも隙すきはあるって事よ」

　グリーンは背中を叩かれた事で顔をしかめつつも、声を荒げたりはしない。彼女自身、無事にクリムゾンを取り返した事が嬉うれしかったし、オレンジが褒ほめてくれている事はちゃんと分かっていたから。

「謙けん遜そんする事はないわ、グリーン。あなたとクリムゾンがいれば、戦いはこちらに有利に働くもの」

「イエローの言う通りよ。これで随ずい分ぶん楽になったわ」

　イエローとブルーもオレンジに同調する。ダークネスレインボゥは誰だれもがグリーンの働きとクリムゾンの帰き還かんを喜んでいた。

　―――それでも、クリムゾン自身の帰還を喜ぶ人はいないのね………。

　グリーンが不快に感じていたのは、背中を叩かれた事よりもクリムゾン自体の心配をしている人間がいない事だった。四人が四人ともこの先の戦いの事しか気にしていない。クリムゾンとまた会えた事を純じゆん粋すいに喜ぶ人間は誰もいなかったのだ。

　―――ネイビーさんなら、あるいは………。

　グリーンはほんの一いつ瞬しゆんだけ、真希の事を考えた。真希とクリムゾンが他の幹部達とは違う関係であった事はグリーンも気付いている。だから真希ならクリムゾンの帰還そのものを喜んだのかもしれないと思ったのだ。しかしグリーンはすぐに頭の中から真希の事を追い払う。クリムゾンに執しゆう着ちやくするグリーンは、真希がクリムゾンにとって特別な価値を持っている人間だと認めたくなかったのだ。

「グリーン、ちょっといいかしら」

「ええ」

　パープルに呼ばれ、グリーンは考え事を中断するとすぐに彼女の方へ向かう。時間がない事はグリーンもよく理解していた。

「何を知りたいの？」

「今後の敵の動きを教えて欲しいの。レインボゥハートの主力部隊の状況や、出来れば七人のレインボゥの位置なんかをね」

　偵てい察さつ部隊は出しているが、グリーンの予知と合わせて二重のチェックをしようというのがパープルの考えだった。その冷静な判断に感心しながら、グリーンは杖つえを構えて使い慣れた呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始める。

「プレコグニション」

　グリーンが呪文を詠唱すると、彼女の脳のう裏りに膨ぼう大だいな未来の情報が現れる。予知はあらゆる平行世界の未来を予測し、それらを重ね合わせて像を作り出す。だから多くの未来で起こる事は鮮せん明めいに見え、あまり起こらない事はぼんやりとしか見えない。明日あしたの地球の位置を予知すれば、プロが撮とった写真と同じくらい鮮明に見える。だが明日の個人の位置を予知すれば、素人しろうとが撮った写真のようにぼやける。つまり不確定要素が多い程、像がぼやけて見えるという事になるのだ。

「ええと………主力部隊はこちらの動きに合わせて展開するようよ」

「確かなの？」

「大分近い未来になってきたから、誤差は五パーセント未満よ」

「遊軍がいてもその程てい度どか………流石さすがに王都を空ける訳にはいかないから、思い切った手に出られないのね」

　グリーンはダークネスレインボゥの部隊とレインボゥハートの部隊が、真正面から向かい合っている姿を予知した。予知は非常に鮮明な像を結んでおり、その数が大きく異なっている可能性はとても低い。彼女の経験上、数字が五パーセント以上違っている事はないだろう。つまり仮に奇き襲しゆう部隊が用意されていたとしても、五パーセント以下となると考えるのが自然だった。そして五パーセントの奇襲は、作戦上ではきちんと対応できる範はん囲いに収まっている。予知の通りに進めば、大地の民たみやフォルトーゼの兵器のおかげで、ダークネスレインボゥの勝利は固い。

「ではレインボゥ達は？」

　だがまだ安心は出来ない。レインボゥハート最強の七人の魔ま法ほう使つかい、その行ゆく方えを確かく認にんしない事には予想外の展開はあり得る。パープルは五パーセントの兵力よりも、むしろこちらを危険視していた。

「二人が吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しで一〇六号室を守っているみたい」

「ふふ、この間の攻撃が効いているようね。上手く戦力が分散したわ」

　レインボゥハート側は決戦が近い事を予想しつつも、一〇六号室をノーガードには出来ないでいた。先日ダークネスレインボゥが襲ったおかげで、特にそうだった。

「そして四人が主力部隊と一緒に行動するようよ。この感じだと、三人の可能性もありそうだけど………まあ、四人だと思う」

「正面対決ならこちらが六、向こうが四。それなら真ま耶やの力を借りるまでもなく勝てそうだわ」

　ダークネスレインボゥの幹部と、レインボゥハートのアークウィザードは、実力が拮きつ抗こうしている。稀まれに例外的な強さを持つ者も現れるが、現在のメンバーはそうではない。人数で上回るなら、勝利はほぼ間違いのない状態だった。

「これで六人………最後の一人は？」

「ちょっと待って………どこかしら………？」

　目の前の人間の直近の未来を見るのは簡単だが、離れた場所にいる人間の少し先の未来を見るのはそう簡単ではない。確定しているところから辿っていく事になるからだ。

「最後の一人は誰なの？」

「ナナの弟で子しよ」

「ナナの？」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、パープルの表情が変わった。レインボゥナナはかつてたった一人でダークネスレインボゥの七人の幹かん部ぶ達たちを半壊かい滅めつ状態に追いやった。その弟子が単独行動しているという事が不気味だった。

「なっ!?　まずいわパープル！　ナナの弟子がここへ来くるわ!!」

　そしてパープルの悪い予感は現実のものとなった。グリーンは悲鳴じみた声で、ナナの弟子―――ゆりかの接近を告げた。

「確かなの!?」

「誤差は十パーセント以下！　この確率だと、少なくともこの場所は発見されていると考えた方がいいわ！」

「どうやってこの場所を特定したっていうの!?」

「分からない！　私がクリムゾンを救出する前まで過去に遡さかのぼってみたけど、それらしい様子はないのよ！　なのにここへ来ているの！」

　グリーンは現在だけでなく過去もある程度見る事が出来る。だから救出前から現在までざっと様子を確認してみたものの、特にそれらしい事はないのに何故か敵は始まりの地までやってきた。普ふ通つうでは考えられない事なので、グリーンは混乱し始めていた。

「落ち着きなさい、グリーン」

　そんな時、クリムゾンがグリーンを一いつ喝かつした。するとグリーンはびくっと身体からだを震ふるわせて、慌あわてて声の方を見る。すると食事を終えたクリムゾンが席を立ち、グリーン達の会話に加わってきた。

「どうせまたあの女―――クラノ＝キリハの仕し業わざよ。きっと私達が知らない予知の弱点を知っているんだわ」

　この言葉はクリムゾンの勘かんだったのだが、実はこの勘は正しかった。

　キリハは予知は遠くなればなるほど像がぼやける性質を利用して、自動兵器の改造や設置を数日前に済ませた。そしてそれ以降は全くノータッチで行動していた。だからもしグリーンが数日前に予知をしていれば、自動兵器を改造しているクラン達の姿が見えた筈なのだ。そして今は、現在から数日前の様子を調べる時間的な余よ裕ゆうがない。結果的に自動兵器が改造された可能性には辿り着けなかった。

「前の戦いであの女を倒たおせなかったのが悔やまれるわね」

「どうするの、パープル？」

「決まっているでしょう？　全軍に攻撃命令を出すわ！　そして我々はここでレインボゥゆりか達を倒した後、本隊と合流！　レインボゥハートを壊滅させる！」

　だが予知がどうあれ、ここまで来てしまえばやる事は変わらない。本ほん拠きよ地ちが見付かろうが、レインボゥハートを倒せば同じ事だ。不退転の覚悟で臨んでいる戦いなのだから。

「かかってくるがいいわ、レインボゥ！　私は必ず過去を取り戻してみせる！」

　パープルの命令一下、ダークネスレインボゥは全軍が行動を開始した。幹部達はゆりか達を迎げい撃げきすべく動き出し、主力部隊は王都トルゼへ向かって進しん撃げきを始めた。ダークネスレインボゥとレインボゥハート、フォルサリア魔ま法ほう王国の覇は権けんを巡めぐる最後の戦いは、こうして幕を上げたのだった。
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　孝こう太た郎ろう達はダークネスレインボゥの本拠地がサリアシャールの古城だと特定したが、その攻せめ方かたは悩なやましいところだった。ここは本拠地なので、真正面から攻めると大量の敵が押おし寄よせてくる可能性が高い。その隙に幹部達六人から攻撃を受ければ非常に危険だった。孝太郎達はダークネスレインボゥの主力が既すでに出撃した後である事を知らないので、攻めあぐねていた。

「確かさ、むこうのブリキの兵隊を止めなきゃ勝てないんだよね？」

　ここで早さ苗なえが言ったブリキの兵隊とは、フォルトーゼや大地の民が供きよう与よした兵器群の事を指す。以前は兵力に差があってレインボゥハート側が負ける可能性は殆ほとんどなかったのだが、兵器群が供与された事で戦力差が逆転している筈だった。孝太郎達が本拠地へ行きたいのは、兵器群を止める手段がそこにあるだろうからなのだ。

「でも、真正面から行くのは危険です」

　ゆりかはそう言って肩かたを落とした。このまま無策に突っ込むのはまずい。何か対策が必要だった。すると晴はる海みが手を挙げて発言を求めた。

「里さと見み君、いいですか？」

「言って下さい、桜さくら庭ば先せん輩ぱい」

「こういう場合はこっそり忍しのび込むしかないんじゃないでしょうか？」

　正面から行きたくないならこっそりと潜入する。安易な考えではあるが、非常に効果的なアイデアでもあった。

「ベルトリオン、わたくしもハルミに賛成ですわ」

　するとクランが晴海の言葉に同調した。クランの場合は必要に迫せまられてというよりは、性格的に正面対決を避さけたい気持ちが強かった。

「ゆりか、お前はどう思う？」

　晴海とクランが忍び込みたいと言った時点で、孝太郎の気持ちは忍び込む方向に固まりつつあった。しかし指揮官はあくまでゆりかなので、彼女の意見を求めた。するとゆりかは城をしばらく見つめて考えをまとめてから、その質問に答えた。

「………里見さん、あのお城へ忍び込めると思いますか？」

　ゆりかは城というものの性質を懸け念ねんしていた。場合によっては忍び込む方が危険が高いかもしれないのだ。

「難しいだろうな。なんだかんだで戦争が多かった時代の建物ってのは厄やつ介かいだ」

　孝太郎もその部分の懸念はあった。過去のフォルトーゼで城や砦とりでを攻撃した経験がある孝太郎は、中世期の城は戦争の為ための構造物である事を理解している。当然、攻撃や侵しん入にゆうを防ぐ対策は施ほどこされているのが一いつ般ぱん的てきだった。

「だがそれでも、正面から行くよりは幾いくらかマシだろう」

「分かりました。いろんな意味で戦いは避けたいですし、時間も余りありません。ここはこっそりと忍び込みましょう」

　ゆりかは孝太郎の判断を信じていたが、決定打はやはり人命だった。正面から突とつ入にゆうしてダークネスレインボゥの兵士達と戦えば乱戦となって犠ぎ牲せいを出しかねない。忍び込んで電でん撃げき的てきに目的を達し、降こう伏ふくを迫るのが最も犠牲の少ないやり方だろう。また時間的な制約もあるから、尚なおの事こと正面からは行けないのだった。










　忍び込むならば、侵入ルートを決める必要がある。するとここで孝太郎が過去の世界で得た知識が役に立った。古い時代の城には、どうしても外部に繋つなげなければならないものが幾つか存在している。その中で一番使い勝手がいいのが水道だった。

　古い時代の城は戦争をする為の砦としての機能を求められる。従って外部から水を引いていないと、長期の戦せん闘とうには耐えられない。サリアシャールの城の場合、それは地下水道だった。

「どうだ、クラン？」

「ついてますわ！　二千年前の施し設せつがそのまま残っていましてよ！」

「よし、運が向いてきた！」

　孝太郎達は過去の世界でサリアシャールの城に関する情報を得ている。かつてマクスファーン一党と戦った時に、サリアシャールをどう攻めるかの検討はなされていたのだ。その時の攻撃案の一つが地下水道を経由しての侵入作戦だった。それをそのまま転用してみた訳なのだが、地下へ偵てい察さつ機きを送り込んだところ、幸運な事に地下水道はそのまま利用されていた。これは大きなチャンスだった。

「キリハさん、どう思う？」

「………向こうはこちらが城の情報を持っている事を知らない。予知の中に地下水道からの侵入が現れても、実際より可能性を低く見積もる筈だ。だが………それでも乱らん数すう撹かく乱らんはやっておくべきだろう」

　キリハはそう言うと懐ふところから数枚のカードを取り出し、トランプでババ抜きをする時のように扇おうぎ状じように広げて孝太郎に差し出す。孝太郎はそこからカードを一枚引いた。グリーンが予知を駆く使しして行動するので、常に作戦は複数考案し、最終的にこうしてカードを引く事で決定するのが安全だった。

「………決まりだな。地下水道から行くぞ」

　孝太郎が引いたのは、古くなって光こう沢たくが薄うすれたカブトンガーのメタリックカード。その表面には幼い頃ころのキリハが書いた、ミミズがのたくったような文字が書き込まれている。孝太郎とキリハだけが分かっている、特別なカード。作戦を決める時の当たりカードは、いつもこのカードだった。










　古城から延びる地下水道は、そのまま地下にある水脈へ繋がっている。そこで孝太郎達は市街地の古ふる井い戸どから水脈へ入り、そこから城の地下水道へ入り込んだ。孝太郎達は水中を移動する事になったのだが、それぞれがバリアーなり水中呼吸の魔法なりの対策を講じていたので、移動には特に問題は起こらなかった。

「早苗」

「あい。お勤めご苦労！」

「あまり大きな声を出すな。敵の城の中だぞ」

「そうだった」

　孝太郎は鎧よろいのバリアーを解除すると、ここまで背せ負おってきた早苗を下ろした。早苗は慣れた様子で石いし畳だたみの上にふわりと着地する。この場所は地下水道のメンテナンス用の通路。水道を川に見立てて考えると、その川べりにある散歩道のような位置関係にある。この通路を進んでいけば城の中へ入れる筈だった。

「それにしても、運よく地下水道と地下水脈が繋がったものですね」

　晴海はそう言いながら通ってきたばかりの地下水道を眺ながめる。この水道が地下水脈と繋がっていなければ侵入は難しかった。またフォルサリアの人々も生活に苦労しただろう。フォルトーゼから飛ばされてきたのがこの場所でなかったら、きっと自分達もフォルサリアの人々も大変な目に遭あっていたに違いない―――晴海はそんな事を考えていた。

「ハルミ、どちらかというと運が良かったというよりも、努力の賜たま物ものですわ。地下水道の先を必死に掘ほって、地下水脈に繋げたのだと思いますわ。まあ、それでも運は良かった訳ですけれど」
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　城がフォルトーゼから飛ばされた段階で、地下水道は用をなさなくなった。水道の先にあった筈の水源まで一いつ緒しよに飛ばされた訳ではないからだ。そこで当時の人々は途と切ぎれた水道の先を掘り、フォルサリアの水脈に繋げた。水道と水脈が繋がる部分に掘くつ削さくした跡あとがあったので、ほぼ間ま違ちがいない。水道の先を掘ったら水脈があった事は、フォルトーゼから来た人々が生き残れた条件の一つでもある。この城の周辺には大きな湖や川がないのだ。

「この先にマクスファーンの城が………なんだか妙みような気分じゃの」

「まさか青騎士伝説における決戦の地が現存しているとは………信じられませんね」

　晴海達に比べると、ティアとルースはもう少し違った感かん慨がいを抱いだいていた。サリアシャールの古城は、彼女達にとって伝説の地。映画や書物の中にしか存在しない場所だった。そこへ今、入ろうとしている。だからまるで伝説の中へ入っていくような気がして、奇妙な気分にさせられるのだった。

「ここは流石にお手入れされてるわね。結構結構」

　静しず香かは辺りを見回すと笑え顔がおになった。市街地の方はボロボロの廃はい墟きよばかりで、大家を生なり業わいとする彼女にとって不快な場所だった。しかしここは飲み水を扱あつかう通路という事もあって、手入れが行き届いている。静香は上じよう機き嫌げんだった。

「笑い事じゃありませんよ、笠かさ置ぎさん」

「あら、どうして？」

「お手入れされているって事は、お手入れする人が来るって事だからです」

　真ま希きのこの指し摘てきはもっともで、綺き麗れいであるという事は頻ひん繁ぱんに人が掃そう除じをしに来るという事。孝太郎達一行がそれと鉢はち合あわせると非常に危険だった。

「大だい丈じよう夫ぶよ。こういうのは不定期の掃除じゃなくて、スケジュールを組んで定期的にやっているものだから、こんな人が水を使う時間には来ないわよ」

「なるほど………流石です、笠置さん」

　ここでは静香の大家経験が物を言った。水道関係の手入れは住人達が水を使うタイミングでは出来ない。水にゴミが混じるのは好ましくないからだ。だから当然、手入れは早朝か深夜にスケジュールを組んでいる筈。今はまだ昼間なので、人が来る可能性は殆どなかった。

「さて、無事に中に入り込めた訳だが………問題はここからだ。ゆりか、これからどうするつもりなのだ？」

「恐おそらく司令室か研究室に、兵器をコントロールする施設があると思います。出来れば敵に気付かれずにそこまで辿たどり着つきたいのですが、無理なようなら突とつ破ぱを」

「了りよう解かいした。少し待て。………ルース、ちょっと来てくれ」

「はい、キリハ様」

「汝の偵察機と、埴はに輪わ達で情報を集める」

「分かりました」

『ホー、任せるホー』

『大だい活かつ躍やくだホー』

　すぐにキリハとルースの主導で情報の収集が始まった。なるべく敵に見付からずに自動兵器群の制御装置に辿り着きたいので、焦あせって突入するのは下策だ。ここは不安を押し殺し、情報を集める時だった。










　孝太郎達は地下水道のメンテナンス用通路を出て城内へ入った。現在は手近な階段を駆かけ上のぼり、二階と三階の間にある踊おどり場ばに身を潜ひそめている。ここへ至るまで、誰とも出会っていない。それ以前に、城内にはあまり人の気配がなかった。外からでは分からなかったが、最低限の警備は残されているものの、いわゆる兵力と呼べるほどの人間がいるようには見えない。どこもがらんとしていた。

「まずいな………これはもう出撃した後だぞ」

　この場所には戦闘直前の拠きよ点てん特有の雰ふん囲い気きがない。孝太郎はその雰囲気を経験しているので分かる。閑かん散さんとした様子と併あわせ、兵達は既に出撃したと考えるべきだった。

「既に王都トルゼに向かって進軍中なのだろう。我らと行いき違ちがいになったのだ」

　孝太郎達がクリムゾン達を追っていた間に、主力部隊は別のルートで出発。孝太郎達はそれに気付かずにこの場所まで来てしまったのだ。王都は既にダークネスレインボゥの攻撃を受けていてもおかしくはない。忍び込んでいるのでその確認が取れないのが辛つらいところだった。

「でもクリムゾンさんとグリーンさんがここへ戻った以上、まだ攻撃は始まっていない筈です。急げばまだ間に合います！」

　ゆりかはまだ希望を捨てていない。戦争を阻そ止しする可能性はまだ残っていたのだ。レインボゥハートとの決戦に際して、攻こう撃げき力りよくの高いクリムゾンと、予知が出来るグリーンを除外する事などあり得ない。その二人がここへ戻ってきた以上、開戦まではまだ余裕がある筈。ここで態勢を立て直した二人が合流してから、戦いは始まる筈だった。

「コータロー、ユリカの言う通りじゃ！　早々に自動兵器のコントロールを奪うばえれば、勝算はある！」

「そうだな。ここは手筈通りに進めよう！」

　孝太郎達は顔を見合わせて頷うなずき合あうと、再び移動を開始する。そして孝太郎達は慎しん重ちように三階へと足を踏ふみ入いれた。これまで使っていた階段は一階から三階までしか繋がっていない。これは攻撃を受けた時の備えで、一本の階段で最深部まで攻め込まれないようにする為のものだ。ここから上へ行きたければ別の階段を探さがさねばならない。そして最上階の七階へ行く為には、更さらにもう一度別の階段を上る必要がある筈だった。

「………さて、そうそう思い通りに行くかしらね？」

　だが孝太郎達が階段を抜けてすぐにあるホールを通り過ぎようとした時、何者かの声がホールに響ひびき渡わたった。

「何者だ!?」

　孝太郎は反射的に声を上げ、剣けんを抜いて身構える。すると問題の声の主は、楽しそうな様子で笑い始めた。

「ふふふふっ、それはこちらの台詞せりふよ、侵しん入にゆう者しやさん」

　声の主はダークパープルだった。太い柱の陰かげから姿を現した彼女は、楽しげな様子で孝太郎達の前に進み出てきた。その傍そばには他ほかの五人の幹部の姿もある。真希を除くダークネスレインボゥの幹部全員が顔を揃そろえていた。孝太郎達の接近を察した彼かの女じよ達は、この場所で待ち構えていたのだ。

「………幹部が直々にお出迎えとはな」

「兵達が出で払はらっているものでね。人手不足なのよ。あなた達を倒したら、私達も戦場へ向かうわ。人手不足って本当に嫌いやね」

「さっきお前は言ったよな。そうそう思い通りに行くかってな」

「あら、そんな事言ったかしら？」

　パープルは孝太郎達を前にしても余裕の態度を崩くずさない。孝太郎の切り返しに気分を害した様子もない。年ねん齢れいは孝太郎達と大した違いはないが、精神年齢がぐっと高い。その高い精神年齢が故ゆえの余裕だった。

　―――真ま耶や程ほどじゃないが………やりにくい相手だ………。

　孝太郎は自身も余裕の表情を作りながら、内心ではパープルを強敵だと感じていた。喧けん嘩かでも戦争でも、終始冷静な人間が勝つのだから。

　そうやって一いつ旦たん孝太郎とパープルの会話が途切れたところで、ゆりかが孝太郎の隣となりに進み出た。パープルと話をするのは、本来ゆりかの役目なのだ。

「パープルさん、戦いは止やめられませんか？」

　それはダークネスレインボゥと対峙する度に、ゆりかが繰くり返かえし口にする言葉だった。ゆりかは戦いの前に決まってこの言葉を問う。そしてこの言葉が、ずっと冷静だったパープルを苛いら立だたせた。

「あなた達は一体何度同じ議論を繰り返せば気が済むの!?　私達はもうずっと前に戦うと決めたのよ！　なのに何な故ぜ、同じ事を繰り返し問うの!?」

　パープルは苛立たしげに吐はき捨すてる。もううんざりだと言わんばかりだった。

　―――あのパープルが………一体どうしたというの………？

　真希はそんなパープルの姿が不思議でならない。パープルは幹部達の中ではリーダー格だった。それは彼女が終始冷静で賢かしこいから自然とそうなったのだが、今の彼女からはそれが感じられない。

　パープルが感情的になっていたのは、ゆりかの姿がかつての自分を思い起こさせるからだった。レインボゥハートだった頃、彼女はそうやってダークネスレインボゥと戦っていたのだ。だがそれは真希には分からないから、首を傾かしげるしかなかった。

「問わねばそのまま戦いが始まるからです。私達レインボゥハートが人の命を守る為に存在している以上、問い続ける以外に道はありません」

　むしろ冷静だったのはゆりかの方だったろう。彼女はこれが絶対に退けない状じよう況きようである事を理解している。もちろんダークネスレインボゥもそうだという事も分かっている。それでもゆりかが進むべき道は一つしかない。彼女は愛と勇気の魔法少女、レインボゥゆりかであったから。

「だったら踏み潰してあげましょう！　あなたが信じる道など、幻げん想そうでしかないのだと思い知らせてあげるわ！」

　パープルにはそうするしかなかっただろう。仲間達と共に自分の前に立たち塞ふさがるゆりかの姿が、かつて死し霊りよう使いに挑いどんだ時の自分の姿に重なって見えた。つまりゆりかを否定しなければ、今の自分を否定する事になる。ゆりかを倒し、恋人を蘇生させる事が、パープルにとって肯こう定ていすべき唯ゆい一いつの未来なのだった。

「パープル！　今日のアンタは話せるねぇ！　そうこなくっちゃ！」

「あまり興奮しないで、クリムゾン。また足元をすくわれるわよ」

　パープルの言葉を受け、クリムゾンとグリーンは彼女の左右を固めるようにして身構える。残る三人―――オレンジ、ブルー、イエローも同じように動き、パープルとクリムゾンを中心として、左右に大きく広がる隊形を作った。そしてずらりと並んだ彼女達の背後には、自動兵器の群れが蠢うごめいている。孝太郎達が勝負に出たように、彼女達もここで孝太郎達を殲せん滅めつするつもりでいるのだ。

「パープルさんっ！」

「ゆりか、もう無理だ」

「でも………」

「お前が正しい。だがお前がここで死んだら、フォルサリアはどうなる？」

「………わ、わかりました………」

　ゆりかはなおも説得しようとしていたが、孝太郎がそれを制止した。敵が既に戦闘態勢に入っている以上、これ以上の説得は危険過ぎる。話している最中に攻撃を受ければあっという間に倒されてしまうだろう。ゆりか達に代わりがいない以上、戦争を止めるという目的の為には説得を諦あきらめねばならなかった。

「これがフォルサリアの人達を守る為であるなら、私は戦います！」

　最も正しい選せん択たくではないのかもしれない。しかし選び得るものの中では、最良の選択だろう。そう信じて、ゆりかは愛用の杖を手に身構える。

「そうじゃユリカ！　今は戦って守らねばならぬ時じゃ！」

「ヒーローは辛いのだっ！　戦えゆりか！　このあたし、早苗ちゃんが許す！」

「戦わぬのが理想だが、理想ゆえに遠いのが現実。理想が今すぐ叶かなわぬ事を嘆なげくな。理想は追い続ける事に意味がある。汝なんじは神ではない、ただの人間なのだ！」

「はいっ、頑がん張ばります！」

　そしてゆりかには、彼かの女じよが戦いを望んでいない事を、普通の少女である事を、分かってくれる仲間達がいる。そんな仲間達との日常の中へ戻もどっていけると信じるから、ゆりかは戦う事が出来るのだった。

「ふふふっ、なぁにも分かっていないのねぇっ！　レインボゥッ！」

　そんなゆりかの様子に、パープルの苛立ちは頂点を迎むかえようとしていた。ゆりかは真に大切なものを失った経験がない。パープルが日々感じている渇かつ望ぼうを知らずにいるから、ゆりかは正義の魔法少女でいられる。その不公平を是ぜ正せいし、現実を思い知らせる―――その強い感情が戦いの引き金を引いた。

「ここへノコノコやってきた時点でっ、あなた達の敗北は決まっていたのよ！」

　パープルがそう宣言した瞬間、異変は始まった。

『ネットワークとの接続が切断されました。「青あお騎き士し」との通信は不可能』

「通信途と絶ぜつ!?　どうしてっ!?」

「わらわの方もじゃ！　『青騎士』と完全に切きり離はなされておる！」

　最初の異変はルースの腕うで輪わによって告げられた。あらゆる手段の通信が妨ぼう害がいされ、『青騎士』との連れん絡らくが取れなくなった。おかげで『青騎士』からの支し援えんが受けられなくなってしまっていた。

「里見さんっ、何故か急に魔ま力りよくが集中させられなくなりました！　これでは魔法が使えません！」

『青騎士！　魔力の供給が突とつ然ぜん断たたれて―――』

「どうして!?　シグナルティンの力が途切れた!?」

　続いて魔法使い達にも異変が起こった。ゆりかと真希は魔力を操あやつれなくなり、アルゥナイアと晴海は魔力の供給が断たたれた。結果的に三人の魔法使いと静香は、普通の女の子に戻ってしまっていた。

「………なんか気持ち悪い………なにこれぇ………」

『霊子力フィールド出力低下！　まずいホー！』

『ジェネレーター出力の三割しかフィールドのアウトプットがないホー！』

　極きわめつけは早苗と埴輪達だった。彼女らが操る霊れい力りよくが急激に衰おとろえ始めた。衰えていたのは主に体外へ放出していた分で、早苗の身体強化や、埴輪達のバリアーなどが大きく効果を弱めていた。

「これは一体どういう事だ!?」

　孝太郎の場合、鎧以外の能力が全すべて使えなくなっていた。通信が途絶しているのでシグナルティンを呼べず、サグラティンで戦う事になるのだが、そのサグラティンも普ふ段だんの半分も霊力が通らない。身体能力の強化も思うようにならず、霊視もうまくいかない。純粋な機械装置である鎧以外は、どれも使い物にならなかった。

「教えてあげましょうか、坊ぼうや」

　孝太郎達が急激なパワーダウンに戸と惑まどっていると、ホールに新たな人物の声が響いた。孝太郎にはその声に聞き覚えがあった。これまで何度も苦しめられてきた相手で、同時に真希の師し匠しようでもある、元ダークネイビーの真耶だった。

「真耶!?　お前が何かやっているのか!?」

「真耶だけじゃない。私もだよ」

「エゥレクシス！」

　新たに孝太郎達の前に姿を現したのは、真耶とエゥレクシスの二人だった。二人は戦う様子はなく、ただ悠ゆう然ぜんと孝太郎達を眺めていた。

「簡単な話よ。あなた達の力を解かい析せきして、妨害しているの」

「これを作るのは相当苦労したよ」

　エゥレクシスは手に持っていた三十センチほどの大きさの金属製の円えん筒とうを孝太郎達の方に差し出した。それは電磁波、重力波、霊力波、魔力波を妨害する機能を持つ装置。孝太郎達の力を封ふうじているのはこの装置の仕業だった。

「我々には影えい響きようを与あたえず、君達の能力だけを封じなければならないから、事前にデータを取って解析しなくてはならなくてね。随ずい分ぶん長ながくかかってしまったよ」

「そうか………地底で呆あつ気けなく退いたのも、この間の戦いで姿を見せなかったのも、全てそいつを作る為だったのか！」

　孝太郎にも事情が呑のみ込こめてきた。真耶とエゥレクシスにはこの方法なら確実に勝てるという計算があったから、ここしばらく積極的な攻こう撃げきをしてこなかった。またダークネスレインボゥもレインボゥハートを確実に倒す為に、データの収しゆう拾しゆうに協力したのだ。

「戦いの不確定要素はあなた達なのよ」

「君達を排はい除じよできなければ、結局は地底の急進派と同じような結末を迎えてしまう」

「でもあなた達を除外できれば、あとは数の論理が勝利を運んで来てくれる」

「つまり最初に排除すべきは、君達という事なのさ」

　孝太郎達は手を取り合うようになったその時から、強大過ぎる力を持つようになった。それはちょっとした気き紛まぐれで、戦争のパワーバランスを覆くつがえせるほどにだ。実際に戦っている敵よりも強い友軍が存在しているという事は、戦争の勝利は一時のものでしかないという事。だからまずは孝太郎達を排除する。至し極ごく当たり前の理り屈くつだった。

「だが分からない事がある」

「何が分からないんだい、コータロー君。明快な論理だろう？」

　疑問を呈ていした孝太郎に、エゥレクシスは両りよう腕うでを大きく広げて、強調気味に訊きき返かえした。大した疑問ではないだろう―――エゥレクシスはそうタカを括くくっていた。

「その話じゃない！　エゥレクシスッ、お前だって彼女達がフォルトーゼの―――グレバナスが率いていた魔術師団の末まつ裔えいだという事を知っているんだろう!?」

「ホウ………よくそれに気付いたね、コータロー君」

　エゥレクシスの目が僅わずかに細められる。エゥレクシスも真耶から聞かされてフォルサリアの成り立ちについて知っていた。最初の指導者の名前がグレバナスであると聞かされれば、フォルトーゼの者なら誰だれでも分かる。だが、それを孝太郎が知っているという事は驚おどろきだった。

　―――レインボゥハート側では長老会しか知らない筈はずの秘ひめられた歴史を、何故彼かれが知っているのだ？　この城へ来たからか？　それとも長老会が彼かれに秘密を明かした？　どちらにしろ、やはりコータロー君には何か秘密がある………。

　それゆえエゥレクシスはかねてよりの孝太郎への疑ぎ惑わくを深めた。この城を見て気付いた場合も、長老会が部外者である孝太郎に秘密を明かした場合も、孝太郎に特別な何かがあるから可能となる。孝太郎を普通の少年と考えるのは難しかった。

「エゥレクシス、知っていて何故戦わせるんだっ!?　彼女達が帰りたいのはフォルトーゼだ!!　お前なら幾らでも連れていってやる事が出来ただろうっ!?」

　孝太郎が不可解だったのは、エゥレクシスがダークネスレインボゥをフォルトーゼに連れて行かなかった事だった。ダークネスレインボゥの目的は真なる故郷への帰き還かん。エゥレクシスがそれを成なし遂とげるなら、彼女らに戦う理由はなくなるのだ。

「ただ連れ帰るだけでは駄だ目めなのだよ。それではフォルトーゼを変えられん！」

「なんだとっ!?」

「フォルサリア魔ま法ほう王国が現体制のままでは、故郷へ連れて行ってもそこで終わりだ！　魔法使いの軍隊による他国への介入など、長老会が認める筈がないからだ！　だがダークネスレインボゥが勝った後であればそれも可能となる！　これはフォルトーゼを変える為に必要な事なのだ!!」

「馬ば鹿かなっ、貴様、そんな事の為にこの国で戦争を起こしたのか!?」

　エゥレクシスの言葉に、孝太郎は愕がく然ぜんとなった。エゥレクシスはフォルトーゼの政治体制を変革しようとしているが、その為の武力としてフォルサリア魔法王国を利用しようと考えていた。そこでダークネスレインボゥと取り引きして様々な技術を提供した。その見返りは勝った後にエゥレクシスに協力する事。そして全てが終わったら、希望者をフォルトーゼへ移民させる。エゥレクシスがフォルトーゼを変革すれば、フォルサリアの僅かな移民ぐらい簡単に受け入れさせる事が出来る筈だった。

　孝太郎はエゥレクシスがダークネスレインボゥを無意味に戦わせていると考えた。だが真耶は孝太郎の言葉に不快そうな表情を作った。

「坊や、君は『そんな事』と一言で片付けるけど………私達の事情をどれだけ分かっているというの？」

　真耶の瞳ひとみには強い情念が渦巻いている。それはこの状況をきちんと理解していない孝太郎への苛立ちだった。

「どういう事だ？」

「我々ダークネスレインボゥが成立したのは確かに真なる故郷へ帰還する為。でも数百年に亘わたってレインボゥハートと戦い続けるうちに、目的は一つではなくなった！　今更故郷へ帰れるからと和解できるような状況ではないのよっ！」

　それは戦い続けた数百年の歴史が生み出した負の遺産だった。かつては確かに故郷への帰還だけが目的だった。しかしレインボゥハートと戦い続けるうち、魔法を使って別の目的を達したい者達も合流していった。クリムゾンがただ戦いを望むように。パープルが恋こい人びとを蘇よみがえらせようとするように。今ではそういう者達の方が圧あつ倒とう的てきに数が多かった。

　目的が故郷へ戻るだけであった頃なら、確かにエゥレクシスが連れ帰れば全ては解決だった。しかしクリムゾンやパープルのような者達の目的は、それだけでは解決しない。戦いを止めて降伏すれば、魔法の私的利用を禁じられ、目的が達せられなくなる。彼女達はどうしてもレインボゥハートに勝たねばならなかった。

　そして戦いが始まって既に数百年が過ぎている事も災いした。互たがいの間に広がる憎しみの連鎖が、降伏や和解という選せん択たく肢しをありえないものとしている。

　こんな風に多くの問題が複雑に絡からみ合あっていたから、真耶は孝太郎が『そんな事』と片付けようとした事が許せなかったのだ。

「私達はレインボゥハートを倒し、エゥレクシスが作る新体制のパートナーとして堂々と真なる故郷へ帰還する！　難民として保護されるつもりなど毛頭ないわ！　我々はダークネスレインボゥ！　誇り高き魔法使いの末裔よ！」

「止められるものなら止めてみたまえ、コータロー君！　彼女達が力を求めた意味を、身をもって理解する事になるだろう！」

　そんな真耶とエゥレクシスの言葉を受けて、六人の暗黒の魔法少女達がじりじりと距きよ離りを詰めてくる。現状において彼女達と戦い得るのはティアと孝太郎ぐらい。だが孝太郎に関しては大きくパワーダウンしているので、戦ってもティアの足を引っ張りかねない。このままでは孝太郎達は一気に倒されてしまう可能性が極めて大きかった。










　この危機的な状況に際して、孝こう太た郎ろうが下した判断は撤てつ退たいだった。このまま戦っても全ぜん滅めつする。かといって六人を突破してエゥレクシスが手にしている妨害装置を破は壊かいするのは不可能に近い。ここは逃にげるしか手段は残されていなかった。

「みんな、ここは一いつ旦たん退こう！　戦っても勝ち目はない！」

「逃がす訳がないでしょう！　そう来くる事ぐらいお見通しなのよ！」

　だがパープルがそう宣言した瞬しゆん間かん、孝太郎達の逃とう走そうルートとなる下への階段から自動兵器群が湧き出してきた。罠わなに嵌はまった孝太郎達が撤退しようとする事ぐらい、グリーンの予知を使うまでもなく予測できる。そしてここで殲滅するのが目的なので、最初から押し包むように兵力を展開していた。

「くっ、このままではっ！」

　孝太郎は目の前の自動兵器を斬きり倒たおしながら、苦々しそうに表情を歪ゆがめる。鎧の力のおかげで、一体一体の自動兵器とは対等以上に戦える。だが結局普ふ通つうに剣を振り回すしかないので、一気に数を減らす事が出来ず、階段へのルートが切り開けない。もちろんその間もダークネスレインボゥの魔ま法ほう少女達たちは攻撃してくるから、孝太郎達は防戦一方となっていた。

「そらそらどうしたのっ!?　魔力が使えないとそんなものっ!?」

　ガッ、ガンッ

「まだまだぁっ!!」

　バキィッ

　これまで辛酸を舐なめさせられた経緯から、クリムゾンは静しず香かを狙ねらっていた。彼女はレーザーの攻撃魔法や砲撃を使わず、魔法で杖つえを斧おのに変化させて静香を攻撃していた。クリムゾンは魔法で身体を強化し、斧にも攻撃魔法を帯びさせている。対する静香はアルゥナイアの強化もなしに素手で戦っている。おかげで静香は攻撃を防ぐだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「真ま希きちゃんっ、行って下さい！」

「頼たのむわよ、ゆりかっ！」

　真希とゆりかは二人でグリーンと戦っていた。魔法はエゥレクシスの妨害装置で大きく効果を減じているので、二人は協力して魔力を増ぞう幅ふくするという戦い方を選択した。それでも扱える魔力は通常の半分以下。そこで直接的な戦闘に秀でた真希に魔力を集めて、接近戦で勝負に出た。魔力を飛ばさない分、威い力りよくが高くなるのだ。またグリーンは接近戦が苦手なので、その意味でも勝機はあった。

「ネイビーさんっ、あなたさえいなければクリムゾンはぁっ!!」

　だがグリーンもそれはよく分かっている。そこで彼女は自動兵器を操って真希にけしかけ、自身は魔法で攻撃するスタイルを選択した。

　ドドドドドドドッ

「うぅっ!?」

「真希ちゃんっ!!」

「ミラージュブラスト！」

「きゃああっ!?」

「下がりなさいっ、ゆりかっ！」

　この戦い方ではゆりかが無防備になるので、真希は前に出る事が出来ない。二人はグリーンの放った魔法で手傷を負い、次し第だいに追おい詰つめられつつあった。

「へぇ………使い魔がパワーダウンしているのに、結構頑張るのね」

「使い魔ではない。召使いだ」

『ホー！　ど根性だホー！』

『埴はに輪わ力ぢからを見せる時だホー！』

　キリハは元々自身が特とく殊しゆな能力を備えていた訳ではないし、その強さの大半が頭脳から生み出されるものなので、愛用の霊子力薙なぎ刀なたの切れ味が衰えた事と、埴輪の力が弱まっている事を上う手まくカバーして戦っていた。また、イエローは防ぼう御ぎよが得意であった事も幸いしていた。パワーダウンであまりダメージは与えられないものの、イエローの攻撃をかわす事は決して難しくはなかったのだ。

「もう一度行くぞ、カラマ、コラマ！」

『泣き言は言ってられないホー！』

『足りない分は勇気で補うホー！』

　キリハ達の攻撃方法は、キリハが正面から仕し掛かけ、埴輪達が死角から接近攻撃を仕掛けるというもの。妨害を受けてパワーダウンした埴輪達を防御に使えない為に、そういう役割分担になるのだ。

「でもね、こういう防御方法もあるのよ。………ヘッジホッグガード」

　しかしイエローも伊だ達てにダークネスレインボゥの幹部ではない。防御魔法のエキスパートである彼女は、特殊な防御魔法も身に付けていた。

『あいたたたたっ、やっ、やられたホー!?』

『トゲトゲだホー！』

　キリハがけん制した隙すきに体当たりを仕掛けようとした埴輪達は、イエローの防御魔法に弾はじき返かえされる。問題はそれだけでなく、防御魔法はエネルギーをスパイク状に形成していた。おかげで埴輪達はそのスパイクに突撃する形になり、ダメージを負った。こうしてキリハ達も徐々に追い詰められ始めていた。

「晴はる海み、あたしの傍を離れないでねっ!!」

「一人で戦わせてごめんなさいっ、早さ苗なえちゃん！」

「のーぷろぶれむ、ここはあたしの見せ場！」

　早苗は晴海を守って必死に戦っていた。晴海は厳密には自分で魔法が使える訳ではないので、妨害を受けてシグナルティンから切り離された段階で普通の少女に戻っていた。早苗の方は妨害を受けても霊れい能のう力りよくが幾いくらか使える状態だったので、彼女が晴海を守っていたのだ。

「そらそらっ、どんどん行くわよっ！」

「うぅっ、性格悪いっ!!」

　早苗の相手はパープルだった。パープルは力が弱まった早苗に合わせて、多くの死霊を召しよう喚かんした。一体一体の死霊は普段の早苗なら簡単に倒せる相手だが、今の早苗ではそうもいかない。早苗は晴海を攻撃させないので精一杯、代わりに自身が多くの攻撃を受け徐々にダメージを蓄積しつつあった。

「サナエッ！」

　ドドドドドドドドドッ

『ギャアアアァァァァオオォォォォォォッ』

　そんな時だった。早苗の危機を察したティアが死霊の群れをアサルトライフルで薙ぎ払う。死霊は物理攻撃が効きにくいが、ティアのアサルトライフルは通常の歩兵用よりも口径が大きいので、幾らかダメージを与える事に成功していた。パープルが死霊の数を絞って強力な個体を呼んでいたら効かなかっただろう。

「ありがとっ、ティアッ！」

「気を付けるのじゃ！」

「うん！」

　早苗はこの隙に死霊を一体倒し、体勢を立て直す事が出来た。ティアはそれを見て胸を撫なで下おろす。だがティアが安あん堵どした隙を敵は見逃さない。

「人の事を心配している場合っ!?」

「おっと！」

　ティアは咄とつ嗟さに背後に飛とび退しさる。すると直前までティアがいた場所に、オレンジや黄、赤といった、非常に毒々しい色の雲が出現する。ティアの敵はダークオレンジ。目が痛くなるようなカラーリングの雲は、彼女が生み出したものだった。オレンジの得意な魔法は物の性質を変へん更こうする変性系。下手に触ると何が起こるか分からない危険な攻撃だった。

「そなたの魔法がのんびりとしておるものでの」

「そーゆーの、全然可愛かわいくないっ！」

　ティアとオレンジの戦いはティアの優勢で進んでいた。ティアの装備は純じゆん粋すいに科学の塊なので、妨害を受けてもほとんど影響がなかった事が主な理由だ。オレンジが得意な変性系の魔法はトリッキーな戦い方が主体で、純粋な火力勝負ではティアの方に軍配が上がった。しかしティアはオレンジを倒し切れない。

「ルース！」

「すみません、殿でん下か！」

　それは苦戦している味方のフォローをする必要があるからで、ティアは攻撃をオレンジに集中させる事が出来ないでいた。もしコンバットドレスの装備が指揮官用装備のコマンドグリーンではなく、高火力装備のアサルトレッドであれば、ティアは弾切れと引ひき換かえにオレンジを倒していただろう。

　そしてたった今ティアの援護を受けたルースは、ブルーと交戦中だった。

「………いい加減諦めたら？　得意技が全部封じられては、あなたに勝ち目はない」

　ブルーはその言葉と同じように、淡々と攻撃を続けていた。彼女が得意な魔法は召しよう喚かん魔ま法ほう。魔物を呼び寄せてけしかけたり、溶岩を呼び出して攻撃したりと、その攻撃は非常に多彩だ。これは普段のルースと同じ戦い方と言えるだろう。

「たとえそうであっても、仲間を守る為に戦い続けるのが騎士の道。諦めるなどという選択肢は初めからないのです！」

　ルースの方は普段とは異なり、ビームサーベルを振るって戦っていた。『青騎士』との通信が遮断されているので、無人戦闘機と情報ネットワークを利用した攻撃が出来ないのだ。最近は剣の実力も上がっているものの、それでもまだ彼女は無人機やネットワークを利用した方が強い。得意技を封じられ、ルースは苦戦していた。

「………勝ったわね、エゥレクシス」

「そうでなくては困るよ。これだけ時間をかけたんだからね」

　戦いを見つめる真ま耶やとエゥレクシスは勝利を確信していた。孝太郎達は力を封じられて明らかに劣勢で、暗黒の魔法少女達と自動兵器の群れが追い詰めつつあった。またその流れを察して、これまでは兵の損耗を考こう慮りよして手出しを禁じられていた生身の兵士達も援護の攻撃を始めている。どう見ても勝ちは揺るがない状況だった。

「くそっ、何とかみんなを逃がさなくては！　これじゃあやられるだけだ！」

　孝太郎は必死で敵を打ち払いながら、周囲に視線を巡らせる。何とかして六畳間の少女達を無事に連れ帰りたい、その一心だった。だが無情にも勝機は見み出いだせない。見えるのは苦戦する少女達と、数が増えるばかりの敵。孝太郎の経験と知識は、完全な敗北を告げていた。

「こんなところで終わりなのかっ!?　俺おれはまだ何も出来ちゃ―――」

　そうして孝太郎の意識がほんの一いつ瞬しゆん、目の前の人型自動兵器から戦い全体に移った、その時だった。自動兵器は右手を突き出し、孝太郎の脇腹を攻撃した。

　ガキィッ

「ぐあぁぁっ!?」

　多くの敵に何度となく攻撃を受け、バリアーは殆ほとんど機能していない。自動兵器の右手に装備された接近戦用の爪つめは難なくバリアーを突とつ破ぱして孝太郎の脇腹を抉えぐった。孝太郎は激しい衝しよう撃げきと痛みでその場に膝ひざをつく。霊力が扱えれば痛みの緩和も出来ただろうが、今はそれも難しい。孝太郎はそのまま身動きが取れなくなってしまった。

「コータロー!?」

　そんな孝太郎の様子を見ていたティアが悲鳴を上げる。すると六畳間の少女達の視線が反射的に孝太郎に集まった。そしてそれが、彼女達の大きな隙になった。

「戦いの最中によそ見をするなんて、あなた達正気なのっ!?」

『きゃあああぁあぁぁぁぁっ!!』

　暗黒の魔法少女達の攻撃が六畳間の少女達を捉える。慌あわてて身を守ったおかげで辛かろうじて大きなダメージは免れたものの、全員が地面に倒れ伏し、攻撃を受けたショックですぐには立ち上がれなくなっていた。恐おそらく次が最後の攻撃となる筈だ。それで孝太郎達は倒され、ダークネスレインボゥが勝利する。孝太郎達はもはやどうする事も出来ない状況に陥おちいっていた。

「コータロー君に初めて戦いを挑んでから何ヶ月も過ぎたが………ようやく一度白星が貰もらえそうだ」

「私なんてもう十年以上よ？　おばあちゃんになる前で良かったわ」

　そんな孝太郎達にエゥレクシスと真耶が近付いていく。孝太郎達は二人にとって因縁浅からぬ相手。間近でその最後を見届けようというのだ。

「………完敗だよ、真耶、エゥレクシス。もうどうしようもない。お前らの勝ちだ」

　孝太郎は素す直なおに負けを認めた。そして自嘲気味に苦く笑しようする。言葉通り、全てを諦めたような表情だった。すると孝太郎達に接近しつつあったエゥレクシスが、ぴたりとその足を止めた。

「どうしたの、エゥル？」

「………非常にらしくない言葉だ。どうやら孝太郎君は何かを企んでいるらしい。パープル君、すぐに彼らを倒してくれたまえ」

　この時、エゥレクシスは孝太郎の言葉が本心ではないと感じた。これまでの孝太郎の戦いぶりや行動からすると、孝太郎は最後の最後まで仲間を守ろうとする筈。だから孝太郎がどうしようもないと諦めたのは、エゥレクシス達を油断させる為に違ちがいないと思ったのだ。

　―――くそっ、感付かれた………。

　孝太郎は心の中で舌打ちする。実はエゥレクシスの言う通りだった。孝太郎は鎧よろいのジェネレーターを暴走させて、爆ばく発はつさせようとしていたのだ。そうすれば六畳間の少女達が逃げ出す機会が得られるかもしれない、そう考えての事だった。

「了りよう解かいよ。それじゃあ、さようなら、侵入者さん」

　六人の暗黒の魔法少女達は、一いつ斉せいに孝太郎達に杖を向けた。程なくその先せん端たんからそれぞれの得意魔法が放たれ、孝太郎達を殲滅するだろう。それはもう、ほんの数秒後まで迫っていた。

「させるかぁっ!!」

　孝太郎は痺しびれる身体からだに鞭むち打うって強ごう引いんに立ち上がると、ダークネスレインボゥの魔法少女達に向かって走った。

　―――みんな、何とか逃げてくれよっ！

　その身を盾にして六畳間の少女達を守り、ジェネレーターを爆発させて脱だつ出しゆつの機会を作る。なんとしても六畳間の少女達を守らんと必死だった。孝太郎にもそれが難しい事は分かっていたが、そうせずにはいられなかった。

「馬鹿な男………そんな事が一体何になるっていうの？」

　パープルは孝太郎を嘲あざ笑わらう。孝太郎の意図はもう分かっている。そしてそれがイエローの防御魔法で防ぎ切れるであろう事も。だから孝太郎はただの無駄死にになる。ほんの一瞬だけ、少女達よりも早く死ぬだけで終わるのだ。それがパープルにはおかしくて仕方がなかった。

　―――感謝する事ね、青い騎士。あなたは渇望を感じる事もなく、大切な者達と共に眠れるのだから………。

　やがてパープル達の魔力が、杖の先端に集中し始める。魔法の発射はもう目前まで迫っていた。真耶とエゥレクシス、ダークネスレインボゥの六人は、勝利を確信していた。そしてこの勝利はそのままレインボゥハートへの勝利に繋つながる。彼かの女じよ達の顔には望むべき未来の到とう来らいを確信した笑えみが浮うかんでいた。

　ダンッ、ダダダダダッ

　だが彼女達が求めてやまない未来は、どこからともなくやってきた銃じゆう弾だんの雨によって掻かき消けされる。彼女達はあっという間に戦いの中へ引き戻されていた。

「ぐあぁっ!?」

　銃弾はまずエゥレクシスの手元に降り注いだ。そしてそこにあった妨害装置を見事に撃うち抜ぬいた。エゥレクシスはその衝撃で妨害装置を落としそうになったが、両手で必死に抱だき抱かかえた。それが破損するという事がどういう事なのか、彼にはよく分かっていたのだ。

「きゃあぁぁぁっ!?」

「くっ、なんなのよ一体!?」

　続いて銃弾は六人の魔法少女達に襲おそいかかった。その銃弾は何故か、イエローの防御魔法を易やす々やすと貫いてしまう。普通では考えられない事なので、驚いた少女達は攻撃を中止して、慌ててその場を離れた。

「何者なのっ!?　出て来なさいっ!!」

　エゥレクシスが攻撃を受けた事で、真耶は激げつ昂こうしていた。そして激しい怒いかりと憎しみの籠った瞳で襲撃者の姿を捜す。可能であるならば、その感情で敵を焼き殺さんばかりの勢いだった。

「………相変わらずね、真耶。いつもは余よ裕ゆうのある大人なのに、譲れないものに手を出された時は烈火の如ごとく怒おこる」

「その声!!　まさかっ!?」

「そのまさかよ」

　そして謎の襲撃者は真耶の前に姿を現した。小柄な身体と、特徴的な左右のおさげ。幼い顔立ちなのに、深い知性を感じさせる瞳。

「出たわね、レインボゥナナ！　我わが生涯の宿敵っ!!」

　レインボゥナナ―――それはかつてレインボゥハート最強の魔法少女として活躍し、今もなおその戦いぶりが語り草となっている、フォルサリアの生きる伝説。重大な怪け我がを負って引退した筈の彼女が、今再び真耶の前に立ち塞がったのだった。










　ナナが姿を現した途と端たん、ダークネスレインボゥに属する者達は一斉に動きを止めた。それほどの相手なのだ。彼女の行動を一瞬でも見逃せば、即敗北に繋がる。ナナはダークネスレインボゥが何度も煮にえ湯ゆを飲まされてきた最も危険な敵だった。

「………レインボゥの名はゆりかちゃんに譲ったわ。だから今はただのナナよ」

「そう言われて安心する馬鹿がどこにいるっていうの？」

「実際、魔法はもう自力では殆ど使えないもの」

「たとえそうでも、あなたは死ぬその瞬間まで安心できない相手よ」

　ナナはダークネスレインボゥの動きが止まっている隙を逃がさず、右手の拳けん銃じゆうを更さらに連射した。この銃から発射される弾は、魔力と霊力を混ぜ合わせたエネルギー弾だ。これは本来魔力をチャージして撃つ銃なのだが、彼女自身が発する魔力が衰えたので人工四肢のジェネレーターから霊力を供給して不足する威力を補っている。だがそれが結果的に銃弾の突破力を高めている。この弾を防ぐには霊力と魔力、双そう方ほうの対策が必要なのだ。

「プロテクションフロムソウルエナジー！」

「アンチマジックシールド！」

　防御が破られるからくりに気付き、パープルとイエローがそれぞれに防御魔法を発動させる。パープルが対霊力の防御魔法、イエローが対魔力の防御魔法。この二重の防壁はナナの発射した銃弾を弾き飛ばした。ナナの銃弾のエネルギーは、個別には大した量ではないのだ。

「我々を前と同じと思わない事ねっ、レインボゥナナッ!!」

　防御魔法に守られながら、真耶がナナに向かって突進していく。真耶も左腕に内蔵された銃を出してナナに向け連射する。そうやって接近し、右腕から出した接近戦用のブレードで勝負というのが真耶の狙いだった。

「そこへホイッと」

　それに対して、ナナは悪いた戯ずらでもするかのような表情で床に何かを転がす。

「しまったっ!?」

　真耶がその正体に気付いた瞬間、その何かは強烈な閃せん光こうを放った。

　カッ

　ナナが転がしたのは閃光弾だった。全員がナナに注目していたから、これは非常に効いた。ダークネスレインボゥ側は全員がこれを見てしまった。おかげで機械の身体ゆえに閃光への対策があった真耶と、予知のおかげで目に頼たよらず戦えるグリーン以外は、身動きが取れなくなってしまっていた。
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「みんなっ、今の内に早く立て直してっ！」

　ナナは孝太郎達にそう言い残すと、迫り来る真耶に向かって走る。ナナにとっても真耶は油断ならない宿敵。自由にさせてはまずい相手だった。

「グリーンッ、あなたは坊や達をやって！」

「わかった！」

　技量の高い真耶がナナと戦い、多数の自動兵器を使うグリーンが孝太郎達を倒す。この状じよう況きようではそれが最善の戦い方だった。

「エゥルッ、妨害装置はっ!?」

「全機能を維い持じするのは無理だ！　回路をバイパスすれば、どれか一つくらいは妨害できそうだ！」

　この間、エゥレクシスはナナの銃弾を受けて破損した妨害装置の回復を試みていた。だが不幸にしてダメージは大きく、全機能の回復は不可能だった。

「だったらあのドラゴンを！」

「今やってるっ!!」

　そこでエゥレクシスは妨害装置の力を全て静香へ振り分けた。この場所にアルゥナイアが出現すれば全ては終わりだからだった。

「男性とお喋しやべりだなんてっ、あなたも変わったわねっ!?」

「それはお互い様でしょうっ！」

　ナナと真耶の戦いが始まった。孝太郎はナナの救援に向かいたかったが、そうもいかない事情があった。孝太郎達はまだ大半が身動きが取れない状態にある。妨害が止やんでそれぞれの力が使えるようになっても、すぐに戦える訳ではない。戦いの準備は今からだったし、怪我の治療も必要だった。

「皆みなの者っ、グリーンはわらわに任せよっ！　その間に体勢を立て直すのじゃっ！」

　すぐに動く事が出来たのはティアだけだった。本来は彼かの女じよも武装を変更したいし、手傷も負っている。しかしここでグリーンを止めねば敗北は必至。ティアはここで撃ち尽くすつもりで銃を乱射しながらグリーンの前に立ちはだかった。

「あなた一人でこれだけの兵器を相手にするのは無理よ」

「やって見せよう！　必ずしも勝つ必要はないのじゃからなっ！」

　グリーンは正面から、自動兵器群は四方から接近してきている。ティアは一人でそれを阻もうとしているが、多勢に無勢。このままでは程ほどなくティアは敵を支えられなくなる。ここからは時間との勝負だった。

「ゆりかっ、藍あい華かさんっ、俺やルースさんは後回しでいいっ、早苗や大家さんを先に治してくれっ！」

「はっ、はいっ！」

「笠かさ置ぎさん、すぐに治すからっ！」

　孝太郎は動き出しの早い顔かお触ぶれから優先的に治療させた。孝太郎やルースはシステムの再設定や武装の呼び出しで時間が取られる。早苗や静香のような、単独で完結した力の持ち主から回復させる方が効果的だった。

「んじゃっ、ティアを助けてくるねっ！」

「私もちょっと仕返しをしてこようかな」

『シズカ、まだ妨害を受けていて全力は出せない。無理は禁物だ』

「なのに体重は増えるなんて、やってらんないわよねっ！」

　魔法で怪我を治療して貰った早苗と静香がティアを助けに向かう。これによりティアの心配はなくなったが、孝太郎の心配事はまだ残っていた。

「ゆりか、ナナさんは大だい丈じよう夫ぶなのか？　身体が治ったばかりだし、魔法だって前ほど使える訳じゃないんだろう？」

　孝太郎はゆりかの治療を受けながら、真耶と戦うナナの様子を目で追っていた。孝太郎が心配していたのは彼女の事だった。ナナは人工四肢を着けてから間がなく、しかも魔法の力は衰おとろえ、更には戦いから離はなれていた期間も長ながい。普通に考えれば真耶との戦いは非常に危険だった。

「大丈夫です」

　だがナナを知るゆりかは、全く心配していなかった。ゆりかはちらりとナナの姿を見た後、孝太郎ににっこりと笑いかけた。

「ナナさんは天才魔法少女なんです」

「だが今はあまり魔法が使えないだろう？」

　幾ら元天才魔法少女でも、生身の身体を失って魔ま力りよくを溜ためられなくなってしまえば魔法は使えない。仮に魔法装置で魔力を溜めたとしても、かつてのそれには及およばないだろう。だから孝太郎は、その状態で真耶と戦うのは危険過ぎると思ったのだ。

「ナナさんは確かに天才魔法少女と呼ばれていましたけれど、それは魔法の天才という意味じゃないんです」

「なに？」

「天才少女が魔法も使う、そういう意味の天才魔法少女なんです」

　厳密な話をすると、ナナはレインボゥハートのアークウィザードの中では魔力が低い方の部類に入る。だが彼女はその魔力を操あやつるのが上手かったので、少ない魔力量でも大きな効果を出す事が出来た。またその天才的なひらめきが魔法の効果的な使い方を導き出し、大きな戦果を挙げていた。天才少女が魔法という万ばん能のうの道具を使う―――ナナが天才魔法少女と呼ばれていたのはそういう意味なのだ。

「だから安心して見ていて下さい。あれは紛まぎれもなく天才魔法少女………レインボゥナナなんです」

　そもそもそういう人間でなければ、単独でダークネスレインボゥの幹部達全員と互角に戦える筈がない。魔力が大きいだけで倒せるほど、ダークネスレインボゥの幹部達は弱くはないのだ。だから身体が人工四肢になり、戦いの道具が魔法から武器へと変わっても、それでナナが弱いという事にはならない。ゆりかが思うに、ナナはかつての彼女よりは劣るのかもしれないが、それでもこの場にいる誰だれよりも強い。天才魔法少女の二つ名は、伊達ではないのだった。










　ナナは魔法を使う能力を殆ど失っている。彼女は魔力を溜める事が出来ないので、身体の生身の部分が発生させた魔力をそのまま利用する事しか出来ない。コップに水を溜めるように、魔力を溜めて一気に使う事が出来ないのだ。また身体の生身部分も少ないので、魔力の発生量自体も多くはない。その為ため、現状において彼女が自力で行使できる魔法はごくごく初歩の魔法に限られる。

　だがもし武器の方で魔力を溜める事が出来れば、彼女が発生させる魔力を無駄なく利用できるのではないか。もしそれでも不足するなら霊れい力りよくも使って何とかする。そんな考え方を元に作られたのがナナの使っている拳銃―――オーヴァー・ザ・レインボゥだった。

　この銃はグリップから常時ナナの魔力と人工四肢のジェネレーターが発生させる霊力を吸収し続けている。溜め込める量は銃弾にしておよそ十五発分。仮にこれを撃ち尽くしてしまっても、時間の経過と共にまた撃てるようになる。また霊力だけの銃弾を撃つ事も可能で、魔力を使わない分だけ威力は落ちるが、ジェネレーターから直接霊力が供給されているので弾切れがないという強みがある。ナナはこれを、防御を破る時には魔力を含む弾を、破った後は霊力だけの弾を、という具合に使い分けていた。

「ナナァァァァァッ!!」

「しばらく見ない間にっ、馬ば鹿かげた速さで動くようになったわねっ、真耶っ!!」

　ドドドッ、ドドドッ

　ナナは霊力弾―――霊力だけの弾―――を連射して真耶を攻こう撃げきする。これは動きの早い真耶に弾を命中させる為に多くの弾が必要だったからで、限りがある魔力弾―――魔力も含む弾―――は連射には使えなかった。

「あの坊ぼうやや君を倒すには丁度いいでしょうっ!?」

「たっ、しかに厄やつ介かいねっ！」

　ナナが軽く首を傾けると、丁度頭があった位置を真耶のブレードが通り過ぎていく。

　―――あれだけ撃ったのに一発も当たらないなんて!!

　見事に攻撃をかわしたナナだったが、内心では真耶の強さに舌を巻いていた。ナナの身体には戦闘モードが備わっているが、それはあくまで副次的な物。彼女の新しい身体は人間的な生活を最優先して作られている。それに対して真耶は戦闘の強さを最優先した身体なので、後発のナナよりも戦闘に限れば優れているのだ。

「でもこっちにだって色々あるわっ！」

　ナナは身体を反転させながら左手を真耶に向ける。すると彼女の左手の先に、赤く輝かがやく炎の塊が出現する。小さいながらも火球の攻撃魔法だった。

「魔法ですってっ!?」

「アンプリファイアッ!!」

　続いてナナは右手の銃を輝かせ、火球の先に光り輝く魔ま法ほう陣じんを出現させる。それと同時に彼女は左手の火球に発射の命令を送った。火球は銃弾と同じような勢いで発射され、魔法陣の中心を通り抜ける。すると火球は一回り大きくなり、標準的なサイズにまで膨れ上がった。これを爆発させれば広い範はん囲いを攻撃できる。高速で移動する真耶相手にも有効な攻撃の筈はずだった。

「クイックキャスト・アンチマジックシールドッ!!」

　危険を察知した真耶は、咄嗟に防御魔法を詠えい唱しようした。彼女の左腕には小型ながら魔法の杖が格納されている。真耶は魔力を蓄積する能力を失っていないので、連発は出来ないまでも魔法を使う事が出来るのだ。

　―――どういう事なの!?　ナナは魔法をろくに使えない筈なのにっ!?

　真耶が使った防御魔法のおかげで、ナナの攻撃魔法は爆発前に霧散した。だが真耶は攻撃をする事なく一いつ旦たん距きよ離りを取った。真耶のこれまでの戦い方は、ナナが魔法を使えない前提のものだったので、戦い方を考え直す必要があったのだ。

「驚おどろいた………君は魔法を使えなくなったって聞いていたんだけど？」

　真耶は強い驚きと苦々しさが半々で交じり合った視線をナナへ向ける。ダークネスレインボゥがナナを放置していたのは、彼女が魔法を使えなくなって戦士としては再起不能と判断されていたからだ。だが、今目の前で起こった出来事はその前提を覆す。驚きは隠かくせなかった。

「今も使えないわ」

「嘘うそおっしゃい。だったらさっきのファイアーボールは何だっていうの？　トリックですなんていう言い訳は聞きたくないわよ？」

「幾つかの道具を組み合わせると、何とか人並みに魔法を使えるのよ。まあ、そういう意味ではトリックかしら」

　ナナはそう言いながら、真耶に左腕と拳銃を見せる。実は左腕に内蔵されているものと拳銃の力を同時に使う事で、彼女は魔法を使う事ができるようになるのだ。そんなナナの様子を見た真耶の目がスッと細くなった。

「そうか………確か以前報告があったわ。君の弟で子しが、魔法使いでない者でも魔法を発動させられる杖を使っていたと」

「正解よ。それを銃が溜め込んでいる魔力を使って、私が増幅しているだけ。相変わらず自力では魔法なんて使えないのよ」

　ナナの左腕の骨格には、孝太郎が過去の世界から持ち帰った魔法の杖を変形させたものが使われている。だがこの杖で発動できる魔法は種類が多いものの威力は弱い。そこでナナ自身が魔法でその威力を増幅させる必要があった。しかしナナは魔力を溜める事が出来ない。そこで再び彼女の拳銃、オーヴァー・ザ・レインボゥの出番となる。ナナは魔力を溜められないが、この銃は溜められる。その魔力を流用して、ナナは増幅の魔法を発動させる。これにより杖の魔力に銃の魔力をそのまま上乗せする事が出来、何とか人並みの魔法の威力になるのだった。

「これでほぼ互角か………」

　身体の性能では真耶が上回り、魔法ではナナが上回る。真耶の見立てでは、総合的にはそう大きな違いはない筈だった。

「そのようね」

　ナナも同感だった。この分では戦いは長引きそうに思えた。

「だとしたら、味方がいる私の勝ちよ！」

　しかし真耶は勝利を確信していた。何な故ぜなら彼女は、必要なら自動兵器群を使う事が可能であったからだ。真耶は通信機能を介かいして援軍を求める。すると四機の自動兵器が真耶を守ろうと集まってきた。

「………奇遇ね。実は私にも味方がいるのよ」

「お待たせしましたっ、ナナさんっ!!」

　だがナナにも味方がいた。それは仲間達の治療を終えたゆりかだ。魔法少女と協力者、その役割は入れ替わったものの、およそ一年半ぶりに師弟コンビの復活だった。










　ナナが稼いだ貴重な時間を使って、孝太郎達は何とか体勢を立て直した。しかしそれはエゥレクシスもそうで、妨害装置の調整を済ませた彼かれは自身の機動兵器に乗り込み、孝太郎と対たい峙じしていた。

「………また少し形が変わったようだな、エゥレクシス」

『前のままでは同じ結末になるからね』

「もっともだ」

『さしずめウォーロードⅡといったところかな』

　エゥレクシスの機動兵器は、身長五メートルほどの金属製の巨人だった。この巨人は以前の戦いで使っていた巨人の発展改良版で、細部のデザインが微び妙みように異なっていた。

『だが………今回の改良はあまり自慢出来ない。どれもこれも真耶が持ってきてくれた技術ばかりでね。彼女にはおんぶにだっこさ』

　デザインが違っているのは、魔法と霊子力技術が導入されている為だ。魔法はダークネスレインボゥの最高峰の技術が使われているし、霊子力技術は真耶が交こう渉しようして地底の急進派から提供を受けたもので、やはり最高の技術だ。デザインの違いは僅わずかだが、性能は段違いだった。

「怖こわいのはむしろそれだ。仲間の存在。機体の強弱は大した問題じゃない」

『君に何度も負けて学習したよ』

「一人で出来る事などたかが知れてる」

『うん、私も今はつくづくそう思うよ』

　だが孝太郎が警けい戒かいしているのは、機体の強さよりもエゥレクシスに仲間―――真耶がいる事だった。かつてのエゥレクシスは一見仲間がいるように見えて、その実一人きりで戦っていた。しかしその彼が今、真耶をパートナーとして戦っている。仲間との協調が何を生み出すのか、孝太郎はそれを誰よりもよく知っていた。エゥレクシスの精神の安定ぶり一つをとってもそれは明らかだった。

『コータロー君の方も少し変わったようだね』

「変わっちゃいない。これも借り物だ」

『という事は、非常に危険という事だね』

「一人で出来る事などたかが知れてる」

『ハハハハッ、お互たがいに立つ瀬がないね』

「ああ、情けない話だ」

　孝太郎とエゥレクシスはそこでほぼ同時に剣けんを抜いた。二人とも剣を使っての真っ向勝負を考えている。お互いに小細工が効くような相手ではない事は理解していた。

『桜さくら庭ば先せん輩ぱい』

『はい』

　同時に孝太郎は心の中で晴海に呼び掛けた。すると間かん髪はつ容いれず彼女の声が返ってくる。シグナルティンは孝太郎の手の中で輝いていた。

『先輩はシグナルティンのコントロールに集中して下さい。油断ならない相手です』

『分かりました。御武運を、コータロー様』

　晴海は髪かみを銀色に輝かせ、シグナルティンの魔力を高めていく。本当なら余剰魔力で援護したいところなのだが、それをしているとシグナルティン自体のコントロールが甘くなる。今のエゥレクシスが相手では、一瞬の油断が命取り。晴海にも剣のコントロールに全力を傾けるべきなのはよく分かっていた。

『それではいくぞ、コータロー君！』

「勝負だ、エゥレクシス！」

　その声をきっかけに、二人は前に出た。かつての戦いでは孝太郎の方が動き出しが早かったのだが、今はほぼ同時になっている。これはエゥレクシスの巨人が強化されている証しよう拠こと言えるだろう。

『敵機動兵器の武力行使を確かく認にん。ＧＯＬは攻撃を開始します』

　真っ先に攻撃を始めたのはやはり孝太郎の鎧の追加武装、ガーブオブロードだった。

『右肩部レーザーカノン起動。敵機動兵器への砲撃を開始』

　キュンッ、キュキュンッ

　ＧＯＬはレーザー砲を起動すると、勝手に砲撃を開始した。ＧＯＬの火器管制はティアをモデルに作られているので、非常に決断が早い。より人間的な表現で言い換えると、とても短気なのだ。

「あまり撃ちまくるなよ。厄介な相手だ」

　今のエゥレクシスは剣だけでなく、鎧に関してもエネルギーはシビアに管理しないといけない相手だ。そこで孝太郎は人工知能に釘くぎを刺しておいた。

『………仰せのままに、マイロード』

　ほんの一瞬、返答までに間があった。ティアならふくれっ面になったろう―――そんな事を頭の片かた隅すみで考えながら、孝太郎は巨人に向かって突っ込んでいった。










　孝太郎とエゥレクシスの剣が激突した頃ころ、他ほかの場所でも戦いが始まろうとしていた。暗黒の魔法少女達の中で、もっともせっかちなのはもちろんクリムゾンだ。彼女は自らの敵を見付けると、迷う事無く斧おので斬きりかかっていった。

「この時を待っていたのよっ!!」

「またあなたなのっ!?」

　ガキィッ

　クリムゾンの狙ねらいは静香だった。しかし今度の静香は先さき程ほどとは違い、その攻撃を易々と受け流した。今の静香は半竜半人の形態なので、その程てい度どではやられはしない。だが攻撃を受け流されたというのに、クリムゾンは上じよう機き嫌げんだった。

「やはりこうでなくては！　弱い相手と戦っても楽しくもなんともない！」

　実はクリムゾンはエゥレクシスの妨害装置にあまりいい感情を持っていなかった。敵を弱くして勝つという考え方が気に入らなかったのだ。高い山を登ろうとする時に、山頂を爆破して山を小さくするようなものだからだ。

　静香に巨竜に変身されてしまうと個人の戦いのレベルを超こえてしまうので好ましくないのだが、半竜半人の形態までは変身して欲ほしい。戦いが全すべてだと考えているクリムゾンにとっては、待ちに待った瞬しゆん間かんの到来だった。

「あんたも格かく闘とう家かなら分かるでしょうっ、この気持ちがっ！」

「強敵と戦うのは好きだけどっ、命の取り合いは楽しめないわっ！」

　ヒュゴォッ

　静香は回し蹴りを放ちながらクリムゾンの言葉を否定する。静香も空手をやっていたので強敵との戦いは大好きだ。しかしそれはあくまでお互いの研けん鑽さんの為にやる事であって、相手の道を断つ事が目的ではない。つまるところ静香が好きなのは空手道であって、空手を使った殺し合いではないのだ。

　ガキィッ

「そうっ、それは残念っ!!　でも手は抜かないわよっ!!」

　クリムゾンは静香の蹴りを斧の柄の部分―――つまり魔法の杖つえ―――で受けると、そのまま魔法の詠唱に入った。

「クイックキャスト・ヒートメタルッ！」

「うわっちっ!?」

　杖のうち、丁度静香が触ふれている金属製の補強部分だけが強烈な熱を放ち始める。クリムゾンが使った魔法は金属を自在に発熱させるもので、自分の杖に使うと強度が落ちるのでそう何度も出来る攻撃ではない。しかし接近戦の最中に唐突にやられると非常に厄介な攻撃だった。

「まったく………魔法使いって滅茶苦茶ね」

　静香は慌てて飛び退ると、杖の発熱部分に触れてしまった右足の脛すねのあたりを何度も繰くり返かえし叩たたく。その様子は料理中に熱湯を一滴だけ浴びたような雰ふん囲い気きで、大きなダメージを負った様子はない。静香は火か竜りゆう帝ていの力を宿しているので、触った感覚はともかく、熱では全くと言っていいほどダメージは受けないのだ。

「滅茶苦茶はどっちよ。………でも、そう来なくっちゃ」

　クリムゾンは不敵に笑う。相手が強ければ強い程、勝った時の喜びは大きい。彼女はこの先の戦いが楽しみでならなかった。










　いささか激しい展開で進んでいる静香の戦いに比べると、キリハの戦いはやや穏やかに進行していた。相手が防ぼう御ぎよや強化が得意のダークイエローなので、知性派のキリハとの戦いは自然と知恵比べの色合いが濃こくなるのだ。

「確か、キリハさんと言ったかしら………？　次は何を見せてくれるの？」

「電でん撃げきも対策をされてしまったし………さて、どうしたものか………」

　イエローは防御と強化が得意な魔法使いなので、攻こう撃げき力りよくと防御力は異常に高い。キリハの側の攻撃は殆ど無効化されてしまう上、イエローが使う弓は一いち撃げきで埴輪達たちの防御を突破する。幸運だったのは、イエローがさほど戦せん闘とう技術が高くないという事だった。彼女は基本的に誰かを強くして戦って貰うスタイルだったからだ。

　キリハはそんなイエローの隙すきを見付けて攻撃を繰り返している。例えば直前に行った攻撃は、まずカラマが目からレーザー光線を放った後、コラマが電撃で攻撃するというものだった。こうするとレーザーが空気をイオン化させて電気の通り道を作るので、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうでは守り難い足元を電撃で正確に狙う事が出来る。電撃は大気中では直進しにくいという弱点を補った巧こう妙みような攻撃と言えるだろう。

　だが防御が得意なイエローだけに、一度使った攻撃は二度と効かない。今はもう電撃は通用しなくなっているので、新しい攻撃手段が必要だった。

「来ないならこっちから行くわよ！」

　キリハが攻せめあぐねていると判断したイエローは、弓に矢をつがえた。この弓は彼女の杖が変じたものだが、元々の威い力りよくはそう強いものではない。だが魔法で限界まで強化されているので、今は大砲並みの威力がある。極めて恐ろしい攻撃なのだが、キリハが待っていたのはこの瞬間だった。

「今だっ、やれっ！」

『ホー、ゆりかちゃん直伝っ、毒ガス攻撃だホー！』

『毒ガスはヒーローの技じゃないけど、この際気にしないホー！』

　イエローが攻撃をする瞬間、防御魔法の一部が解除される。キリハはこれまでの戦いで埴輪達にそのタイミングを解かい析せきさせ、この瞬間を待っていたのだ。

「しまった!?」

　イエローが矢を放った瞬間、埴輪達が投げた玉が防御魔法の内側へ飛び込んでくる。玉はそこで猛烈な勢いで白煙を吐き出し始めた。

「このままではやられる！」

　イエローは全方位を防御魔法で守っている。それは裏を返せば、ガスが外に逃にげられないという事でもある。このままでは充満したガスで死ぬ。そう感じた彼女は、咄とつ嗟さに防御魔ま法ほうを解除して難を逃れた。ゆりかが毒ガス攻撃を得意としているので、この対応策は常に念頭にあった。

「………とまあ、このような事をやってみたのだが」

「きゃあっ!?」

　次の瞬間、白煙を通り抜けてキリハがイエローに斬りかかった。イエローは咄嗟に防御するが、霊力を帯びた薙なぎ刀なたであった事と奇き襲しゆうであった事が災いして、完全には防ぎ切れない。そのまま後方に大きく跳ね飛ばされた。

『引ひっ掛かかったホー！』

『姐あね御ごは悪い女だホー！』

「だ、騙だまされた………ただの煙玉だったのね………」

　イエローは慌あわてて身体を起こしながら苦々しくキリハを睨にらみ付つける。そのキリハはその視線を意に介さず、きっぱりと頷うなずく。

「その通りだ。本物の毒ガスなど持っていないからな」

　全てはキリハの策略だった。度重なる攻撃で防御を強化させた後、その内側にガスを充満させる。ダークネスレインボゥにはゆりかの魔法に対する警戒感があるので、あっさりとそれを毒ガスと誤認して防御魔法を解除。あとは無害なガスがイエローの視界を塞いでいるうちに接近、薙刀で一撃する。イエローは完全にキリハの掌てのひらの上で踊らされ、地面に這はいつくばらされたのだ。

「………あなた、良い死に方は出来ないわよ？」

「そうならないよう、早々に汝なんじを倒たおそう」

　キリハは扇子で口元を隠して優雅に笑いながら、隠し持っている本物の毒ガス―――吸うと痺れるだけの代しろ物ものだが―――をどう使おうかと考えを巡らせ始めた。










　重力波による通信が回復すると、ルースは『青騎士』から四機の無人小型戦闘機を呼び寄せた。そして彼女は後方に控え、四機の戦闘機に情報と命令を伝えていく。すると戦闘機達は連れん携けいして敵を攻撃し始めた。

「向こうにも私と同じようなのがいるのね」

　それに対するは召しよう喚かん魔法を得意とするブルー。彼女は魔物を召喚して敵と戦わせるスタイルなので、戦い方がルースとよく似ていた。今も彼女は四体の魔物を召喚し、ルースの戦闘機と相対している。戦闘機と使い魔の激突だった。

　―――しかし魔物達が動どう揺ようしているのは何故なの？　いったい何に怯おびえているの？

　ブルーが不可解だったのは、召喚した魔物達が何故か怯えている事だった。そして意味の分からない言葉を繰り返している。これまでに見た事のない状態だった。

『………ヴァドラだ………まだヴァドラがぜめでぎだ………』

『ごどずぅ………ヴァドラながまごどずぅ』

『ばやぐごどさないどやられる………』

『ごわい………ヴァドラだぁ………』

　その理由は、ルースの方が良く知っていた。魔物達が繰り返す言葉に、ルースは心当たりがあったのだ。

「ファトラ？　もしかして、魔物達の中には当時の生き残りが………？」

　フォルトーゼと地球の時間経過は一致しているが、別の世界であるフォルサリアや魔界とは一致していない。また過去のフォルトーゼから現代の地球へ直接飛ばされた魔物も多い。おかげで彼らの中には孝太郎を直接知っている者が含まれており、ファトラ―――青騎士という単語は彼らの恐きよう怖ふの代名詞となっていたのだ。

「しっかりしなさいお前達！　死にたくなければ戦って勝つしかないのよ！」

　しかしブルーの一いつ喝かつを受けると魔物達は調子を取とり戻もどし始める。彼らにも分かっているのだ。戦って勝つ以外にはないと。何しろ飛ばされた先にまで、青騎士は追ってきたのだから。

「行きなさい、お前達！」

『ぐぅうるぁああぁぁぁぁっ!!』

「来たっ！　オートリアクション、各個に反撃を開始！」

　こうしてルースとブルーの間で、異形の代理戦争が始まった。魔法やレーザーが飛び交い、牙きばや爪つめ、装甲が輝く。その混こん沌とんとした戦いぶりと同じく、戦いの行ゆく方えも混沌の中にあり、結末は誰にも想像できなかった。










　クリムゾンの相棒を自認するグリーンにとって、真希は目の上のたんこぶだった。敵同士になった今でさえ、クリムゾンは真希の事を気にしている。それがグリーンには腹立たしくてならなかった。だから彼女の場合、他のダークネスレインボゥの少女達のように出来れば洗脳された真希を連れ帰ろうという発想にはならない。この場で殺してしまう事を考えていた。

「あなたさえいなければっ！」

　グリーンの憎しみは激しい。クリムゾンが真希と戦った事さえも、彼女の嫉妬を燃え上がらせる材料だった。真希との戦いを終えて帰ってきたクリムゾンは、どこか寂さびしげに見えた。それはこれまでの誰と戦った時にもなかった反応だったので、ずっとクリムゾンを見つめ続けたグリーンにはすぐに分かった。

「何の話をしているのっ、グリーン!?」

「うるさいうるさいっ！　今すぐ殺してあげるわっ!!」

　真希にはグリーンに恨まれる理由が分からない。かといってグリーンにもプライドがあるから、理由を明かす事は出来ない。そしてその事自体もグリーンには腹立たしい。独り相撲になっている事が、彼女自身にも分かっているのだ。

「ファントムブレードッ！」

　グリーンは魔法で半月形の刃を沢たく山さん作り出し真希を攻撃した。この刃は幻げん覚かくであり、情報の集まりでしかないのだが、実際に触れれば斬られてしまう。グリーンは情報系の魔法の達人なので、身体からだに斬られたと誤認させるだけの十分な情報密度があるのだ。

「フェイクヴィジョンッ！」

　これに対して真希が防御に用いたのも幻覚だった。精神系が得意な真希の場合は、精神に直接働きかけ、偽にせの視覚情報を与あたえて目標を混乱させる。予知と現実を見比べて戦うグリーン相手にも有効な防御手段だった。

「ええいっ、こんな事でっ！」

　大きく首を左右に振ふり、グリーンは幻覚を振り払う。だがその時にはもう真希はグリーンが飛ばした刃の攻こう撃げき範はん囲いから抜ぬけ出だしてしまっていた。そのまま真希は大たい剣けんを振りかざしてグリーンに迫せまる。

「ウィンドブレードッ!!」

　真希は前進しながら大剣に魔力を込めると、横薙ぎに大きく振り回した。剣には風の魔力が込められ、実際の剣先よりもずっと遠くまで攻撃が届くようになっていた。

「これでどうっ!?」

「間に合わ―――マジックシールドッ!!」

　仮に攻撃を予知できても、グリーンの運動能力では避よけきれない程に広い範囲を攻撃されると、回避は出来なくなる。剣先はかわせても風の魔法をかわせないと悟さとったグリーンは、咄嗟に防御魔法を発動させて身を守った。

　ビキィンッ

「きゃああぁっ!?」

　だが実力が互角なら攻撃側が有利なのは紛れもない事実。グリーンは真希の攻撃を完全に防ぐ事は出来ず、大きく後方に跳ね飛ばされた。真希はこれを好機と捉え、追撃を加えようとする。

「はっ!?」

　しかし真希は結局追撃を断念し、大きく後ろに飛とび退しさった。すると彼女が進む筈だった方向の地面に、次々と幻覚の刃が突き刺さる。グリーンは身を守るべく幻覚の刃を呼び戻していたのだ。

「………やるわね、グリーン」

「あなたを殺す為なら何でもやってみせるわ！」

　真希の一撃で跳ね飛ばされたグリーンだったが、空中で体勢を立て直して無事に両足で着地する。本来は戦いが得意ではないグリーンだったが、真希への対抗意識が彼女を一回り強くしていた。結果的に二人の実力は拮きつ抗こうしている。この戦いは長引きそうだった。










　仲間達が力を取り戻した事で、ティアの負担は大きく減っていた。おかげで気持ちを自分の戦いにだけ集中させられるようになり、戦いを有利に展開し始めていた。

「くっそー、全然可愛かわいくないぞ、お姫様っ！」

「わらわにも可愛い姿を見せる相手を選ぶ権利がある。それはそなたではない」

「ホントに可愛くないっ！」

　ティアの相手であるオレンジは、悔しそうに地団太を踏む。そうなるのも当然で、彼かの女じよは何度も攻撃を受けて衣装はそこかしこが汚れたり破れたりしている。オレンジは可愛い格好をする事が好きなので、この劣勢の状態はいたく不満だった。

「すぐにやっつけて、可愛い感じで命乞いさせてやるっ！」

「出来るものならやってみるがよい！」

　ティアは不敵に笑うと、手にしたヒートナイフでオレンジに斬りかかっていく。アサルトライフルを連射しながら距きよ離りを詰めヒートナイフで一撃、というのが今のティアの戦い方だった。

　―――優勢にはなったが、まずいのう………。

　表情にも戦況にも余よ裕ゆうがあるにもかかわらず、ティアは内心で少し焦あせっていた。実はここまでの戦いで弾切れが近付いていたのだ。『青騎士』との通信が回復しているのでコンバットドレスの武装セットごと交換してしまえばいいのだが、交換中に無防備になってしまうのがネックだった。オレンジも攻撃をせずに待っていてはくれないし、周囲には自動兵器や兵士の姿もある。この状じよう況きようで武装セットの交換を行うのは自殺行為だ。だからアサルトライフルとナイフを併へい用ようした戦い方は、弾切れまでの時間を引き延ばす為の策でもあったのだ。

「女の子がナイフみたいに物騒な武器使わないでよねっ！　そんなものでやられる方の身にもなってよっ！」

　オレンジは杖でナイフの刃を受け止める。彼女の杖は高価な宝石や布で飾り立てられており、ティアの無骨なナイフとは対極にある武器だった。しかもオレンジが杖を振る度にきらきらと輝く粉が舞い散る。まるでダイヤモンドダストのように美しかった。

「物騒なのはどっちじゃっ！　怪しい粉をまき散らしよってっ！」

　だがこの輝く粉は、オレンジの魔法の産物だった。物の性質を変へん更こうする魔法を得意とするオレンジは、ティアを攻撃する為の罠わなを幾いくつも用意していた。そのうちの一つがこの輝く粉で、触れると火傷やけどをする化学物質だった。

「えぇぇっ、可愛いでしょ!?」

　ティアが輝く粉を嫌いやがっていると感じたオレンジは、芝居がかった動作で杖をティアに向けると、粉を振りかけようとする。

「かかったっ!!」

「えぇぇぇっ!?　なっ、なんなのぉっ!?」

　ティアはそんなオレンジの両手首を掴つかみ、拘こう束そくする。身体には輝く粉がかかってしまっていたが、今はそんな事を言っている暇ひまはなかった。ティアには多少の火傷を覚かく悟ごで、やりたい事があったのだ。

「『青騎士』っ！　武装セット変更っ、アサルトレッドッ!!」

『仰せのままにマイプリンセス』

　それは弾の補給も兼かねた、武装セットの変更だった。オレンジの目の前で、ティアのコンバットドレスは緑から赤へ、指揮官用から強襲用へと姿を変えていく。その意味にオレンジが気付いた時には後の祭りだった。

「しまったっ、騙されたぁっ!?」

「ハハハハッ、可愛いのはそなたであったのうっ！」

「ムカー！」

　オレンジは腕うでを掴まれていて魔法が使えず、周囲の味方はオレンジごとティアを撃うつ訳にはいかない。こうしてティアはまんまと武装の交換を終えたのだった。










　早苗の相手はパープルだった。早苗の霊れい能のう力りよくは人間の限界を大きく逸脱していて、きちんとした対策なしでは、いかにダークネスレインボゥの最高幹部であっても勝ち目は薄かった。そこで白羽の矢が立ったのがパープルだ。彼女は死し霊りよう系、つまり霊力を操あやつる魔法を心得ている。事前にきちんと対策を立てれば、早苗が相手でも十分に戦える筈だった。

「今度はこっちから行くぞ、ぱーぷー！」

　パープルに向かって走る早苗は、まるで後光が差しているかのように輝いている。あまりに量が多い早苗の霊力は、一部が身体から漏れ出して光に転換しているのだ。彼女の霊能力が物理空間に対して干渉を始めている証拠だった。

「地獄の門でどこまでやれるか………アクティベート・プレキャストスペル・サモンアビスゲートッ!!」

「なんなの、これっ!?」

　異様な気配を感じ、攻撃しようとしていた早苗は思わず足を止めた。その気配はパープルの背後に渦巻いている。そこには最初何もなかったが、早苗が気配に気付いた数秒後に黒い点が出現した。やがてその点は大きくなり、黒い渦に変化していく。

「………あれは、よくないものだ………」

　黒い渦はどんどん大きくなり、やがて数メートルの大きさにまで膨れ上がった。中心部分にあった黒点も大きくなり、早苗には既すでに黒い渦というよりも、雑多な悪意が集積して巨大な流れになっているように見えていた。

「あんた………どうしてこんなものを持ち出したりしたの？　これがどういう事なのか、ちゃんと分かってる？」

　パープルが呼び出したものは、自己を最優先し他者を否定する意思の集合。規模はずっと小さいながらも、先日の戦いでタユマが振るっていた力と同種のものだった。

「ちゃんと分かってるわ。地獄の門を開いたの」

「分かってない！　これは普ふ通つうの力とは違ちがうのよっ！」

「分かっているわよ。少なくとも、これがあればあなたの力は対消滅する！」

　パープルの言う通りだった。早苗のまとっている光は、悪意の渦―――地獄の門が開いた時から弱まっていた。早苗の力は前向きな意志と強い生命力から生まれてくるもの。地獄の門から溢れる闇やみとは正反対の力を帯びているのだ。パープルは地獄の門で早苗の力を弱体化させ、その隙に自身の力で早苗を倒そうとしたのだ。

　―――ぱーぷーは分かってない！　こんなものを使っていたら、ぱーぷー自体があの中へ引ひき摺ずり込こまれる！　あの感じ悪いおっさんみたいに！　早く何とかしないと！

　早苗は地獄の門を見ながら、タユマの事を思い出していた。タユマは自分の不幸は全て他人が悪いと言って憚はばからない男だった。小規模ながらタユマと同種の力を使い、他人を呪のろい続ければ、まともな未来は想像できなかった。

「あなたはここで死ぬっ！　私に倒されてねぇっ!!」

「………ぱーぷーが気絶したら、あれも一いつ緒しよに消えるかな………よく分かんないけど、とりあえずやってみるっ!!」

　早苗は両目に強い意志を漲みなぎらせ、パープルに向かって走り出した。早苗はパープルを倒そうなどとは考えていない。大切な仲間達を守り、同時にパープル自身も助けてやりたいと思っているのだ。かつて自分を襲おそった女幽ゆう霊れいとの出会いと別れが、早苗の心の有り様をそのように導いた。そしてその優しい気持ちこそが、地獄の門に対抗しうる大きな力となるのだ。早苗は信じている。愛こそが全てである、と。
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　ナナがエゥレクシスの妨害装置を破は壊かいした事で、孝こう太た郎ろう達とダークネスレインボゥの戦いはほぼ互角の様相を呈ていしていた。だが互角である以上、どちらかが一人でも倒れれば、そこから均衡は崩れていくだろう。双そう方ほうがダメージと疲労を蓄積しているので、その時は刻々と近付きつつあった。

　そして最初に状況が動いたのは、静しず香かとクリムゾンの戦いだった。二人とも極きよく端たんに攻撃力が高いので、体力の消耗やダメージの蓄積が他の者達よりも早かったのだ。

『シズカ、そろそろ魔ま力りよくが切れるぞ！　決着を急がなくては！』

「仕方ないわねっ！　おじさまっ、次で勝負に出るわ！」

　普ふ段だんの状態であれば、静香がクリムゾンに負けるような事はないだろう。火か竜りゆう帝ていの力を振るう静香を倒すには、大型兵器が必要なのだ。だがそれだけに彼女を自由にさせない事が重要で、エゥレクシスはナナの攻こう撃げきで破損した妨害装置を応急修理し、不完全ながらも静香の力を抑おさえ込み続けていた。その結果、静香とクリムゾンの戦いは互角の乱打戦となり、今に至る。静香の体力とアルゥナイアの魔力は限界に近付いている。一気にカタを付ける必要に迫られていた。

「勝負に来るか………そりゃそうか、私もこの有り様だしね」

　静香の様子から次が最後の激突になる事を悟り、クリムゾンは楽しそうに笑った。状況はクリムゾンも似たようなもので、残りの魔力は大きな魔法を一つ二つ撃ったら切れてしまうだろう。勝つか負けるかは判然とせず、本来なら笑っていられる状況ではない。しかし自らを試し、高める事が出来るのは、こうしたギリギリの戦いだ。クリムゾンが望んでいたのは正しくこういう状況だったから、クリムゾンは楽しくて仕方がない。もちろん静香が最後の勝負に出てくるなら、真っ向から受けるつもりだった。

「勝負よっ、クリムゾンッ！」

「望むところよっ、シズカ！」

　二人は同時に前に出た。二人とも距離を詰めて強力な攻撃を放ち、相手を確実に倒す事を狙っている。だがお互いがそれを狙っていると分かっている以上、無策に突っ込んでいくのは愚おろかな行為だった。そこで二人は相手の動きを乱そうと、前進しながら牽けん制せいの攻撃を放った。

「ハアアァァアアァァァァッ!!」

　静香は竜の爪が生えた右手で宙を薙ぎ払う。すると爪の軌跡に沿って真空の刃が生成され、クリムゾンに向かって飛んでいった。

「エクスプロージョンッ!!」

　それに対してクリムゾンが放ったのは、砲撃で使い慣れた爆ばく発はつの魔ま法ほうだった。魔法はクリムゾンと静香の間で発動し、大きな爆発を発生させた。

　ズドムッ

　クリムゾンの魔法が生み出した爆風は静香に襲いかかった。しかし静香に先んじて前進する真空の刃が爆風を切り裂き、その威力を大きく減殺する。おかげで両者の間には、ほぼ無害の爆炎だけが残った。二人はそのまま迷わず爆炎の中へ飛び込んでいく。

「これで終わりよっ!!　おおおぉぉぉぉぉっ!!」

　爆炎の真ん中で、静香は大きく口を開く。するとその奥おくから、強力な熱エネルギーが溢あふれ出だしてくる。現状における静香の最強の攻撃、プラズマブレス。プラズマ化する程ほどまで高温になった、火炎の息による攻撃だった。

「インフェルノファイアァァアァァッ!!」

　クリムゾンは前方に杖を突き出し、唱え慣れた呪じゆ文もんを口にする。エネルギー系の攻こう撃げき魔ま法ほうを得意とするクリムゾンが扱える魔法の中で、最も強力な攻撃魔法。膨ぼう大だいな魔力を一気に解き放ち、熱エネルギーに変換するだけのシンプルな魔法だが、威力は非常に高い。地獄の炎になぞらえられる程だった。

　爆炎が晴れた時、二人は数メートルという近距離で向かい合っていた。そして必殺の攻撃が今まさに放たれようとしている。この状況では、もはや撃つしかない。撃たねばやられるだけなのだ。

　ズドォォォォォォォォォンンンッ

　二人の最後の攻撃は真正面から激突し、大きな爆発を引き起こした。その威力は凄すさまじい。エネルギーの大半が相殺されてなお、堅けん牢ろうなサリアシャールの城の石壁の一部を破壊し、城全体を大きく揺さぶった。もし双方の攻撃が真正面へ向かうものでなければ、この時点で城は崩壊していただろう。

　そして爆発のすぐ傍そばにいた二人は、爆風をもろに浴びて跳ね飛ばされた。そのまま二人は石造りの床に叩き付けられて動かなくなる。壮絶なダブルノックアウトだった。










　この爆風によって直接影えい響きようを受けたのがルースとブルーの二人だった。二人が戦っていたのは静香達の近くだったのだ。おかげで二人は一緒に爆風を浴びたのだが、位置関係の問題でルースの方が爆発に近く、ダメージも大きかった。

『アラートメッセージ、腰部第一モーター破損、左肩部重力式ショックアブソーバー作動不良―――』

「ほ、報告は後で！　すぐに動くようにしてっ！」

『仰せのままに、マイレイディ』

　ルース自身への影響は軽微だった。爆風でショックを受けたのと、耳鳴りがする程度で収まっている。しかし彼女へのダメージを肩代わりした鎧よろいは被ひ害がいが大きかった。ルースが着ている鎧は、孝太郎のものと同じく動力を備えており、高い防御力と機動性を両立している。しかし爆風のダメージで内蔵装置の幾つか動作を停止し、ルースは身動きが取れなくなってしまった。彼女の力だけで動くには、この鎧は重過ぎるのだ。

「………勝った！」

　そんなルースに比べると、爆発からやや遠かったブルーの方はあまり大きな被害はなかった。全く無かった訳ではないのだが、彼女自身も使い魔も動けなくなったりはしていない。おかげで普段はあまり感情の起伏がないブルーが、この時は明らかにそれと分かる笑えみを浮かべていた。気の抜けない消耗戦の中で、ようやく見み出いだした勝機だったから。
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「お前達は戦闘機をっ！」

　ブルーは四体の使い魔にルースの小型無人戦闘機の足止めをさせ、自身は身動き出来ずにいるルースを狙う。

「ティターンフィストッ!!」

　ブルーは立ち上がりかけているルースに対して、得意の召喚魔法で攻撃を仕し掛かけた。召喚魔法で呼び出せるのは生き物ばかりではない。この時ブルーが召喚したのは巨大な岩。ルースの頭上に召喚された巨岩は、重力に引かれて落ちていった。

「いけないっ、歪わい曲きよく場ば緊急展開！」

『アラートメッセージ、エネルギープールが回復していません。歪曲場の強度は通常の三十パーセント以下』

「直撃よりはいいっ！」

『仰せのままに、マイレイディ。歪曲場緊急展開』

　ルースがブルーの呪文の詠えい唱しように気付いてバリアーを展開した直後、巨岩がバリアーを直撃した。岩を落とすだけの単純な技わざだが、巨岩の自由落下が生み出す威力は凄まじい。エネルギー不足のバリアーで防げるような代物ではなく、巨岩が接せつ触しよくした直後にバリアーは崩壊して消え去った。魔法の名前を巨人の拳こぶしになぞらえたのも当然の威力だった。

「上う手まくいってくれたっ!?」

　次の瞬間、ルースは大きく跳ね飛ばされた。しかしこれは巨岩が彼女に命中したからではない。ルースはバリアーを斜めに展開していたので、直上から来た岩の荷重で彼女は真横に押し出された。バリアー崩壊はその直後の事で、ルースは機転を利かせて上手く危機を逃れていた。

「安心している場合っ!?」

　だがブルーの攻撃は終わらない。

「アイスストームッ!!」

「くぅっ!?」

　次なる魔法は氷の礫による連続攻撃。ルースの鎧は直前の攻撃でエネルギーを使い切っていたから、彼女は手にしていたビームソードで身を守るので精せい一いつ杯ぱいだった。

「ぐっ、あぁあっ!!」

　しかし豪雨のように降り注ぐ氷の礫つぶてを剣けん一本で防ぐのは不可能だ。ルースは健闘も虚むなしく、全方位からやってくる氷の礫を浴びて意識を失った。










　静香とルースが倒れると、孝太郎達には大きな動揺が走った。中でも特にそれが大きかったのが、ルースの幼おさな馴な染じみであり主人でもあるティアだった。

「ルースッ!?　おのれブルーめぇっ!!」

　ティアはオレンジと交戦中だったのだが、ルースが倒された瞬間に彼女の意識はブルーの方を向いた。そして速射式のビームライフルでブルーを攻撃し始めた。

「わらわの家臣を傷付けた報いは受けて貰もらうぞっ!!」

　キュンッ、キュキュンッ

　目の前のオレンジを無視して、ブルーを攻撃する。それは上に立つ者としては大きな判断ミスなのかもしれない。だが放置すれば意識のないルースがブルーに止とどめを刺されてしまう恐おそれがあった。だからティアは間ま違ちがいを承知でブルーを攻撃した。ティアはルースと共に生きると決めたから、彼女を見捨てるという選せん択たく肢しは最初から存在しなかった。

「きゃあっ!?　お、お前達っ、私を守りなさいっ!!」

　思わぬ方向から攻撃を受けたブルーは、ビームライフルの連射により呆あつ気けなく防御魔法を撃ち破られた。これに慌てた彼女は、使い魔達を呼び戻すとティアの方へ向かわせる。この状態で再度攻こう撃げきを受ければアウトだった。

「しゃらくさいっ!!」

　ドドドドドドドドッ

　だがティアのコンバットドレスの武装は、単位時間あたりの攻撃力が最も高いアサルトレッドに変更されている。その主武装である二連装の対物砲と、多連装ミサイルの全弾発射は、目の前に立ち塞がった使い魔達ごとブルーを吹ふき飛とばした。

『ミザイル、ミザイル、ヴァドラのミザイルー』

『いやだ、ごわい、ごわいぃぃっ!!』

「きゃあああぁぁぁぁぁっ!!」

　使い魔達はミサイルの発射に気を取られたところを、対物砲で狙ねらい撃ちにされた。彼かれらは魔力を固めて作り出した身体を失い、魔界へ強制送還となった。そしてブルーは使い魔達を回り込むようにして飛来した多連装ミサイルで攻撃を受けた。咄嗟に放った魔法で何発かは回避したものの、最後の一発だけは回避し切れない。ブルーはミサイルの爆発で跳ね飛ばされ、意識を失った。それで即死しなかったのは、当たり所が良かったのと、着ている衣装の防御力の高さゆえだろう。

「アンタの敵はアタシでしょうがぁっ!!　ホント可愛くないっ!!　もう謝っても許してあげないからぁっ!!」

　ティアに無視されたオレンジは、心底腹を立てていた。オレンジは可愛らしさを追求している関係上、無視されるのが何よりも嫌きらいだった。だから彼女は、普段なら使わないような魔法の使用に踏み切った。

「ディクリーズオキシゲンッ!!」

　この魔法は特定の範はん囲い内にある酸素の量を僅わずかに下げるというだけのシンプルな魔法だった。だがそのシンプルさに反して、人間にとっては非常に危険な魔法だった。

　人間は呼吸で酸素を取り込み、体内を循環させている。その濃度がほんの少し変化しただけで、吐き気を催したり、意識を失ったりする。しかもそうなってしまうその時まで、自覚症状は殆ほとんどない。だからティアは自分が攻撃された事に気付く事さえなく、あっさりと意識を失った。

「まったくっ、失礼しちゃうんだからっ」

　簡単で強力な魔法であるにもかかわらず、オレンジは普段この魔法を使わない。その理由は、地味過ぎて可愛くないからだ。オレンジの願望は可愛さの追求。この魔法の使用はその願望に反する。本気で怒った時にしか、使われない魔法だった。










　ティアが倒れたのに前後して、別の場所でも一つの戦いに決着が付こうとしていた。それは真ま希きとグリーンによる戦いだった。

「クリムゾンッ!?」

　グリーンは予知能力があるので、クリムゾンが倒れる事に直前から気付いていた。

「こんな事をしている場合じゃないのにっ！」

　だが彼女は真希と交戦中であったから、クリムゾンを助けに行く事が出来ない。グリーンは真希の大剣を掻かい潜くぐりながら、苛いら立だちを募らせていた。

「何の話をしているの、グリーンッ!?」

「うるさいっ、何もかもあなたのせいよっ!!」

　そしてグリーンはその苛立ちを原因である真希本人に向かって叩たたき付つける。グリーンは真希が気に入らなかった。先日の戦いでは、クリムゾンは真希を助けに行って怪け我がをして帰ってきた。孝太郎達と交戦した際に撤てつ退たいする時も、クリムゾンは真希と戦ったと言っていた。クリムゾンは明らかに真希に対してダークネスレインボゥの仲間という以上の感情を持っている。それはグリーンに対する以上にだ。その事がグリーンを苛立たせ、真希に対する敵意を増ぞう幅ふくしていた。

「駄だ目めよクリムゾンッ!!」

　ズドォォォォォォォォォンンンッ

　そしてクリムゾンと静香の最後の攻撃が激突して大爆発を起こすと、グリーンは完全に冷静さを失った。倒れたクリムゾンの元へ駆けつけなければと、彼女の頭の中はそれで一杯だった。

「何なのっ、笠かさ置ぎさんっ!?」

「そこをどきなさいっ、ネイビーィィィッ！」

　真希も爆発を聞いた段階で静香の異常に気付いた。だが真希が正確な状況を把握する前にグリーンが突進してきたので、真希はグリーンの方に注意を向けざるを得なかった。もし真希が静香やクリムゾンの状況を正確に理解していたら、きっと彼女の対応も違っていただろう。

「ミラージュブラスト！」

「さっきからグリーンの様子がおかしい………でもこれならっ!!」

　グリーンは予知能力のおかげで非常に防ぼう御ぎよが得意で、カウンターを主体として戦う。だが反対に自分から攻撃を仕掛けてしまうと、自分の行動が未来に干渉して予知が不正確になってしまう。今がまさにそんな状態で、グリーンの攻撃と防御はいつになく隙すきだらけだった。真希はその隙を逃がさず、飛来する攻撃魔法の光線をかわすと、グリーンに向かって大剣を振り下ろした。

「邪じや魔まをしないでぇっ！　どうしていつもいつも私の邪魔ばかりするのよぉっ！」

　グリーンは懸けん命めいに身を守ろうとするが、回避も防ぼう御ぎよ魔ま法ほうも間に合わない。基本的に彼女の身体能力はそれほど高くはないのだ。

「私のクリムゾンを独り占めしないでよぉっ！」

「グリーン、あなた―――」

　ガッ

　その瞬しゆん間かん、真希の大剣がグリーンに命中した。大剣の刃は魔力を固めて作ったものなので、命中した瞬間エネルギーを解放、グリーンを弾はじき飛とばした。

「―――そこまでクリムゾンを想おもっていて、どうして他ほかの人間を想えないの？　あなたの目には、他の未来は見えなかったの………？」

　グリーンは倒たおれ伏したまま動かない。戦いに勝利した真希だったが、その表情は決して明るくない。グリーンがかつての自分と同じように孤こ独どくの殻を破れずにいる事が、悲しくてならないのだった。










　早さ苗なえとパープルの戦いは非常に激しいものだった。パープルの死し霊りよう魔ま法ほうは魔法で霊れい力りよくを操る形式なので、単純な力比べであれば魔法を介さずに霊力を振るう早苗の勝ちだっただろう。だがパープルが地獄の門を開いた時から、結末は読めなくなった。早苗の霊力が門から溢れる悪意の混沌と対消滅を起こし、早苗の力を削そいでいたのだ。

「ぱーぷー、そんなものを使って戦ったらどうにかなっちゃうよっ!?　早くその門を閉じてっ!!」

　普段の早苗は霊力で弓矢を作って戦うが、今は手足に霊力を溜ためて格闘攻撃という方法で戦っている。霊力を矢にして飛ばすと、飛んでいる間に地獄の門の影響を受けて急激に威い力りよくが落ちる。そこで霊力を飛ばさず、接せつ触しよく距きよ離りで使う方法を選んだのだ。

「閉じてくれるんなら、その分だけあたしが弱くなってもいいからっ!!」

「馬ば鹿かにしてっ、今すぐあなたを殺せば済む事よっ!!」

　パープルの戦い方は従来と変わらない。死霊を呼び出して早苗にけしかけ、その隙に自身も呪文で攻撃する。だが地獄の門の存在がパープルを強くし、早苗を弱くしている。おかげでパープルは相対的に早苗と同等か、それ以上に強くなっていた。

「だからそれじゃ駄目なんだってっ、どうして分かんないかなぁっ!!」

「あなたには分かっていないのよっ！　この渇かつ望ぼうの深さがっ！」

　しかもパープルの力は少しずつ増大し続けている。地獄の門はパープルの悪意を吸い上げて大きくなり、門からより多く溢れ出すようになった力がパープルを強くするのだ。早苗はその事を危惧していた。それはパープルが強くなる事を危惧しているのではなく、彼女が破滅する事を危惧していたのだ。

「どうしたら分かってくれるんだろっ!?」

　早苗はパープルを説得する方法を考えながら、目の前にやってきた死霊を殴り付ける。パープルが召しよう喚かんした死霊は二体なので、早苗はそのまま身体を半回転させて蹴りを放つ。そして真後ろにいたもう一体の死霊を蹴り飛ばした。

『ガッ、グルゥゥゥゥゥ』

『ガアァァァァァ、アァァァッ』

　早苗はかなりの霊力を込めて攻撃したのだが、死霊達たちを倒すには至らなかった。増大したパープルの力が、死霊達をも強くしていたのだ。そして攻撃してくるのは死霊達ばかりではない。早苗が死霊達の相手に忙殺されている時こそ、パープルが攻撃を仕掛けるチャンスだった。

「ソウルエナジーストライクッ!!」

　霊力を操る魔法は、紫むらさき色いろの光を放つ。だがその光は数秒と経たたないうちに、紫から黒へと変色していく。これは地獄の門による干渉だった。それに合わせて呪文の効果も変質していく。霊力を叩き付ける攻撃魔法だったものが、相手の魂たましいを喰くらう邪じや悪あくな魔法へ。威力だけでなく、本質までが変化していた。

「駄目だって言ってるのにぃぃぃぃっ!!」

　早苗は全力で霊力を集中させて身を守りながら、必死でパープルに呼び掛ける。パープルには自覚がなかったが、彼女の魂にも魔法と同じだけの干渉があった。霊視が得意な早苗には、パープルの魂が変色していくのが見えていた。そしてそれこそが、早苗が危惧していた問題だった。

　―――どうしたらぱーぷーを止められるの!?　このままじゃあの人、自分で自分の魂を喰い尽くしちゃう!!

　今のパープルの様子は、かつて戦った女の死霊とよく似ていた。パープルに女死霊と同じ道は歩ませられない。何とかその魂を破滅から救い出したかった。

『………お嬢ちゃん、俺おれの声が聞こえているかい？』

「えっ!?」

　そんな時だった。早苗の耳にどこからともなく男性の声が届いた。だがそれは音として届いた声ではなく、霊波の震動として届いた声だった。

「おじさん、だっ、だれっ!?　どこにいるの!?」

　早苗は霊力の盾でパープルの攻撃魔法を何とか防ぐと、周囲に視線を巡らせて声の主を捜す。すると再び声がして、早苗を呼んだ。

『ここだ。今は君の傍にいる』

　声の主は自分から早苗のすぐ近くまでやってきていた。だがその身体は半透明で向こう側が見えている。若い男性の姿をした幽霊だった。彼はパープルと戦う早苗に合わせて移動しながら、早苗に話し続けた。

『君に力を貸してほしいんだ』

「おじさん、こんなとこにいたら危ないよ！　吸い込まれちゃうから早く逃にげて！」

　早苗は死霊とパープルの攻撃をかわしながら男性の幽霊に逃げるよう促す。この幽霊が何者であれ、地獄の門のすぐ傍にいて良い事は何もない。早苗が見たところまともな幽霊なので、特に逃げて欲しかった。

『そういう訳にはいかない。俺は真ま理り奈な―――今はパープルと名乗っているあいつを、助けてやらなきゃいけないんだ』

「どういう事っ!?」

『あいつは俺の女なんだ。そして死んだ俺を生き返らせようと必死になってる。だが俺は沢たく山さんの犠ぎ牲せいを払ってまで生き返りたいとは思わない。そんな事をしたって、幸せにはなれないからだ』

　パープル―――真理奈が沢山の命を犠牲にして彼―――海かいを生き返らせたとしても、その人生には計り知れない後こう悔かいと罪が付いて回る。だから海はその状態で幸せな人生が歩めるとは思えなかった。新たな破滅の始まりにしか見えなかったのだ。

「だから止めたいんだよね？」

『そうだ。だが今のあいつには俺の声が届かない。だから君に力を貸して欲しいんだ』

「ちょこまかと逃げ回ってっ!!　死になさいっ、小娘っ!!」

　今のパープルには恋こい人びとの姿が見えていない。早苗を殺そうと躍やつ起きになるあまり、そのすぐ傍にいる浮遊霊が何者かなど考えてもいない。きっと早苗への攻撃に巻き込まれて消滅させてもパープルは気付かないだろう。

　海は命を落としてからずっとパープルに呼び掛け続けていた。だが強い喪失感に支配されたパープルは彼の呼びかけに耳を貸さなかった。海も生き返って自分と共に幸せになる事を望んでいる筈はずという考えに取とり憑つかれて心を閉ざし、本物の海の存在すら感じ取れなくなってしまっていたのだ。

『俺の声をあいつに届くようにして欲しいんだ。俺の声があいつに届けば、あいつだって分かってくれる！』

　海の願いはただ一つ。パープルを、最愛の真理奈を破滅から救い出す事。ただそれだけを願って、早苗の前に姿を現したのだ。

「分かった、やってみる！」

　海の願いは早苗にも理解できるものだった。大好きだから助けたい、そのシンプルな願いは早苗には大いに共感できる。だから早苗は迷わず協力を申し出た。

『上手くいけば、君の力で地獄の門を閉じられるかもしれない』

「そうだね、頑張ろうおじさん！」

『ああ！』

　そしてもし海の言葉がパープルに届けば、負の感情が弱まって地獄の門が弱体化するかもしれない。そうなれば早苗の正の霊力を注ぎ込む事で門を閉じられる。これは気持ちだけでなく、作戦としても正しい選せん択たくと言える筈だった。










　オレンジはティアを倒した事で、自由に行動できるようになった。そこで彼かの女じよは一いつ旦たん動きを止め、何をしたら一番効果的なのかを考え始めた。

　―――えっとぉ、倒れた敵の止めを刺すとかぁ、気絶してるクリムちゃんやブルりんを起こすとかぁ、誰だれかの手伝いをするあたりかなぁ………？

　すぐに思い付いたのは倒れた敵を殺す、倒れた味方を起こす、苦戦している味方を援護する、の三つだった。その中で急を要するものは三番目の味方の援護。そこで彼女は誰を援護しようかと視線を巡らせた。

「イエローちゃんは勝てなくてもしばらくやられそうにないかな。真ま耶ややんや坊ちゃまはほっといて大だい丈じよう夫ぶ。あとはグリグリとパープル―――だったらグリグリかな？」

　幾つかの戦いの中で、オレンジが危ないと思ったのがグリーンの戦いだった。グリーンは妙みようにヒートアップしていて、真希を殺そうと躍起になっていた。またグリーン最大の武器である予知があまり機能していないようにも見えた。そして何より、今のグリーンは可愛くなかった。そこでオレンジはグリーンの援護へ向かう事に決めた。

「まったくもぅ、グリグリは世話が焼けるなぁ………って、あれぇぇぇっ!?」

　だがここでオレンジはある事に気が付いた。そしてそれが大問題であったが為ために、オレンジはグリーンの援護を諦あきらめ、蒼白な顔で慌あわててパープルを呼んだ。

「パープルッ、おかしいよっ!!　あの眼鏡の可愛くない子がいないっ!!」

「なんですってぇっ!?」

　オレンジが気付いたのはクランの不在だった。孝太郎達が城へ侵しん入にゆうしてきた時には確かにクランも一緒だった。警備用の魔法でその姿を確かく認にんしている。だが三階で戦い始めた時には既にその姿はなかった。そうでなければ戦いは違う展開だった筈なのだ。クランは地下水道から地下三階までのどこかのタイミングで姿を消した。そこには何か、特別な事情がある筈だった。

「オレンジッ、眼鏡の子の狙いは制御装置よっ！」

「そっかっ、騙だまされたっ!!　こいつら全部囮おとりだったんだぁっ!!」

　クランがいなくなったのは、ダークネスレインボゥが戦争に使っている自動兵器群のコントロールを奪うばう為だった。孝太郎達が幹部達を引き付けている間に、自動兵器群の制御装置を乗っ取れば戦いは終わるのだ。

「気付かれたぞ!!　急げ、クランッ!!」

『分かりましたわっ！』

　孝太郎の通信機の向こうで、クランがハッキング作業の速度を上げた。ここからは慎しん重ちようさよりも速さが重要な局面だった。

　ダークネスレインボゥ側は予知が使える。だからクランはキリハの指示に従って、制御装置を発見した後もしばらく何もせず、姿を消したままただ時が過ぎるのを待っていた。グリーンの予知は近い未来しか見えないので、姿を消して何もしなければ、城内の異常を予知されても何の問題もない。そして一いつ旦たん孝太郎達の戦いが始まってしまえば、グリーンは他の場所を予知する余よ裕ゆうはなくなる。クランが動き出したのはそこからだった。

「オレンジッ、すぐに研究室へ向かって！　制御装置から敵を引き離すのよっ！」

「分かったっ、行ってくるっ!!」

　自動兵器の制御装置の重要性は、オレンジもよく分かっている。そして今のところ自由に動けるのはオレンジのみ。彼女がクランを止めなければ、レインボゥハートとの戦争は敗北する。急がねばならなかった。

「そうはいかないわよっ、オレンジ！」

「ネイビーちゃんっ!?」

　だがそんなオレンジの前に真希が立ちはだかった。オレンジはグリーンの援護を諦めたので、真希がそのまま勝利を収めたのだ。

「もぅっ、意地悪しないでよネイビーちゃぁんっ!!」

「この先には行かせないわよ！」

　仕方なくオレンジは杖つえを構え、真希と対たい峙じした。急いで真希を倒さねば、ダークネスレインボゥは破滅するだろう。ダークネスレインボゥは優勢から一転、大きな危機を迎むかえていた。










　早苗と海の計画は単純だ。まず海に早苗の霊力を注ぎ込んで物理的な声を出せるようにする。その状態で海はパープルの方へ向かい、早苗は地獄の門へ向かう。海がパープルを説得し、早苗が門を閉じる。そういう計画だった。

「やるよ、おじさん！」

『頼たのむ！』

　早苗が霊力を注ぎ込むと、海の姿はどんどんはっきりしていく。やがて彼の霊体は人間の目でも見える程の密度となり、その副産物として音としての声を発する事ができるようになった。

「なっ!?」

　これに驚おどろいたのはパープルだった。死んでしまった最愛の人物が、戦せん闘とう中に生前の姿で突とつ然ぜん目の前に現れれば誰だって驚くだろう。冷静沈着で思慮深い彼女も、これは完全に予想外だった。

「ありがとうお嬢ちゃん！　あとは手筈通りに！」

「うんっ、頑がん張ばってね、おじさんっ！」

　そして早苗と海は予定通り二手に分かれた。早苗は地獄の門へ向かい、海はパープルのもとへ向かう。二人にはそれぞれに果たすべき目的があった。

「こんなものがあるからいけないんだっ！」

　早苗は地獄の門に向けて自分の霊力を放つ。地獄の門の力を少しでも弱める事が出来れば、パープルに流れ込む邪悪な力が減少し、海の声がパープルに届とどき易やすくなるだろう。そして海の声が届けば、パープルの悪意が減って門の力が弱まる。そうやって相互に干渉し合う事で、二人はそれぞれの目的を果たそうとしていた。

「真理奈、もう止やめるんだっ！　こんな事をしても俺達は幸せになれないぞっ！」

　パープルに駆け寄った海は、彼女に向かって必死で訴うつたえた。これまで伝えたくても届かなかった、海の願い。今こそそれをパープルに届ける時だった。

「嘘うそよっ！　私があなたを生き返らせれば、私達は幸せになれるっ！　結けつ婚こんして子供を産んで二人で育てて―――絶対に幸せになれるわっ、そうでしょうっ!?」

　パープルは頑かたくなだった。幾いくら海自身が否定しようとも、今日までパープルを支えてきたのは彼を生き返らせて幸せになるという強い想い。自分が立つ土台を突き崩すような言葉は到とう底てい受け入れられなかった。

「俺一人の為に何人を犠牲にするつもりなんだっ!?」

「何人でもよっ！　海っ、あなたを生き返らせられるのなら、何人犠牲にしたって構わないわっ！」

「馬鹿を言うな真理奈っ!!　そうやって俺達が犠牲にする者達の中に、俺達のような人間がどれだけいると思う!?　一体、何人の俺達を生み出すつもりなんだっ!?」

　海の願いはそこに尽きた。自分達が幸せになる為に、自分達のような境遇の人間を大量生産していては元も子もない。それで仮に海と真理奈が結婚できたとしても、膨れ上がり連鎖した悪意は必ずより大きな不幸を招く。生いけ贄にえの家族が復讐に来くるかもしれない。あるいは真理奈の蘇そ生せい魔ま法ほうを狙うかもしれない。レインボゥハートを倒した後の力だけが支配する世界で、海と真理奈が望んだような幸せが手に入る筈はない。二人は間違いなく、血の海の真ん中で生き続ける事になる。そんな人生を、海は幸せだとは思わなかった。

「分かったわっ！」

「真理奈っ、分かってくれたか！」

「海っ、あなたはあの子に操あやつられているのねっ!?　そうなんでしょうっ!?　待っていて海、今すぐあの子を殺して、自由にしてあげるからぁっ!!」

「真理奈っ!!」

　パープルは海の言葉に反論できなかった。海の言葉が正しい事は、彼女も心の底では分かっているのだ。でもそれを受け入れられなかった。海を生き返らせたかったし、その為に費やした年月を無む駄だには出来なかった。そして海が自分の考えを否定しているという現実自体も受け入れられなかった。

　だからパープルは逃げ道を探した。そうして見付け出した逃げ道こそが、海は早苗の霊れい能のう力りよくで操られているという考え方だった。パープルを愛している海が、パープルの意見を否定する筈がない。なのにそれをするのは、早苗がそうするように命じているから。海は意思を捻ねじ曲まげられ、早苗の道具にされている。そう考えれば、パープルは自分の生き方が間違っていると認めずに済むのだ。

「愛してるわ海ぃっ!!　敵を全すべて滅ほろぼして、あなたを蘇よみがえらせるわぁっ!!」

「やめろっ、それ以上やればお前は―――」

　海の身体からだが唐突に実体を失う。パープルの悪意が増大し、それと同じ分だけ地獄の門の力が増していた。海の言葉をこれ以上聞きたくないというパープルの弱さが、彼の実体を掻き消し言葉を封ふうじ込めてしまったのだ。

「きゃああぁあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　そして増大した地獄の門の力は、門を閉じようとしていた早苗にも襲おそいかかった。門から溢れ出た悪意の混こん沌とんは霊力を介かいして早苗の魂に逆流していき、彼女の意識を奪い去ってしまった。

「ふふふ………邪魔はさせないわ………何もかも全て滅ぼして、海を蘇らせるの………ふふふふ、あははははははははっ!!」

　早苗と海の思おも惑わくとは逆に、パープルは悪意と邪悪な力を増大させていた。パープルは邪魔をする者は誰であれ滅ぼすつもりでいる。手始めにクラン。パープルと海の幸せの為には、戦争に勝たねばならない。多くの人間の命を、奪わねばならないのだった。










　パープルはクランを倒すべくホールを走り去った。パープルが早苗と戦っていた時の様子は尋じん常じようではなかったから、孝太郎はこのままではクランが危ないと考えて後を追おうとした。だが、敵も易々とそうさせてはくれなかった。

「君の相手は私の筈だぞ、コータロー君！」

「エゥレクシスッ！」

　孝太郎の前にエゥレクシスの巨人が立ちはだかる。孝太郎はこれまでエゥレクシスと戦っていたが、未まだ倒すには至っていない。魔ま法ほうと霊子力技術で強化された新たな巨人は、これまでとは別の次元の強さを誇ほこる。また巨人の周囲には多くの自動兵器の姿がある。シグナルティンとＧＯＬの力をもってしても、簡単に倒せる相手ではなかった。

「お前も分かっている筈だっ、このままだとパープルはただでは済まないぞ！」

　孝太郎は両手でシグナルティンを構えると、エゥレクシスの巨人に斬きりかかる。

　ガキィンッ

　だがエゥレクシスは巨大な剣でシグナルティンを受け止めると、孝太郎に向けて両肩に装備されたビームショットガンを発射する。

「もちろんだっ！　我々は自らのリスクを覚かく悟ごの上で戦っている！　世界を変えようというのだっ、危険を恐れて止まる筈がなかろうっ!?」

　キュキュゥンッ

「ええいっ!!」

　孝太郎は巨人のビームショットガンをＧＯＬのバリアーで防ぎながら、一旦後方に退避する。するとその孝太郎とすれ違ちがうようにして、後方から強烈な電でん撃げきが巨人へ向かって飛んでいく。それは晴はる海みが放った攻こう撃げき魔ま法ほうだった。彼女は先さき程ほどからずっと、孝太郎の援護を続けていた。

「仲間がどうなってもいいのかっ!?」

「だからこそ戦うんだ!!　それが私と仲間達の望みなのだからなっ!!」

　だが晴海の電撃は巨人の眼前で拡散して消える。巨人の前に集まってきた数体の自動兵器が、連れん携けいしてバリアーを張って巨人を守ったのだ。巨人だけでなく、自動兵器を連携して戦わせる装置―――ＲＴＳも、かつてより大幅に強化されている。おかげで巨人は個としては孝太郎に及およばずとも、自動兵器を従えた一つの集団としては孝太郎に劣おとらない。そんな巨人を一気に倒し、パープルを追うのは困難だった。

　また六畳間の少女達の多くが、孝太郎と同じようにパープルを追えないでいた。クリムゾンとブルー、グリーンの三人は倒れていたが、まだオレンジとイエロー、真耶が健在。多くの兵士と自動兵器を従えた彼かの女じよ達は、やはり簡単に倒せる相手ではなかった。

「まずいです、このままではクランさんがやられて、戦争が止められなくなります！」

　この戦いの指揮を執とるゆりかは焦あせっていた。クランは直接的な戦闘はそれほど得意ではなく、しかも今は自動兵器の制御装置のハッキングに集中しているだろう。対するパープルは普ふ段だんの彼女とはかけ離はなれた、何か異質な力を感じさせる。そんなパープルに急襲を受ければクランが負ける可能性は大きかったし、負けなくてもハッキングが大幅に遅れる。いずれにしろレインボゥハートが敗北する可能性は高かった。

「こうなったらなりふり構っていられないわ！　ゆりかちゃんっ、ここは私に任せてパープルを追って！」

　この危機的な状じよう況きように際し、ナナは自分が敵を引き受け、ゆりかにパープルを追わせようと考えた。

「でもナナさん一人じゃ、真耶さんの相手は無理です！」

　ゆりかとナナは二人で協力して、真耶と戦っていた。真耶もエゥレクシス同様に多くの自動兵器を従えており、二人がかりでようやく戦えていた状況だった。だからゆりかはナナを一人で置いていく事に大きな抵てい抗こうがあった。

「ナナ、弟で子しの方がよっぽど状況をよく分かっているみたいね」

　真耶はナナを嘲あざ笑わらう。いくらナナが天才であっても、一人だけでは真耶と自動兵器群を相手に出来る筈がない。それが出来たのは魔ま法ほう使つかいであった頃ころのナナぐらいだろう、真耶はそう感じていた。

「実は奥おくの手があるのよ」

　ナナは苦く笑しようしながら肩を竦すくめる。そうしながら、彼女は人工四肢のコンピューターを呼び出した。

「奥の手ですって？」

　真耶の目がスッと細くなる。真耶の経験上、ナナがこの顔をした時は要注意だ。侮あなどっていると酷ひどい目に遭わされるのは、この手の顔をしている時だった。

「色々な意味でやりたくない手なんだけどね。………最終安全装置解除」

『その命令の実行には、解除コードが必要です』

「魔法少女レインボゥナナ、レイディアントエンジェル」

『コード承認、最終安全装置を解除します』

　ナナがコンピューターに命令を下した直後、彼女の身体は七色の光に包まれて眩まばゆく輝かがやき始めた。七色の光はナナの身体の中から溢あふれ出だしてきたもので、輝きはどんどん強くなっていく。

「………それが奥の手？」

「ええ」

「随ずい分ぶん派手じゃないの」

「それもやりたくなかった理由の一つよ」

　ナナの身体には三つのリミッターがかけられている。

　一つ目のリミッターは身体の性能を人間と同じにする為のもので、戦闘モードに切きり替かえると同時にこのリミッターは解除される。

　二つ目のリミッターは必要以上の力を発揮して機体の破損を防ぐ為のもの。これは真耶の身体にもついているリミッターで、既すでにナナも真耶も解除していた。

　最後のリミッターは、たった今ナナが解除した最終安全装置だ。この最終安全装置は人工四肢がナナを殺してしまわないように設置されている。あまりに早く動いたり、あまりに多くの霊力を使ったりすれば、ナナの生身の部分が大きなダメージを受ける。場合によっては死んでしまうかもしれないから、制限が必要だった。ナナの新しい身体には、そこまでの力が備わっているのだ。

　そしてナナは今、全ての制限を解き放った。彼女は自らの身の安全を放ほう棄きしてでも、ゆりかにパープルを追わせるべきだと考えた。彼女の身体から溢れ出している七色の光はその証あかしでもある。完全な人間の姿をしていては冷却や吸排気が間に合わないから、身体の幾つかの部分を開いて内側を露出させている。光はそこから漏れてきているのだ。
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「行きなさい、ゆりかちゃん！　ここは私が何とかするわ！」

「はっ、はいっ！　後は頼みますっ、ナナさんっ！」

　強制排気で髪かみをなびかせ、七色の光で煌こう々こうと輝くナナの姿。そして強い決意を宿す澄んだ瞳ひとみ。それがゆりかに、一年半前にナナがダークネスレインボゥとの決戦に臨のぞんだ時の事を思い起こさせた。ナナはあの時、こんな顔をして戦いに臨んだ。そして重傷を負いながらも、勝利して帰ってきた。その記き憶おくがゆりかの背中を押した。ナナは勝つ。ゆりかはそれを信じて、パープルの後を追ってホールを飛び出していった。

「なるほどね………心配が必要なのは君じゃなくて、弟子の方だったという訳ね」

　真耶はゆりかが何をするつもりなのかを知った上で、あえて何もせずに行かせた。その理由はただ一つ。目の前にいるナナから少しでも目を離せば、自分がやられてしまうと考えての事だった。そして真耶は慎重にナナの様子を観察しながら、自らもジェネレーターの出力を引き上げて藍あい色いろの光を放ち始めた。

　キィィィィィィィン

　真耶とナナ、二人の人工四肢に内蔵された動力が唸うなりを上げ、それぞれの姿を輝かせている。動力の咆ほう哮こうは心臓の鼓動のように、二人の闘志の高まりをそのまま表していた。

「それは違うわ、真耶。あなたはゆりかちゃんの凄すごさを知らないのよ」

「凄さ？　あの臆病者の？　確かに凄い臆病者だろうけど………」

　真耶はゆりかに対してあまりいいイメージを持っていない。ナナとの戦いの時はただの足手まといだったし、少し前に戦った時もそれほど目立った存在ではなかった。

「………真耶、ゆりかちゃんが私の弟子だったのは知っているわよね？」

「誘ゆう拐かいしたんだから当然でしょう？　最初は協力者だったらしいわね」

「私とゆりかちゃんが出会ってから、どのくらい時間が経っていると思う？」

「アークウィザードになったんだから、修行だけでも五年はかかる。役目を引ひき継ついで一年半なんだから六、七年ってところでしょう？」

　真耶が真希を後こう継けい者しやとして鍛え上げるのにかかったのが四年半なので、この数字の信しん頼らい性は高い。非常に妥当な結論だった。

「そう思うでしょう？　ところが私とゆりかちゃんが出会ってから、まだ三年も経っていないのよ」

「そんな馬鹿なっ!?　たったそれだけの期間で、あの子はアークウィザードになったっていうの!?」

　真耶は驚きに目を見張る。出会ってからまだ三年なら、その修行期間はナナのそれよりも短いという事になる。天才と呼ばれたナナよりも早かったという事が、何を意味するのか。真耶はその答えが分かっていたが、感情はその結論を否定した。

「そう………ゆりかちゃんが修行に使えた時間なんて、一年くらいしかなかった。しかも既に十四歳で、修行を始めるには遅すぎた。なのにゆりかちゃんはアークウィザードになった。そしてあの臆病さを差し引いてもなお、レインボゥハートの上層部はゆりかちゃんをアークウィザードと認めざるを得なかったの」

「まさか………」

　だが真耶にも確かに思い当たる節はあった。これまでゆりかが全体的に活躍する場面はなかったのだが、時折驚くほど大きな魔法や賢かしこい戦法を使う事があった。上位存在を召喚したり、毒や酸の魔法で真希を苦しめたりといったものだ。それが偶ぐう然ぜんの産物ではなく、表に出て来ていない才能の片へん鱗りんであったのなら―――それを想像した真耶の背筋に冷たいものが走った。

「そのまさかよ。本当の天才はね、ゆりかちゃんなの。けれど彼女には愛と勇気が足りなかったから、その凄さが敵であるあなた達には分からなかった」

　どれだけ凄い魔法が使えても、守るべきものと、それを守り続ける意志がなければ、宝の持ち腐れでしかない。ゆりかにはその素す晴ばらしい才能を十分に生かすだけの心が備わっていなかった。心の弱さが才能を眠らせてしまっていたのだ。

「そしてこの一年半余りの時間が、ゆりかちゃんの心を鍛えた。今のゆりかちゃんは、愛と勇気を十分に備えている。断言するわ、真耶。ゆりかちゃんはいずれ、歴代最強のアークウィザードと呼ばれるようになるわ」

　今日までの幾いく多たの戦いがゆりかを鍛え、愛と勇気を身に付けさせた。その結果、ゆりかはこれまで眠っていた才能を発揮し始めている。そして全ての才能を開花させたその時こそ、ゆりかはかつてのナナをも超えた偉大な魔法少女になるだろう。ナナはそれを確信しているのだった。










　孝こう太た郎ろう達が最も優先すべきは、ダークネスレインボゥの最高幹部達を倒す事ではない。ダークネスレインボゥとレインボゥハートの正面激突を防ぐ事だった。その為にはダークネスレインボゥが使っている自動兵器群の制御を奪うのが最も効果的だ。そこでキリハが考えたのは、孝太郎達が陽動をしている間に、クランが制御装置を見付けてハッキングするという作戦だった。

　もちろんグリーンの予知対策が必要なので、クランは自身のステルス技術で姿を消して行動し、孝太郎達の方はルースがクランの立体映像を表示していた。そしてクランは制御装置を発見してからも、しばらく姿を消したまま何もしなかった。孝太郎達がパープル達と戦い始めれば、グリーンは戦闘の予知を始めるので、城の監視の為の予知が緩む筈なのだ。また戦闘が始まれば、ルースはクランの立体映像をさりげなく消す。戦闘中に何もしないでうろついているクランは不自然だからだ。何もしないクランの不自然さと、クランの不在、戦闘中に敵が気付き易いのは恐おそらく前者だろう。

　クランが行動を開始するのは、彼女が身に着けているコンピューターのセンサーが城内の戦闘音をキャッチした時からだった。彼女は警備要員を排はい除じよした後、ハッキングを開始した。ここからは彼女を守るものは何もない。ルースは既にクランの立体映像を消しているので、敵が彼女の不在に気付くのは時間の問題だった。敵がクランに気付いてやってくるまでに、ハッキングが終わるかどうか。勝負は彼女の技術にかかっていた。










　制御装置が置かれていたのは、研究室と思おぼしき広い部屋の一角だった。そこにあった研究機材は殆ほとんどが魔法の研究用で、クランには見慣れないものばかり。おかげで自動兵器の制御装置は一目で分かった。明らかに雰ふん囲い気きが異なっていたのだ。

「あれですわね。よぉし早さつ速そく………って、あら？」

　制御装置に近付いていく途中で、クランは気になる物を発見した。それは三メートルほどの大きさの金属製の大きな円えん筒とうだった。その部屋にある物の中では最大のものだったので、気になったクランはそこへ近付いていく。制御装置の傍そばにあったので、兵器である事を疑ったのだ。

「………やはりこれも魔法の道具ではありませんわね………兵器の類でなければいいのですけれど………」

　クランは金属製の筒の表面をノックし、金属の厚みを知ろうとする。

　コンコン、カシュッ

　するとそこがたまたまスイッチだったようで、円筒の表面部分がスライドして内側に隠されていたものが現れた。ノックの軽い音からも分かるように、表面の金属は薄い保護用のカバーだったのだ。

「なっ、なんですのこれはっ!?」

　カバーの下から現れたのは、カバーと同じく円筒形の透明なタンクだった。クランが触った感触では、その材質は恐らくガラス。そしてタンクの中には、一人の男性が浮うかんでいる。男性は水とは違う何かの液体に浸つかり、タンク内をゆらゆらと漂っていた。

「眠っている………それとも遺体？　どうしてこんな場所に………まさか、ゾンビの材料か何かですの？」

　先日の戦いにおいて、ショッピングモールにゾンビがいたという話はクランも聞かされている。その材料がここにあっても不思議はない。ここは魔法使いの研究室なのだ。

「この分だと、襲ってくる心配はなさそうですわね。これの事は一旦忘れましょう」

　タンクのコントロールパネルには保存良好、安定状態と表示されている。その表示を信じるなら、この男性が何であれ当面は放っておいて問題はないだろう。そしてクランには大事な仕事がある。余計なものに関かかわり合っている暇ひまはなかった。

「問題はこっちですわね………どれどれ………フォルトーゼのコンピューターと通信装置を基本に、部分的に地底の技術も組み込んだもののようですわね」

　クランは制御装置に近付くと、僅わずかに安あん堵どの笑えみを浮かべた。制御装置は見知った技術で作られていたのだ。彼女はフォルトーゼのコンピューター技術なら誰よりも詳くわしい。また地底の技術に関してもキリハから技術情報が提供されている。おかげで彼女が制御装置の扱いに迷うような事はなかった。

「さぁ、始めますわよ！」

　クランはすぐに作業に入った。クランは制御装置の側面にあった整備用のカバーを外して端子類を剥むき出だしにすると、クラン自身のコンピューターとケーブルで接続する。自動兵器の制御装置は複数のセキュリティに守られているので、こうやってコンピューターを直接繋つなげてセキュリティを順番に解除していくのだ。

「………失敗すれば技術の低さを笑われ、成功したら性格の悪さを笑われ………どちらにしろわたくしはベルトリオンに笑われる運命ですのね………」

　クランは最初のセキュリティを突とつ破ぱすべくコンピューターを操作しながら大きな溜め息をつく。ハッキングというものは、システムを作った者との知恵比べだ。思い切り悪意的な表現をするなら、性格が悪い方が勝つ。孝太郎ならきっとそこをからかうだろう。それがクランには腹立たしい。孝太郎が本気でそう思っていない事も分かっているので、なおの事そう感じる。要は素す直なおに褒ほめて欲しいのだ。

「とはいえ………この地の人間は全てフォルトーゼの末まつ裔えい。罪人を先祖に持つというだけで死んでいい道理はありませんわ。ここはベルトリオンに笑われるのを承知で、突き進むしかありませんわね」

　制御装置には自動兵器群の状況がリアルタイムに送られてきている。モニターにはデータと生の映像が重なるようにして表示されていた。それによると既にダークネスレインボゥとレインボゥハートの戦争は始まっており、王都トルゼの郊こう外がいで数千人の主力部隊同士が激突していた。まだ始まったばかりなので犠牲者は僅かだが、それでも十人や二十人ではない。クランは彼かれらをこの地へ送った人間として、またフォルトーゼの皇族として、一刻も早くこの戦いを終わらせなければならないと強く感じていた。

「………それでもベルトリオン、笑ったりしたら殺しますわよ！」

　孝太郎がまだ口にしていない言葉への文句と共に、クランはコンピューターの実行キーに触ふれた。するとこれまで彼女が入力していた命令がコンピューターを働かせ、セキュリティの穴を探し始める。

　ピピピッ

　すると程ほどなく一つ目のセキュリティが解除された。クランは科学技術に限ればエゥレクシスを上回っている。時間さえあれば決して難しい作業ではないのだ。引き続きクランは次なるセキュリティの解除に移る。一つ目のセキュリティの様子からすると、残りのセキュリティは三つか四つ。彼女の技術をもってすれば、数分もあれば解除できるだろう。

　ドゴォォォォンッ

「なっ、なんですのっ!?」

「………駄だ目めですパープルさんっ、そんな力の使い方をしてはっ!!」

「邪じや魔まをするなっ、レインボゥッ!!」

　ゆりかとパープルが激しく魔法を撃うち合いながら、クランがいる研究室に飛び込んできたのは、そんな時の事だった。










　今のパープルの魔ま力りよくは強い。地獄の門は現在も彼女の傍で渦巻いているから、純じゆん粋すいに魔力の大小を比較すれば、ゆりかは彼女には到とう底てい及およばなかった。だがそんな状況にあってもゆりかは悲観していなかった。

　一〇六号室ではゆりかより強い相手などごろごろしていた。ティアなどはその典型例だろう。また個人の力という点では最弱のキリハが、常に戦いをリードしてきた。この戦いだって彼女がいなければどうなっていたか分からない。そうした経験が、ゆりかの気持ちを強くしていた。

　ティアなら、キリハならどうするのだろう―――ゆりかがそういう視点で改めて見直すと、何とかパープルとは戦いようがある事が分かってきた。真っ向勝負では確かに勝ち目はないだろうが、パープルは強い力を無造作に振るって戦っている。これは使い慣れた武器をいきなり大型サイズに変へん更こうしたようなもの。魔ま法ほうの威い力りよくこそ大きくなったが、普段ほど正確にコントロールできていないし、発動までのスピードも遅おそい。落ち着いてパープルの様子を見て、適切な防ぼう御ぎよ魔法と素早い回避行動を組み合わせれば、決して防げない攻こう撃げきではなかった。

「レインボゥめっ、ちょこまかと小こ賢ざかしいっ!!　でもこれで終わりよっ!!　ネガティブエナジーバーストッ!!」

　パープルは地獄の門から引き出した邪じや悪あくなエネルギーをそのまま爆裂させてゆりかを吹き飛ばそうとする。これまでゆりかを倒たおせなかった苛いら立だちまでが混沌のエネルギーに変換されており、魔法の威力はこれまでで最大級だった。

　―――爆風は距きよ離りに反比例して弱まって、エネルギーの種類は反霊力!!

　だがパープルの様子から、ゆりかはきちんと正しい防御手段を導き出した。爆風の圧力と距離の関係は、先日孝太郎と勉強した。そして汎用の防御魔法ではなく、パープルが使った反霊力の魔法を専門に防ぐ魔法の方が効率がいい。

「ダブルキャスト・プッシュ・アンド・プロテクションフロムソウルエナジー!!」

　ゆりかは後方に飛とび退しさりながら、二つの魔法を同時に発動させた。同時に発動できるものなので、どちらも決して高位の魔法ではない。だが今この瞬しゆん間かん、パープルの魔法から身を守るのには極めて有効だった。

　ゆりかが使った一つ目の魔法が、後方に飛んだ彼女を更に後ろへ押しやった。そして着地して姿勢を下げるのと同時に、二つ目の魔法が生み出した盾がゆりかの眼前に現れる。パープルの魔法が炸さく裂れつしたのはその直後で、強烈な筈の魔法はゆりかの魔法によって防がれた。

　これはゆりかの回避行動、移動を補助する魔法、専門の防御魔法、その三点が美しく噛み合った結果だ。ゆりかは爆心地から離れ、姿勢を下げて爆風を受ける面積を少なくし、必要最小限の面積で専門の防御魔法を発動させた。爆心地から離れれば爆風は弱まるし、小さい面積で発動させれば防御魔法は通常よりずっと強固になるから、ゆりかは何とかパープルの攻撃を防ぐ事が出来たのだ。もしゆりかが最初の位置で棒立ちだったら、仮に最強の防御魔法を使っても、恐らくゆりかはこの時点で倒されていただろう。

「おのれまたしても小細工をっ!!」

　パープルは苦々しそうに奥歯を噛み締める。強大になった筈の自分の魔力が、ゆりかに通じない。それが信じられなかったし、受け入れられなかった。腹を立てた彼女は更なる力を求める。より強い攻撃で無む理り矢や理り倒たおす、パープルはそれしか考えていなかった。

　―――やっぱりこのタイミングで少し攻撃の機会がある………。

　振るっている魔力が大きい分だけ、パープルは発動の直後に隙すきがあった。これもまた大きい武器を使った時と同じ事情だ。ゆりかはその隙を見逃さず、この状況に相応ふさわしい最も効果的な攻撃魔法を放った。

「ポイズンクラウドッ!!」

　ゆりかが杖を向けた先、パープルの周辺にオレンジ色の毒々しい雲が立ち込める。これはゆりかの魔法によって生み出された毒の雲だった。雲自体がパープルの視界を奪い、彼女の攻撃を更に荒あらいものにする。そして雲の毒がパープルを攻撃する。一つの魔法で二つの効果。間ま違ちがいなく、この状況に相応しい攻こう撃げきだった。

　―――あの臆病者が、やるようになったわっ！

　パープルは一いつ旦たん魔ま法ほうによる攻撃を中断すると、急いで毒の雲から抜ぬけ出だす。毒の雲の中で悠長に呪じゆ文もんの詠えい唱しようを続ける程、パープルは愚おろかではなかった。だがゆりかの方もパープルがそう来る事は予測済みだった。

「今だっ、エナジーボルト・ターゲットオプション・オートホーミングッ!!」

「ええいっ、次から次へと小賢しいっ!!」

　ゆりかが放ったのは自動的にパープルを追いかける魔法の矢。毒の雲から逃げ出そうとしたパープルを緩やかな曲線を描いて追いかけていく。

「馬ば鹿かにするなレインボゥッ、そんなチャチな魔法で倒されるダークパープルじゃないわっ!!」

　パープルは地獄の門を盾にして身を守った。すると彼女を追っていた魔法の矢はそのまま地獄の門に飛び込み姿を消す。ゆりかの作戦は決して悪くはなかったが、パープルの長年の経験がぎりぎりのところで物を言った格好だった。

「あなたは所詮ナナの足手まとい。多少実力を上げたぐらいじゃ、私を倒すなんて不可能なのよ！」

　パープルは地獄の門の陰かげから飛び出すと、再びゆりかに杖を向けた。パープルはそのままゆりかを吹き飛ばそうとする。ゆりかを倒せない苛立ちをそのまま地獄の門で力に変えて、より強力な魔法でゆりかを殺すつもりだった。

　―――足手まとい？

　だが彼女はそこでゆりかを倒す効果的な方法がある事に気付く。そしてパープルは容赦なくその方法を実行した。

「これで終わりよ、レインボゥッ!!」

　パープルは狙ねらいをクランに変えた。クランは戦いをゆりかに任せ、自身はセキュリティの解除に集中している。それが孝太郎達とレインボゥハートが勝利する為の最短コースだったから。

「そうはいきませんっ！」

　そのクランを守るのはゆりかの役目だ。ゆりかはパープルとクランの間に割って入ると杖を構える。我が身を盾にして守るつもりなのだ。

「ユリカ、大だい丈じよう夫ぶですのっ!?」

「平気ですっ、クランさんはそのまま続けて下さいっ!!」

「そうかしらっ!?　今度は避さけられないのよ、レインボゥ!!」

　そしてパープルとゆりかは同時に呪文の詠唱に入った。それはまるで、アカペラの合唱のようでもあった。だがその実態はそんな生易しいものではない。

「マルチプルソウルエナジーバレット・モディファー・エンパワー!!」

「グレータープロテクションフロムソウルエナジー!!」

　悪意の渦から逆流した力で強化された霊力の弾たま、仲間を守らんという強い想おもいを糧かてに生み出された霊力の盾、全く逆の性質を持った魔法が真っ向から激突する。

「死ねぇっ、レインボゥゆりかぁぁぁぁっ!!」

　ギギギギギギィンッ

　パープルの放った弾が、耳みみ障ざわりな音を立ててつつゆりかの盾に激突する。パープルが生み出した弾の数は非常に多く、まるでマシンガンの銃じゆう弾だんのように連続してゆりかの盾を叩たたき続つづけた。そして弾が命中する度に、ゆりかの盾の輝きが薄れていく。

「負けるっ、もんかぁぁぁぁぁっ!!」

　オォォォォォォッ

　ゆりかは大きな声で叫んで自分に気合いを入れ直すと、魔法の盾に沢たく山さんの魔力を注ぎ込んでいく。パープルの攻撃で弱まりつつあった盾はこれによって息を吹き返し、残りのパープルの攻撃にも見事に耐え切った。

「よく耐えたわね!!　でも次はどうかしらっ!?」

「何度やったって同じです！　私はレインボゥゆりか、ナナさんの弟子です！」

　状況はパープルが言う通りだった。地獄の門から魔力を引き出せるパープルとは違い、ゆりかの魔力には限りがある。正面激突を繰くり返かえせば、すぐにパープルが勝つだろう。だがゆりかの目は今も輝いている。彼女はこの状況にも諦あきらめず、勝つ為に必死に頭を働かせ続けていた。

　―――パープルさんに攻撃後の隙があるのはさっきまでと同じ………でもこっちも全力の防御がいるから、攻撃をしている余よ裕ゆうはない………だったらっ!!

　ゆりかは杖を構えると一気に前に出た。攻こう撃げき力りよくの高いパープルに先手を取られては、威力の高い魔法で攻せめられる。まずはゆりかから仕し掛かける事で、パープルに威力よりも速さを重視した魔法を使わせるのが狙いだった。

「来たわねぇっ!?　ソウルエナジーストライクッ!!」

「クイックキャスト・マジックシールドッ!!」

　だがここでゆりかが使った魔法は何な故ぜか防御魔法だった。しかもそれは霊力専用ではなく、比ひ較かく的てきどんな攻撃にも耐えうるものだった。パープルはそれがどんな結末をもたらすのかが分かっていたから、杖の先に霊れい力りよく弾だんを生み出しながらゆりかを嘲笑った。

「馬鹿な子ねぇっ!!　幾いくら私に速度重視の攻撃魔法を使わせても、その魔法では防ぎ切れないっ!!　やはり出来損ないは出来損ないかっ!!」

　多くの攻撃に対応した防御魔法は、その分だけ防御力が劣る。ゆりかはこの攻撃を防げない。仮にそれで生き延びたとしても、もはや戦えないだろう。パープルに速い代わりに威力が抑おさえ気味の魔法を使わせたところまでは良かったが、その先がお粗末。パープルはここで自分の勝利を確信した。

「今ですっ、やって下さいっ！」

　だがゆりかの作戦にはまだ続きがあった。実はこの時のゆりかには、パープルが気付いていない味方が存在していた。それはこのサリアシャールの古城を発見する為ために使った、改造した自動兵器。クランをこの部屋へと案内した問題の改造自動兵器は、ゆりかの命令に従って攻撃を開始した。

『命令を受諾、自爆します』

「しまったっ、おのれゆりかぁっ、これが狙い―――」

　ゆりかの防御魔法は自動兵器の自爆に巻き込まれても死なないようにする為のもの。改造自動兵器の自爆が生み出した爆風は、パープルにだけ襲いかかった。










　爆炎が晴れた時、立っていたのはゆりか一人だった。パープルは改造自動兵器の自爆に巻き込まれ、研究室の固い石いし畳だたみの上に倒れている。友人の無事な姿を見付けたクランは、ガラにもなく大きな歓声を上げていた。

「やりましたわねっ、ユリカッ！」

「いえ、クランさんが協力してくれたおかげです！」

　ゆりかがこの作戦を思い付いたのは、先程クランが声をかけてきた時に、さりげなく改造自動兵器をパープルの方へ移動させてくれたおかげだ。それは改造自動兵器を使えという、クランの言外のアドバイスだったのだ。

「後はクランさん次し第だいです！　急いで下さい！」

「分かってますわ！　あなたの頑がん張ばりを無む駄だにしない為にも―――はっ!?」

　だが次の瞬間、クランの表情が強こわ張ばった。ゆりかの背後で、傷だらけのパープルがゆらりと立ち上がったのだ。

「後ろよユリカッ!!」

「えっ………？」

　クランの言葉を聞き、ゆりかが慌あわてて背後を振り返る。だがその時にはもう、パープルはゆりかを攻撃していた。

「アハハハハハハハッ、ツメが甘いのよぉっ、レインボゥゆりかぁぁぁぁっ!!」

　折れて半分になったパープルの杖の先せん端たんから、真っ黒い霊力の塊が発射される。パープルはダメージを受けていたから、その威力は先程に比べると低い。しかし戦いが終わったと思って気を抜いていたゆりかは完全に無防備になっていたし、クランも離れていてゆりかを守れない。切り札の自動兵器は自爆させてしまったばかり。もはやゆりかにはパープルの魔法を防ぐ手立ては残されていなかった。

「しまった、みんなにいつもそう言われてたのに―――」

　ゆりかに出来た事は迫り来る魔法をじっと見つめる事ぐらい。ゆりかは自分が負けた事をはっきりと悟さとった。みんなでゲームをしていた時と同じで、最後の最後で油断して逆転負け。ゆりかは実に自分らしい最後だと感じていた。

「それでいいんだ、ゆりか」

　だが魔法がゆりかに命中する直前、彼女の目の前に見慣れた背中が現れた。その人物は手にしていた剣けんを一振りすると、飛んで来たパープルの霊力弾を弾はじき返かえした。

「誰だれもお前に無敵のヒロインである事を望んでいない。お前は一人で勝つ必要はどこにもないんだ。俺おれ達たちは全員で勝つんだからな！」

「里さと見みさんっ!!」

　背中の持ち主は孝太郎だった。孝太郎は一いつ瞬しゆんだけゆりかに笑いかけると、その剣の切っ先と厳しい視線をパープルに向けた。










　孝太郎がゆりかを追ってこられたのは、ティアが目を覚ましたおかげだった。ティアが身に着けていたコンバットドレスが彼女の意識の喪失を感知し、目を覚ますように処置を施ほどこした。宇宙用の装備ならではの安全対策が役に立ったのだ。そして目を覚ましたティアがエゥレクシスと戦っている間に、孝太郎はゆりかを追ってきた、という訳なのだった。

　―――どうして、あの子は私の失ったものを全すべて持っているのっ!?

　孝太郎が姿を現した時、パープルの心は激しい怒いかりと嫉妬に覆い尽くされた。彼女にはゆりかと孝太郎の姿が、かつての自分と恋こい人びとの姿に見えたのだ。互たがいに想い合って、守り合って、懸けん命めいに生きるその姿は、パープルが遠い昔に失った幸せそのものだった。

　何故自分にはそれがないのか。ゆりかだけがそれを持っているのか。目も眩くらむような強烈な怒りと、渇かつ望ぼうと一体となった激しい嫉妬が、パープルの心を激しく揺さぶっている。彼女の心は破裂寸前だった。

「降こう伏ふくしろ、パープル。お前はもう戦えない」

「冗じよう談だんじゃないわ！　降伏するぐらいならっ、死んだ方がマシよっ！」

　そんな精神状態であったから、パープルは孝太郎が降伏を求めても敢然と拒否した。彼女にも自分がもう戦えない事は重々分かっていた。だが降伏は恋人の蘇そ生せいを諦めるという事。未来と幸福を手放すという事なのだ。目の前でゆりかに未来と幸福を見せ付けられた状態で、パープルが諦められる筈はずもない。不公平な運命への怒りと、ゆりかへの激しい嫉妬に駆られた彼女は、降伏という選せん択たく肢しを焼き捨てた。何を犠ぎ牲せいにしても幸福な未来を掴つかみ取とる、彼女はそれしか考えていなかった。

「駄目ですパープルさんっ！　それ以上戦えばあなたは―――」

「知った事かぁっ！　お前は何も分かっていないっ、本当に大切なものを失う事がどういう事なのかを！」

　パープルはほんの一瞬、透明なタンクの中に浮かんでいる男性に目をやった。

　―――パープルさん、あなたは………。

　ゆりかはその時のパープルの瞳の中に深い深い愛情の光を見た。渦を巻く狂きよう気きと悪意の混こん沌とんの中で、ほんの一瞬だけそれが光ひかり輝いていた。

「この渇望を満たす為なら私は何だって犠牲にするっ!!　身体からだが折れようがっ、魂たましいが砕けようがぁっ!!　私の海かいをっ、幸せな人生を取とり戻もどすんだからぁぁぁっ!!」

　パープルは諦められなかった。彼女が真ま理り奈なであった頃の人生が、あまりに幸せであったから。それを奪うばわれた世界が、あまりに渇かわいていたから。その渇き切った世界を犠牲にして、恋人を、幸せを、取り戻せるなら―――彼女にはそれをしないでいる理由は何ど処こにもなかった。

「地獄の門よぉぉっ!!　どんな犠牲でも払うぅぅっ、私にあいつらを殺せるだけの力を寄越せぇぇっ!!　うおああああぁあぁぁぁぁっ!!」

　パープルは負の感情だけでなく、自身の命や魂まで門に分け与え、引き換えに門から莫ばく大だいな魔力を引き出した。

「ネガティブエナジーランスッ！　モディファー・マキシマイズッ!!」

　彼女はそれを巨大なエネルギー弾に変え、孝太郎達を倒そうとする。それはかつて真ま希きが一〇六号室の魔力を奪った時に作り出した暗黒の槍やりとよく似ていたが、その大きさは遥はるかに大きかった。

「パープルさんっ!!」

「駄目だゆりかっ、まずはあの魔ま法ほうを防がないとっ!!」

「は、はいっ！　グレータープロテクションフロムソウルエナジー！」

「クランッ、お前も力を貸せぇぇっ!!」

「分かっておりますわっ、空くう間かん歪わい曲きよく場ばを正面に集中展開っ、出力最大っ！」

　それに対して、孝太郎達は三人で協力して防御手段を講じた。ゆりかは魔法で、クランは科学で生み出したバリアーで、三人全員を包み込む。

「死ねぇぇっ、死して真なる故郷へ帰れぇぇぇぇぇっ!!」

　そして孝太郎は、パープルが魔法を放った瞬間にある賭けに出た。それは自分達の足元の床を破は壊かいするというものだった。

「こいつでどうだぁぁっ！」

　ジャキィィィンッ

　孝太郎がサグラティンを振るうと、石畳の床は崩壊して一気に崩れ落ちる。

「きゃあああああぁぁぁぁっ!!」

「いきなり何をしますのぉぉぉぉっ!!」

　すると孝太郎達三人も崩れる床と共に一つ下の階へ落ちていく。流石さすがのパープルも孝太郎達が下方向に回避する事は考えていない。おかげで直撃だった筈のパープルの暗黒の槍は、ほんの少しだけ上に逸それた。

「おのれぇぇぇぇぇっ!!」

　パープルは意識を集中して、暗黒の槍に孝太郎達を追わせようとする。だが勢いが有り過ぎる為に方向転換はほんの僅かしか出来ず、落下する孝太郎達のバリアーの上部を削り取るだけで精せい一いつ杯ぱい。槍はそのまま研究室の石畳を破壊しながら突き進み、やがて大きな爆発を引き起こした。










　孝太郎が起き上がった時、周囲は瓦が礫れきの山と化していた。場所は研究室の真下にある倉庫らしき場所。すぐ近くにはクランやゆりかの姿もあった。

「さ、里見さん………無事ですか？」

「ああ、なんとかな」

「あいたたたた………ごほっ、ごほっ、ベ、ベルトリオン、もっと上品な防御は出来ませんの？」

「上品にやったらやられてたぞ。見ろ、この惨状を」

「………よくやってくれました、ベルトリオン卿きよう」

「ぬけぬけとよく言うなぁ………」

　幸いな事に三人とも無事だった。落下や爆風によるダメージはあったし、力の多くを使い果たしていたものの、三人とも立てない程の怪け我がはしていなかった。

「まだ気を抜かないで下さい、パープルさんも健在です」

　ガラッ

　ゆりかの言葉と同時に、瓦礫を押おし退のけてパープルが姿を現す。パープルも研究室の床の崩落に巻き込まれ、一いつ緒しよにこの倉庫に落ちてきていた。彼女の場合は落下と石床の瓦礫を浴びただけだが、防御魔法がなかったので総合的には孝太郎達と同程度のダメージを受けていた。だが元々のダメージが災いして、パープルはもう満まん身しん創そう痍いだった。

「もう止やめて下さい、パープルさん」

「や、止められる訳がないでしょう？　何の為にここまで罪を犯おかしたと思うの？　ここで止めたらその全てが無駄になる。ただ無意味に犯した罪だけが残るのよ。海を取り戻すその時まで、進み続けるしかないっ！」

　パープルは身体を引ひき摺ずるようにしてゆりかや孝太郎達の方へ近付いてくる。彼女が歩いた後には、その身体から零こぼれた血がべったりとこびりついていた。

「どうしても戦うんですか？」

「私を止めたければ、殺す事よ………他ほかの方法では、私を止められない！」

　取り戻そうとしているものは、決して諦められないもの。そして既すでに諦めるには遅すぎるところまで来てしまった。取り戻すか、死ぬか。パープルにはもう、そのどちらかしか残されていなかった。

　だが、ここでパープルに新たな道が示される。床の半分以上が崩落した研究室から、何か大きなものが降ってきた。

　ガゴンッ、ビシャアァァァッ

　それはゆりかとパープルの間に落ち、バラバラに砕けた。中に入っていたものも一緒に砕け、金属片やガラス片と一緒にあたりに撒まき散ちらされる。それを見た瞬間、パープルの動きがぴたりと止まった。そしてその数秒後、彼女はこの世の終わりを見てしまった人間のように絶叫した。

「あ、あぁあ………あぁぁああぁぁぁっ、か、海………あぁ、あああぁぁぁぁぁっ!!　うああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁっ!!」

　パープルの目の前で砕け散ったもの。

　それは恋人の亡なき骸がらを保管していた、あのガラスのタンクだった。










　最初に床を砕いたのは孝太郎だ。しかしそれはあくまで一部であって、床を崩落させたのは間違いなくパープルの攻こう撃げき魔ま法ほうだった。パープルは孝太郎達を倒そうとするあまり、蘇生させようと保存してあった恋人の亡骸を自らの手で損壊させてしまった。あまりといえばあまりの運命だった。

　そしてその事が、彼女の正気を失わせた。これまでは恋人の亡骸が存在しているという事が、もうすぐ生き返らせられるという希望が、辛かろうじて彼女の正気を保ってきた。その最後の支えを失い、彼女の精神は破綻してしまったのだ。

　パープルの破綻した精神は地獄の門と一体化し、完全な暴走を始めた。地獄の門は制せい御ぎよを失い、際限なく力を吐き出し続けている。そしてパープルはその力を使って二つの事を始めた。一つはバラバラになった恋人の亡骸を残らず集め、自分自身と一体化する事。もう一つは、彼女にとって価値がなくなった現実の破壊だった。パープルは特に狙いを付けず、無差別に魔法を連発している。彼女が破壊したいのはもはや個人ではなく、世界の全てだった。

「パープルさんっ、しっかりして下さいっ、正気に戻ってっ!!」

「行くぞゆりかっ、ここはもう危険だっ!!」

「でもパープルさんがっ！」

「ここに居ればすぐにも死ぬぞ！　何をするにしても外へ出てからだっ!!」

　ゆりかはパープルを助けようとしていた。だが孝太郎はゆりかを引き留めた。タユマが暴走を始めた時とよく似た光景であったから。ゆりかの望みは正しいが、今この場所でそれをするのは間違っているというのが孝太郎の判断だった。

「そうですわ、ユリカ！　ここはみんなと合流して、対策を考えましょう！」

「わ、わかりました………行きましょうっ！」

　ゆりかも孝太郎とクランの言葉が正しい事は分かっている。だから後うしろ髪がみを引かれる思いであったが、脱だつ出しゆつする事に同意した。

　こうして孝太郎達はサリアシャール城から抜け出した。このサリアシャールの城は、フォルサリアの民たみが過去のフォルトーゼから追放されてからの数百年間、ずっと心の支えにしてきた。遠く離はなれた真なる故郷を感じさせる、唯ゆい一いつのものであったから。だがその大切な城は崩壊する。過去も未来も全てを失った、パープルの手によって。この場所からフォルサリアの歴史を見守ってきた城の、皮肉な最後だった。







降臨　九月十九日（日）







　サリアシャールの城が崩壊を始めると、孝こう太た郎ろう達とダークネスレインボゥは一いつ旦たん戦いを中断し、城の外へ脱出した。お互いに共倒れは望んでいないし、意識のない仲間を連れ出すという目的もあったので、言葉を交わさずとも自然に停戦の合意が形成されていた。

　ダークネスレインボゥは地下にあった脱出用の通路を使い、城のある丘おかのふもとの小さな広場にやってきていた。この場所にいるのは真ま耶やとエゥレクシス、オレンジとイエロー、そして意識を失ったままのクリムゾン、グリーン、ブルー。他にも配下の兵士達が多数逃げてきている。そして意識のある者は自然と、少し前まで彼らがいたサリアシャールの古城を見上げていた。

「エゥル、困った事になったわね」

「そうだね。多少の無む茶ちやは想定内だったんだが………あれは完全に想定外だよ」

　かつてパープルであったものは、既に人の形をしていなかった。それは男女二人の人間を模した粘土を、無造作にこね合わせたかのような姿で、胴どう体たいからは複数の腕うでや足、頭が出で鱈たら目めに突き出している。また奇き妙みようなのは姿だけでなく、身体の大きさは二十メートルを超こえていた。それはさながら前衛芸術のような姿だった。

「イエローちゃん、パープルはどうしてあんな風になっちゃったんだろ？」

「多分、地獄の門を開き過ぎたのよ。それで逆流した力に呑のまれたんだと思う」

　異形に変じたパープルは、有り余る力で周囲を破壊している。既にサリアシャールの城は原形を留めておらず、崩壊は時間の問題だろう。その姿といい、その行動といい、今のパープルは伝説や神話で語られる、混沌の邪神のようだった。

「真耶、あれはタユマと同じようなものと考えていいのかい？」

「多分ね。力を引き込む経路は違ちがうかもしれないけれど、結果として現れた力は同じようなものだと思う。より大きな力を取り出そうとして、悪意の混沌に近付き過ぎたのよ」

「という事は………作戦は失敗だね。このままでは我々が戦争に勝ったとしても、フォルサリアは滅ほろんでしまうよ」

　そしてパープルがタユマと同種の力を備えている場合、ダークネスレインボゥがレインボゥハートを倒しても、フォルサリアは手に入らない。暴走するパープルを止める手段がないのだ。

　タユマは『青あお騎き士し』の攻撃を跳ね返していたので、仮にエゥレクシスが宇宙戦艦の武器を持ち込んで攻撃しても、パープルには効かないだろう。そして魔法での攻撃も殆ほとんど効いていなかったので、ダークネスレインボゥの少女達の魔法も通じないだろう。孝太郎達がタユマを倒した方法ならあるいは可能かもしれないが、あれはあらゆる力を結集してぶつけるという最終手段であり、魔法に偏かたよった力しかない彼女らには難しい。また戦いの為の魔力も殆ど残っていない。

　ダークネスレインボゥとエゥレクシスには、もはや打つ手がない。これ以上戦っても無意味なのだ。彼女らが戦争に勝とうが勝つまいが、フォルサリアそのものが滅んでしまっては同じ事。フォルサリアの国土は狭せまいから、パープルの様子からすると何日もしないうちに国全体が滅んでしまうだろう。

　エゥレクシス達はパープルが地獄の門を使用する事に関してある程度のリスクは承知していたが、ここまでのレベルは想定していない。完全な誤算だった。

「真耶、撤てつ退たいしよう」

「坊ぼうや達はどうするの？」

「むしろ彼らに期待したいんだよ。彼らがパープルに勝てば、いずれ君達がフォルサリアを支配する目も出てくる」

「パープルには敵かなわないけど、坊や達ならなんとか、か。………分かったわ。イエロー、オレンジ、あなた達もそれでいいかしら？」

「妥当な判断だと思うわ」

「異議なーし。もうクタクタだもん」

　最終的に、エゥレクシス達は撤退する事に決めた。現状において最善の展開は孝太郎達がパープルを倒してくれる事。下手に孝太郎達を攻撃すれば、その可能性が潰ついえる。そしてエゥレクシス達はその先の事を見据えて、今は撤退して力を溜ためるのが上策であると考えていた。

「あんた達はそうして頂ちよう戴だい」

「私とクリムゾンは、パープルを助けに行くわ」

　だがつい今しがた部下達によって目覚めさせられたクリムゾンとグリーンは、エゥレクシス達の意見に異議を唱えた。事情を知らされた彼かの女じよ達は、仲間達の決定に逆らい、パープルを救いに向かうつもりでいた。

「クリムゾン君、それはどういう意味だい？」

「言葉通りよ、優男。私とグリーンはまだ戦える。レインボゥ達を勝たせたいなら、協力してくる方が効果的だわ。そして上う手まく勝てた暁には、パープルを連れ戻してくる。名案だと思うけれど？」

　しばらく気絶していたクリムゾンとグリーンは、他の顔かお触ぶれとは違ってまだ幾らか戦いの為の力を残している。だから今後の為を思うなら、二人が孝太郎達に手を貸し、勝った時にパープルを連れ戻してくるのが総合的に一番戦力を保つ結果となる―――というのがクリムゾンとグリーンの考えだった。

「そういう事か。悪くない考えだと思うが………危険だぞ？」

　クリムゾンとグリーンは無傷でこの場にいる訳ではない。その状態でパープルと戦うという事はどういう事なのか。言うまでもない事だろう。

「承知の上よ。パープルには世話になってるし、逃げ遅れた部下達もいる」

「このままでは大損だもの。マイナスを減らす努力はするべきだわ」

「分かった、思う通りにするといい」

　ダークネスレインボゥは他人の考えに口を挟まないのがポリシーだ。また危険ではあるが、確かにクリムゾン達の言う通りでもある。だからエゥレクシスはそれ以上は二人を引き留めようとはしなかった。










　一方、孝太郎達は素す直なおに城の正門から脱出しようとしていた。しかしパープルは城を破壊しながら執しつ拗ように孝太郎達を追ってきている。ここまでは城の建物がパープルの移動を妨げてくれたので追い付かれずに済んでいたが、城を出てしまえば平坦な地形になりパープルの移動が楽になる。このままでは逃げ切れない―――そう考えた孝太郎は、城の正門を潜くぐる直前で足を止めた。

「みんなは先に行け！　俺おれがここであいつを食い止める！」

　今の状態ではパープルを倒すのは難しい。孝太郎以外に、まともに戦える人間は五人しかいない。ゆりか、真ま希き、クラン、キリハ、晴はる海みだ。残りのティア、静しず香か、早さ苗なえ、ルースの四人は気絶しているか力を使い果たしていて、戦力には数えられない。全員揃そろっていれば戦うという選択肢もあっただろうが、この状態では難しい。現状では孝太郎が踏ふみ止とどまってパープルを引き付け、仲間を逃がすのが最良の手段だった。

　―――それにあれは俺が生み出したもの………戦うなら俺がやるべきだろう………。

　フォルサリアの人々をこの場所へ送ったのは孝太郎だ。そこで生じた社会の歪ゆがみがパープルをこんな姿に変えたのなら、孝太郎は自分が戦うべきだと考えている。少女達にはさせられない仕事だった。だが、ゆりかと真希はそうは思わなかった。

「里さと見みさん、私と真希ちゃんも残ります！　パープルさんを助けたいんです！」

「無茶だ!!　助けるどころか、まともに戦えるかどうかも分からないんだぞ!?」

「お願いよ、里見君っ！　パープルは大好きな人の為に必死だっただけよ！　手段は間違っていたけれど、その気持ちだけは本物なのよ！　それで破滅するなんて、あんまりじゃないの！」

　ゆりかと真希はこれまでのパープルの言動や研究室での様子から、彼女がどうしてレインボゥハートを倒たおそうとしていたのかを理解していた。その為に多くの人が犠牲になり、パープルには許されざる罪がある。だが大好きな人の為にパープルが破滅していくのを黙だまって見てはいられない。ゆりかと真希も一人の女の子。パープルの抱かかえた愛情だけは、否定したくなかった。

「ゆりか達の勝ちだな、孝太郎」

「わたくし達を置いて行こうだなんて、いい度胸ですわね」

「私達も一緒に行きます、里見君」

　残りの三人、キリハとクラン、晴海も二人の意見に同調する。動ける者全員が、パープルを助けに行くつもりでいた。

「みんなで来てどうする!?　ティア達はどうなるんだ!?　下手をすれば、全員で死ぬ事になるぞ!?」

　全員で戦うなら、自力で動けないティア達を逃がす者がいなくなる。すると孝太郎達が負ければ、ティア達も一緒に死ぬ事になってしまう。孝太郎は反対だった。

「そんな事じゃ―――」

「孝太郎、一つだけはっきりしている事がある」

　なおも言い募ろうとする孝太郎の口に、キリハはそのほっそりとした指を押し当てて黙らせる。そして彼かの女じよは孝太郎に笑いかけた。

「我々が全員、それを望んでいるという事だ。汝なんじ一人をここに残して、どうして生きられよう？　パープルが九人増えると、どうして考えないのだ？」

　生きるも死ぬも一緒。九人の少女達は本当にそう思っている。誰か一人を犠牲に生き延びようなどとは思っていない。そうなった時に残された者は何を思うだろう。それは恋人を亡くしたパープルと、母親を亡くした孝太郎が、知っている筈の答えだった。

「………みんな、馬ば鹿かな選せん択たくだぞ、それは………」

　孝太郎はキリハに反論できなかった。後に残される苦しみは、誰よりも良く知っていたから。それで少女達が幸せになれるとは、思えなかったから。だがそれでも孝太郎の苦悩は深い。勝ち目の少ない戦いに少女達を連れていくのには抵てい抗こうがあった。そうして難しい顔をしている孝太郎に、ゆりかが笑いかけた。

「里見さん、人を愛するって、最初からそういう事なんだと思いますよ」

「ゆりか………」

「それとも里見さんが私達を大切にしてくれるのは、理り屈くつや打算からですか？」

「………いいや。馬鹿な選択の、積み重ねからだろう」

「だったら一緒に行きましょう、里見さん。それに、私にヒーローじゃなくていいって言ったの、里見さんですよ？」

　ゆりかには自信があった。孝太郎は必ず首を縦に振ると。だからこの時のゆりかの笑え顔がおは、強い自信と深い愛情とで、美しく輝かがやいていた。










　孝太郎達が改めてパープルに挑むにあたってゆりかと真希が提案した作戦は、パープルと地獄の門の間にある繋つながりを断つというものだった。パープルは単独でこれだけの破壊を行っている訳ではない。パープルの激しい感情を地獄の門へ送り、門がそれを力に変えてパープルに送り返す、その為の繋がりが存在している筈だった。それを断つ事が出来れば、パープルは巨大な力を振るえなくなる。暴走は自然と収束していく筈だった。

　巨大な力を得て唯一の神になろうと変身し、単独で強大な存在となったタユマとは若じやつ干かん状じよう況きようが異なり、パープルにはそうした僅わずかな弱点が存在していたのだ。

「頼んだぞ、二人ともっ！」

「はいっ、里見さんも気を付けて！」

「行ってらっしゃい、里見君、それにみんなも！」

　ゆりかと真希を後に残し、孝太郎とキリハ、クランと晴海の四人がパープルに向かっていく。パープルと地獄の門の繋がりを断つ為には、ゆりかと真希で魔法をかけなければならない。それはつまりある程度パープルに近付かなければならないという事だ。そうなると逆にパープルの攻こう撃げきも届くようになるので、魔法を使う二人にパープルの注意が向かないように、孝太郎達が囮おとりになって気を逸らす必要があった。

「ゆりかっ、解呪ならあなたの方が得意よ！　私はサポートに回るわ！」

「お願いしますっ！　最大化、四倍詠えい唱しようで勝負をかけます！」

「一回勝負ね！　こっちもそれでいくわ！」

　パープルの魔ま力りよくは強く、しかも地獄の門が常に魔力を供給するので疲れ知らずだ。だから小さな魔法を何度かけても焼け石に水になる。繋がりを断とうというなら、最初から二人に出来る最大の魔法を撃うち込むしかない。ゆりかが繋がりを断つ為の魔法を唱え、真希が増ぞう幅ふくする。それが今の二人に出来る最大の魔法だった。

「………随ずい分ぶん、ややこしい事になってきましたわね」

「そうだな。あの時はこんな風に続きがあるとは思っていなかった」

「だったら今回でカタを付けますわよ！　いいですわねっ、レイオス・ファトラ・ベルトリオン！」

「仰せのままに、マイプリンセス」

　囮を務める四人の中で、最初に攻撃を始めたのはクランだった。大型の兵器を使うクランは一番射程距離が長ながいのだ。今回彼女が持ち出したのは殆ど機動力がない代わりに威い力りよくだけは突出して高いビームキャノン。かつて過去のフォルトーゼでデクストロゥの巨人を相手に使ったものと同じものだった。

「それはきっと誰もがそうだろう。我とてこれは同どう胞ほうの戦いの続きなのだ」

『姐あねさん、敵の霊れい力りよくが高まっているホ！　攻撃してくるみたいだホ！』

「カラマ、コラマ、霊子力フィールドを再設定、タユマの放っていた霊波のパターンに最適化」

『パターン再設定、でもこれは賭けになるホ！　タユマと違う霊波だったら大変な事になるホ！』

「どのみち普ふ通つうにやっては防げない。あとは創世の女神―――あるいは暁の女神の御加護を願うだけだ！」

　孝太郎達の接近を察知してパープルは攻撃の兆候を見せていた。これまでは無作為に周囲にばらまいていた暗黒のエネルギー弾だんを、ひとまとめにして孝太郎達に叩たたき付つけようとしている。それに対しキリハは過去の戦いを参考にして埴はに輪わ達が発生させるバリアーの種類を調整した。無意味であるリスクはあったが、どの道普ふ段だん通りでは防ぎ切れない。やって損はない筈だった。

「クラノさんの言う通りです。私はアライア陛下の役目を引き継ぎましたから、これは私の役目でもあります。これは私達みんなの戦いなんです」

　そして発生するリスクは晴海が低減する。彼女は額に刻まれた剣の紋もん章しようと長い髪かみを銀色に輝かせ、古代語による呪じゆ文もんの詠唱を開始した。

『来たれ精神の精せい霊れい、集いて重なり高め合い、大いなる輝きを示せ！　輝きは波間で揺ゆれる蜃しん気き楼ろうが如ごとく、我らの姿を映し出せ!!　出いでよっ!!　霊光の蜃気楼ぉっ!!』

　晴海の呪文が高らかに響き渡ると、孝太郎達の姿が五人ずつに増える。晴海の魔法が孝太郎達の幻影を生み出したのだ。これにより孝太郎達がパープルの攻撃を受ける可能性は大きく減った。

「撃ってくるぞ！　みんな姿勢を下げるんだ！」

『攻撃の兆候を感知、ＧＯＬは空間歪曲場を前面に集中展開』

　パープルが攻撃してきたのはその直後の事だった。パープルは暗黒の力をビームのように発射し、孝太郎達のいる辺りを薙なぎ払はらった。幸い晴海が作った幻影のおかげで孝太郎達は直撃を免れた。それでもエネルギーの一部が掠かすめたのだが、これは数種類のバリアーが辛うじて防いでくれた。

「よしっ！」

　孝太郎はパープルのビームが通り過ぎていった直後に、鎧よろいの力を使って一気に空中へ駆かけ上あがった。そして緊急用ブースターを点火、猛然とした勢いでパープルに向かって飛んでいく。その手には二本の剣が握られている。右手にシグナルティン、左手にサグラティン。パープルの防ぼう御ぎよを破るには、二つの剣の力が必要だった。

「今度はこっちの番だぁぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎は両手に剣を構え、真っ青に輝く流星のようにパープルに向かって突っ込んでいく。パープルはまだビームによる攻撃が完全には終わっておらず、孝太郎の接近に気付いても反撃する事が出来ない。咄とつ嗟さにバリアーを張るのが精一杯だった。

「行くぞみんなぁぁっ!!」

　孝太郎はパープルのバリアーに向かって斬きりかかった。それと同時に、クランのビーム砲や、埴輪達の電でん撃げきや火炎、晴海の攻撃魔法などが撃ち込まれる。パープルのバリアーはタユマと同じく様々なエネルギーを防ぐものなので、多種多様なエネルギーで同時に攻撃するのが最も効果的だった。

「スペリオルアンプリファイアァァァッ!!」

「グレーターディスペリングゥゥゥゥッ!!」

　そして孝太郎達の攻撃がパープルのバリアーに激突した直後、真希とゆりかの魔法が発動された。真希が作り出した魔法陣が、ゆりかの魔法を増幅。そうして二人が操あやつれる魔力を限界まで込められた魔力の弾が、パープルに炸裂した。

　ビキィィィィィィィッ

　孝太郎達の攻撃により弱まっていたおかげで、ゆりか達の魔法はパープルのバリアーを突き破った。

「突き抜けたっ!?」

「お願いっ、そのままいってぇぇぇぇぇっ!!」

　真希とゆりかの願いを乗せ、二人が協力して生み出した魔力の弾がパープルの身体に命中した。命中した弾は込められていた魔力を解放、パープルの身体全体をオレンジ色の光で包つつみ込んでいく。それはパープルと地獄の門を切り離す為の、無効化の魔法だった。

『グゥゥゥギャアァアアァァァァッ』

　パープルの二つの頭が同時に絶叫する。ゆりか達の魔法は繋がりを断とうとし、パープルの側は断たたれまいと魔力を強める。それは魔力を介かいした、壮絶な綱引きだった。オレンジ色の光に包まれたパープルは、次し第だいに身体の大きさが小さくなっていく。ゆりか達の魔法にエネルギーの流れを邪じや魔まされ、巨大な身体を維い持じできなくなっていたのだ。

『ゴアアァアアァァァァァッ!!』

　だが身体の大きさが三割程ほど縮んだ段階で、オレンジ色の光は消えてしまった。パープルの咆ほう哮こうと共に暗黒の力が増し、ゆりか達の魔法を掻かき消けしてしまったのだ。すると今度は逆に身体が膨らんでいく。パープルが元のサイズまで戻るのはあっという間だった。

「抵抗されたっ!?」

「みんな逃にげてぇっ!!」

　元のサイズに戻ったパープルは、その口を大きく開けて再びビームを放つ。孝太郎達は既に後退を始めていたので大事に至らない。だが、問題点はそこではなかった。

「まずいわ、ゆりか！　パープルと地獄の門を切り離せなかった！」

　表情を硬くした真希がゆりかに駆け寄り、今の攻こう防ぼうについての問題点を指し摘てきする。狙ねらい通りに門を切り離せなかった、それがこの状じよう況きようにおける一番の問題点だった。

　今の魔法はゆりか達が扱える魔法の中で最大の威力を持ち、しかも魔法をかける時には孝太郎達によってパープルのバリアーに負ふ荷かがかけられた。おかげで魔法はパープルの防御を突とつ破ぱし、門からパープルへ流れ込む力を何割か削そぐ事に成功していた。

　だがゆりか達の魔法がパープルと門を完全に切り離す前に、彼女はゆりか達の魔法の効果を打ち消してしまった。今ではもう完全に元の力を取り戻しており、ゆりか達の魔法の影えい響きようは見られなくなっていた。

　そしてここからが問題なのだが、ゆりかと真希にはもう、今以上の魔法は使えない。技術的にも、体力的にもそうだった。そして孝太郎達も、今以上の力は出せない。あれが全力だったので、ゆりか達の魔力の不足分を孝太郎達の頑がん張ばりでカバーするという様な方法論はあり得なかった。

　孝太郎達は紛まぎれもなく最強の手段でパープルを攻撃し、それが通じなかった。それが意味するのは、孝太郎達の敗北だ。孝太郎達の力では、パープルを救うどころか、倒す事も出来ない。完全な手て詰づまりだった。

「クラン、超ちよう時じ空くう反発弾であいつを吹ふっ飛とばせないか？」

「可能だとは思いますけれど………一いつ旦たん撤てつ退たいする必要がありますわよ」

「そうさせては貰もらえないだろうな」

「参りましたわね………」

「カラマ、コラマ、霊波パターンを向こうに合わせて変調した場合、攻撃の威力上昇はどの程度見込める？」

『タユマと霊波パターンがほぼ同じだから、上昇分は雀すずめの涙なみだだホ』

『姐御の予想通りだったから、さっきの攻撃と大して変わらないホ』

「真希さん、気絶しているみんなを起こして手伝って貰うのはどうでしょうか？」

「起こす事自体は出来ると思うんですが、それでも結局パープルと地獄の門を切り離す為の魔力が足りないんです」

　孝太郎達は次善の策を練るが、なかなかいいアイデアが出てこない。結局のところ、やはり先さき程ほどの攻撃が唯一最善の策だったのだ。

「ゆりか、どうする？」

「こうなったら、最後の手段を使います」

　だがゆりかにはまだ策が残されていた。といっても、それはほんの僅かな希望だ。他の全すべての道を断たれた今、ゼロではない程度の僅かな可能性に賭けようというのだ。

「どういう事だ!?」

「それは―――」

『ゴォウアアアァァァァァッ!!』

　しかしパープルも黙ってやらせてはくれない。ゆりかが最後の策を口にする前に、攻撃を仕し掛かけてくる。パープルは暗黒の力で多くのエネルギー弾を生み出すと、孝太郎達に向かって一気に発射した。

　キュキュキュキュウゥンッ

　狙いの中心はゆりかだった。先程の攻撃の中心人物であった事と、何よりゆりかはパープルが失ったものを全て持っている。憎んでも憎み切れない。ゆりかが視界にある限り、パープルは激しい憎ぞう悪おを滾たぎらせ殺そうとするのだった。

「マインドコネクトッ!!」

「よしっ、頼たのむわクリムゾンッ!!」

「この際どうとでもなれぇえぇぇぇぇぇっ!!」

　だがここで思わぬ援軍が現れた。突とつ然ぜん姿を現した三人組が、孝太郎達とパープルの間に立ち塞がったのだ。

　ドドドドドドドドッ

　三人組は力を合わせ、攻撃を開始する。一人がパープルの攻撃を予知して他の二人に伝え、もう一人が強烈な火炎で武器を強化し、最後の一人が強化された拳けん銃じゆうを連射。孝太郎達に向かって飛んで来ていたパープルのエネルギー弾を次々と撃ち落としていった。

「ナナさんっ!?」

「クリムゾンッ、グリーンまでっ!?　いったいどうしてっ!?」

　やってきた援軍は、ナナとクリムゾン、グリーンの三人組だった。あり得ない顔触れが力を合わせて戦う姿に、ゆりかと真希は驚おどろきを隠かくせなかった。

「成り行きよ！　ここへ向かう途中で二人に会ったの！」

　ナナは孝太郎達の城外脱出を援護する為ために最後までパープルの傍そばに踏み止まった。そして孝太郎達が城外に脱出するのを見届けてから、別のルートを使って城外へ脱出した。その後で孝太郎達に合流しようとしていたら、途中でクリムゾンとグリーンに出会った、という訳なのだった。

「そんな事はどうでもいいからっ、何か手があるならさっさとやりなさいよぉっ!!　いけないっ!?　来るわよクリムゾンッ!!」

「インフェルノファイアァァァァァァァッ!!」

　パープルの攻撃は続いている。三人は必死で防いでいたが、押され気味だった。それを見て取った孝太郎は、三人を守るべく前に出た。

「里見さんっ!?」

「ゆりかっ、後は任せるっ!!　お前の思うようにやれっ!!」

　孝太郎はシグナルティンや鎧の力を使って、エネルギー弾を打ち払い始めた。グリーンの言う通り、議論をしている暇ひまはない。何か手があるならやるしかない、今はそういう状況だった。

「そうよ、ゆりかさんっ！　ここは私わたし達たちで何とか支えます！　あなたはやるべき事をやって下さいっ!!」

　晴海も少し前に出て、孝太郎や三人組の援護を始める。孝太郎と晴海が加わった事で、状況は悪いながらも一気にやられてしまうような印象はなくなった。それを感じたゆりかは決断した。

「真希ちゃん、クランさんっ、キリハさんっ、集まって下さいっ！」

「どうするつもりですの？」

「私達四人で合体して魔力を回復させ、パープルさんと地獄の門を切り離します！」

「そうかっ、その手があったわね!!」

　魔ま法ほう使つかいである真希だけは、すぐにゆりかの意図を理解した。

　ゆりかと真希は魔力の大半を使い切っていたが、魔法を使えないクランとキリハに関してはまだ体内に魔力が残留している。クランとキリハは魔法の才能がないので、体内にある魔力は大した量ではないのだが、それでも二、三度魔法を使うだけの量はある。そこで合体してその魔力を利用しようというのだ。

　そしてこの合体にはもう一つの意味があった。複数の人間を合体させれば、能力が重なり合って高め合い、バラバラに行動するよりも強い力が出る。つまり魔力の回復と能力の強化を一度に成し遂げようという作戦なのだった。

　だが、この方法には大きなリスクがある。合体後に必ず魔法が使える保障がなく、また相性が悪くて合体そのものが失敗したり、能力が下がったりする場合もある。今のパープルのような、予想外の姿に変じてしまう場合も十分に考えられた。ゆりかがここまでやらなかったのはそれが理由だった。しかしこの期に及んではそうも言っていられない。ゆりかはこの方法で勝負するつもりだった。

「………どういう事ですの？」

「議論の余地はない、我らの力が必要なら好きなように使え！」

「ありがとうございますっ、キリハさんっ！」

「全然分かりませんわ。キィ、一体何の話をしていますの？」

「………すぐに分かるよ、お姉ちゃん………」

「？？？」

　クランはまだよく分かっていない様子だったが、今は一分一秒が惜しい。ゆりかは説明を諦あきらめて、呪文の詠唱を開始した。

「テンポラリーフュージョンッ！　モディファー・スタビライズ・エンド・オーヴァードライブッ!!」

　ゆりかが頭上に掲げた杖つえから、オレンジ色の光が溢あふれ出だす。その光はゆりかと真希、クランとキリハの四人を包み込んでいく。

　―――どうか………どうかこれでパープルさんを、みんなを救えますようにっ!!　神様っ、もしいらっしゃるのならっ、今だけどうかお力をっ!!　私達は一人ではこんなに無力なのですっ!!

　オレンジ色の光は、ゆりかの祈りそのものだった。合体を成功させてパープルを救い、仲間達を守り、戦争を終結させる。ゆりかはその強い願いを魔力に変え、爆ばく発はつ的てきな勢いでオレンジ色の光を強めていった。やがて四人は強まっていく光の中で輪郭を失っていき、彼女達もオレンジ色の光となって輝き始める。そして四つの光は一つに溶け合い、一つの大きな光の塊へと変化していった。
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『ギャアアオオォォォォォォッ!!』

　パープルはゆりか達が光に変じた事に気付き、犬や狼おおかみのように猛然と吼ほえ始はじめた。同時に孝太郎達への攻撃が止まる。パープルにはその光が何よりも危険なものである事が本能的に分かっていたのだ。そうなって初めて、孝太郎達はゆりか達が始めた事に気付く。ゆりか達が光の塊に変じた事は、孝太郎達にとっても大きな驚きだった。

「あいつ一体何をやった!?」

「そうかゆりかちゃん、四人で合体して魔力を高めようっていうのね！」

　孝太郎には光の意味が分からなかったが、魔法のエキスパートであったナナにはすぐに分かった。だがナナのこの予想は間ま違ちがいだった。

「あの光、どこかで見た事が………なんだったかしら………？」

「グリーンっ、あれってもしかしてっ!?」

「ええ。予知が滅茶苦茶になってる。来るわよ！」

　オレンジ色の光が強まり、まるで太陽のように輝いた時、その光の中に別の色が交じり始めた。新たに現れた色は青と藍あい、そして緑。四色のストライプとなった光は、ＤＮＡの二に重じゆう螺ら旋せんのように渦を巻きながら上に向かって伸びていき、太さを増していく。輝きは強くなる一方だった。










　四色の光が現れた直後、気絶していたティアとルースは目を覚ました。そして周囲を埋め尽くす激しい光に気付くと、その場に立ち上がって辺りを見回した。

「これは何じゃ？　いったい何の光じゃ？」

「分かりません………おやかたさま達のいる辺りのようですが」

　そうやって二人が不思議そうに輝きを見つめていると、近くで寝ていた早苗と静香も起き上がり、一いつ緒しよに謎の光を眺ながめ始めた。

「あったかくて優しい光だね。敵意は感じないよ」

「敵がやったんじゃなさそうね。この光を浴びてると力が戻もどって来るみたいだし」

「言われてみれば確かにそうじゃな………」

　奇妙な事に、身体からだに負っていた傷が綺き麗れいに消えてなくなっていた。身体全体にべったりとこびりついていた疲労も綺麗に拭われている。更さらには使い果たした筈はずの霊力や魔力も回復しつつある。この事からすると、確かに敵の仕し業わざという可能性は低そうだった。

「ですが殿でん下か、それならそれで奇妙です。こんな力を持っている方はいらっしゃらなかった筈です」

「そうじゃな、見た事のない力じゃ。ナナじゃろか？」

「ううん、この光を出してるの、多分ゆりかと真希、キリハと眼鏡っ子だと思う。なんかそんな気配がする」

「四人で何かしたのね………ともかく行ってみましょうよ。敵もいるみたいだし」

「うむ、そうするとしよう。参るぞ皆みなの者！」

　この場所にいても何も分からない。敵がいるなら加勢する必要がある。ティア達四人はそんな二つの理由から、孝太郎達に向かって走り始めた。










　光が四色になったところで、パープルは威嚇を止やめて攻撃を始めた。複数の頭が大きく口を開け、まるで竜りゆうがするように炎を吐いた。

『グゥゥゥゥゥッ、ガァアアアアァァァァァァァッ!!』

　だが吐き出された炎の色は赤ではなく、禍々まがまがしい暗黒。邪じや悪あくな意思をそのまま吐き出したかのような闇やみの炎だった。

『ガァアアァァァァッ!?』

　しかしこの炎は幾いくらも進まないうちに消えてしまった。周囲を満たす光が掻き消してしまったのだ。おかげで炎は孝太郎達のところまですら届かなかった。パープルが使う闇とゆりか達が放つ光は、正反対の性質を備えていたのだ。

　オォオォォォォォォッ

　青と緑、オレンジと藍、四色の光が更に強まり、天地を激しく揺さぶり始める。その直後、大きくなるばかりだった光が何かの形に収束し始めた。その形は、孝太郎達と同じような年ねん齢れいの一人の少女だった。

「………あれは………ゆりか達………なのか………？」

　その少女を前にして、孝太郎は戸と惑まどっていた。

　出現した少女はゆりかとキリハ、真希とクランが合体した姿である筈だった。ゆりか自身がそう言っていたので間違いない。なのにその顔は四人の誰だれとも違う。また、髪の毛の色も四人とは違ちがっていた。彼女は美しい純白の髪を持っているが、光の加減か見る向きの問題か、時折四つの色が交じって見える。着ている服も四色の色で染め上げられた、着物や神官の装束を思わせるもので、強いて言えばキリハのそれに近いものだった。

　そして何より目を引くのは、彼女の周りを回っている四つの球体だった。球体はバレーやサッカーに使うボールと似たような大きさで、ガラスのように透き通った素材で作られている。色はそれぞれ違っており、やはりオレンジ、緑、藍、青の四色。この四つの球体は少女を中心として、まるで惑星のように周囲を回り続けていた。

　―――似てる………ゆりか達というより、あの神殿にあった石像に………。

　少女の姿はゆりか達というより、孝太郎の記き憶おくの中にあるものとよく似ていた。それは過去のフォルトーゼでシグナルティンが納められていた神殿にあった石像だ。全体のデザインは大分異なっているのだが、孝太郎にはその顔だけはそっくりに感じられた。

　だが孝太郎は、彼女が何者であるのかと問われれば、自然とゆりか達だと答えたくなってしまう。彼女には孝太郎にそう感じさせるだけの何かがあるのだ。そんな外見と感覚のズレが、孝太郎を戸惑わせているのだった。

『………そうか………これは、そういう事だったのですね………』

　そして少女の方は逆に、こうなってみて多くの事象が理解できるようになっていた。まだ疑問の半分は謎のままであったが、幾つかの核心部分以外は、既すでに得た答えからおおよその形は想像できるようになった。

　何な故ぜ自分達が一〇六号室へ行かねばならなかったのか、どうして互たがいに手を取り合うようになったのか―――何の事はない、全ては起こるべくして起こった。幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方かなたで、たった一つのささやかな奇き跡せきを起こす為に。

『………約束の刻は近い………自由な選択を歪めてしまわないように、干渉を除かなくては………』

　少女は軽やかに地面を蹴った。そして四色の光の尾を引いて、少女はパープルに向かって飛んでいく。色の数こそ足りないものの、飛んでいく彼女の描えがく軌跡はまるで虹にじのようだった。

『ガアァアァァァァッ、アアァァァァッ!!』

　少女が四色の虹を引いて向かって来るのに気付くと、パープルは激しく吼え立て敵意を剥むき出だしにする。十メートルを遥はるかに超こえる巨体のパープルが、小さな少女を威嚇しているのは奇き妙みような光景だ。しかしパープルの反応は正しい。彼女はパープルにとって、最大最強の敵であった。

『混こん沌とんの渦よ、あなたは結論を急ぎ過ぎる』

『ゴアアアァアアァァァァァァァッ!!』

　苛いら立だたしげに一声吼えると、パープルは向かって来る少女に七本の槍やりを投げ付けた。それは虹の七色を闇色に染め上げて作った、邪悪なエネルギーの塊だ。この槍の直撃を受ければ、どんな存在も破滅を免れないだろう。

『強制して得た結果に、一体何の意味があるというのです？』

　だが少女も負けていない。優雅な仕草で右手を前に差し伸べると、彼女の周りを周回していた四つの球体が彼女の手の前で正方形に整列する。そしてそこから溢れ出した四色の虹が盾となり、七本の暗黒の槍は掻き消すように消えていった。

『ガァァァッ、グアアアアァァァァッ!!』

　槍が効かなかったので、パープルは手足を振ふり回まわして、なおも接近してくる少女を迎え撃とうとする。直接攻撃で少女を消滅させようというのだ。

『………仕方がありませんね』

　少女は悲しげだった。彼女は戦いを好まないので、パープルが戦いを止めてくれる事を期待していたのだ。しかしパープルは戦いをやめず、放っておく訳にはいかないから、戦わねばならない。彼女はそれが悲しいのだった。

『ギャオオオォォォッ!!』

『………まず一つ』

　少女は緑色の球体をパープルに向かって放った。するとその直後、何故か彼女の髪や服から、緑色の輝きが消失した。反対に球体は緑色の輝きを増す。まるで彼女の光が球体に乗りうつったかのようだった。そのまま緑の球体はパープルが振り回していた腕うでに命中する。するとそこで球体は内に秘めた緑色の光を解放し、パープルの腕を消滅させた。光の効果はそれだけに留とどまらない。周囲にあった他ほかの腕や足まで、綺麗に消滅させてしまっていた。

『ギャッ、グギャアアアアアアァァァァァァッ!?』

　何本かの手足を奪い取られ、激しい痛みに襲おそわれたパープルは苦しげに絶叫する。そしてバランスを失った彼女は轟ごう音おんを立てて地面に倒れ込んでいった。

　ズズゥゥン

　そのあまりの重量に、地面が大きく揺れた。すると先に地面に落ちていた緑の球体が衝撃で軽く宙に浮かび上がる。そしてそれが再び地面に接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、驚くべき事が起こった。緑の球体が再び光を発し、人間の姿に変化したのだ。

「………っ!?　こ、これはっ!?」

　緑色の球体が変じたのはキリハだった。彼女は自分に何が起きたのか理解できず、呆ぼう然ぜんと立たち竦すくむ。キリハには知る由もなかったが、問題の少女が攻撃に用いたエネルギーはキリハに由来するものだった。それを攻撃で使い果たしたから、変身状態を維持できなくなりキリハへと戻ったのだ。

　―――ゆりかの魔法で合体して、何か大きなものの一部となった………そして何かとても大切な事を理解した筈だった………だがそれが思い出せない。我はあそこで一体何を知ったというのだ!?

　少女から分離したキリハは戸惑っていた。急に切きり離はなされた事にも驚いていたが、合体していた時の事を上う手まく思い出す事が出来ない。とても大切な事があった筈だから、もどかしくてならなかった。

『ガッ、ガアァアァァァッ!!』

　そうしてキリハが戸惑っている間にも、戦いは続いていた。パープルは倒れた身体を残りの手足で支えながら、口から邪悪なエネルギーを吐き出す。それは暗黒の炎へと転じて少女に襲いかかった。

『二つ目………』

　すると少女は暗黒の炎へ向かってオレンジの球体を放った。すると再び彼女の髪と服からオレンジ色が消え失せる。その分だけ輝きを増したオレンジの球体は、暗黒の炎と真正面から衝しよう突とつした。

　ゴォォォォッ

　オレンジの球体は暗黒の炎と接触しても止まる事はなかった。球体は炎を掻き消しながら、さながら急流を遡る魚のようにパープルに突っ込んでいった。
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　ボンッ

『ギャアアアアァァァァァァッ!!』

　再度パープルが絶叫する。オレンジの球体は炎を吐き出した頭に接触すると、先程と同じように消滅させた。そして役目を終えたオレンジの球体は、やはり人の姿に戻った。

「あっ、あらっ!?　あれはパープル………そ、そうでしたわっ!!」

　オレンジの光の中から現れたのはクランだった。クランもキリハと同様に混乱していたが、その心身に異常は見られない。そして彼女は目の前で苦しんでいるパープルに気付いて、何が起こったのかを理解した。

「わたくし達の攻撃が効いたんですわね！　………何をしたのかは分かりませんけれど………」

　パープルは酷ひどい有り様だった。多くの手足と頭を一つ失って苦しんでいる。ダメージは大きく、パープルの身体そのものが、まるで蜃気楼のようにゆらゆらと揺らめいている。度重なる大きなダメージで、暗黒の魔力と霊力を練り合わせて作り出された身体が不安定になっているのだ。

『いた！』

　そして少女はその中心に、一人の女性の姿を見付けた。女性は蜃気楼のように揺らめく怪物の身体の中で漂っている。地獄の門に取り込まれた、パープル本人だった。

『行きますよ、私達っ！』

　少女はパープル本人に向かって飛んでいく。二つの色を使ってしまい、少女が発する虹は青と藍の二色だけになってしまっていた。しかしその表情には微み塵じんも迷いは感じられない。最初から少女は―――ゆりか達六畳間の少女達は、パープルを救う事だけを考えていたから。

『これから私が道を拓ひらきます！　残った私は、そのまま道を抜ぬけてあの女性を助けてあげて下さい！』

　少女は残された二つの球体のうち、藍あい色いろの方を怪物へ向かって放った。すると藍色の球体は空中で人の姿―――真希に戻り、両手で構えた大剣を前方に突つき出して、そのまま怪物の方へ突っ込んでいった。

「後は任せるわっ、見事にやり遂げてみせなさいっ、レインボゥゆりかぁぁぁっ!!」

　真希は人の姿に戻っていたが、まだ身体に宿した少女のエネルギーは失っていない。彼かの女じよはそのエネルギーを全て大剣に集め、怪物の身体に叩き込んだ。

　コォォォォォアァァァァァッッ

　すると大剣から藍色の光が解放され、怪物の身体を構成する魔力や霊力と反応、対消滅が発生した。対消滅で生じた膨ぼう大だいな熱エネルギーは、不安定になっていた怪物の身体を焼き払い、怪物の中心に漂うパープルへの道を拓いた。

「ありがとう真希ちゃんっ!!　絶対に助けてみせますっ!!」

　青い光だけになった少女は、ゆりかのようにそう叫ぶと、真希が開けた穴に迷わず飛び込んでいった。そして穴に飛び込んだ直後から、少女の身体は青く輝かがやきながらゆりかの姿に変化し始める。そしてゆりかの声がパープルに届くようになった頃ころには、完全にゆりかの姿を取り戻していた。

「パープルさんっ、目を開けて下さいっ、パープルさんっ!!」

　だがゆりかの声が届いたのはパープルの耳までで、心の中にまでは届かない。パープルは心を閉ざし、全てを拒きよ絶ぜつしている。地獄の門がそれに力を貸すから、なおの事届く筈はなかった。

「こうなったら、ちょっと強ごう引いんにでもっ!!　お願い、エンジェルハイロゥ!!」

　ゆりかはこの一年半余りの間、ずっと共に戦ってきた杖を掲げ、高らかに呪文の詠唱を開始する。地獄の門からパープルを切り離し、彼女を連れ帰ろうというのだ。

「ディヴァインジャッジメント・モディファー・ハイコンセントレート！」

　ゆりかが口にした呪文は、聖なる光を放つ魔法だった。この魔法は人間相手には何の効果もないが、邪悪な存在には無類の強さを発揮する。ゆりかはその光でパープルごと怪物を攻こう撃げきした。この時ゆりかを守っていた青い光も力を貸してくれていたので、魔法の威力はゆりかの想像を大きく上回り、パープルだけを綺麗に残して彼女を拘こう束そくしていた怪物の身体を焼き払ってくれた。

「パープルさんっ、帰りますよっ!!」

　ゆりかはパープルの身体を抱だき抱かかえると、入ってきたルートを逆に辿たどって外へ向かう。だが、ここで思わぬ妨ぼう害がいが始まった。エネルギー源であるパープルを逃がすまいと、周りを囲む怪物の身体が襲い掛かってきたのだ。

「こっ、ここまできてっ、やられるっ、もんかぁぁぁぁっ!!」

　怪物は身体を変形させて何本もの鞭むちを作り出し、ゆりかを狙う。ゆりかはパープルを守るように抱き抱え、連続して降り注ぐ鞭を強引に突破していく。

「でっ、出口っ!!」

　元々怪物は二十メートル余りの大きさしかないので、ゆりかは程なく怪物の中から外へ飛び出した。

「きゃああぁぁぁっ!?」

　しかし次の瞬間、ゆりかは怪物の巨大な手に捕らえられてしまった。怪物はゆりかを追い立てる事で、予想通りのタイミングで飛び出させた。進路を塞ぐだけでいいので、捕らえるのは簡単だった。

「い、いけないっ、なんとかしないとっ！」

　ゆりかは怪物の手から抜け出そうと必死にもがく。だが身体ごと捕つかまっていて身動きが取れず、魔法を使えない。青い光が守ってくれているおかげで吸収されたり潰されたりはせずに済んでいるが、それとて時間の問題だった。

「も、もうちょっと、だったのにぃっ」

「いいえ、ゆりかちゃん、あなたの勝ちよ」

「ナナ、手首を狙って！　一番確率が高いわ！」

「了りよう解かいよっ!!」

　だがここでゆりかに援軍が現れた。ナナとクリムゾン達が助けにやってきたのだ。

　ドンドンドンドンッ

『グオォォォォアアァァァァァッ』

　クリムゾンの炎をまとったナナの銃じゆう弾だんが怪物の手首に次々と命中する。これまでなら全く効かなかったであろうが、パープルと切り離された今なら問題はない。ナナはクリムゾンの炎をまとった銃弾を見事に一点に集中、怪物の手を手首のところから吹き飛ばした。同時に手の力が緩み、ゆりかはパープルと一緒に怪物の手の中から零こぼれ落おちていく。

「パープル！」

　そして落下していくパープルを空中でクリムゾンが受け止めた。

「後は頼みます、クリムゾンさんっ！」

「言われるまでもないわっ!!」

　クリムゾンがパープルを連れて後退していくのを見届けたゆりかは、空中で体勢を立て直して再び怪物の身体と対たい峙じした。怪物はパープルを失って大分弱まっていたが、まだその実体を失っていない。これを倒たおすのがゆりかの最後の仕事だった。

「よくやったな、ゆりか！」

「里見さんっ!?」

「わらわ達もおるぞ！」

　そこへ孝太郎達が集まってきた。一緒に戦っていた者達だけでなく、気絶していた者達もいる。ゆりかの仲間達が全員集合だった。

「これからどうすればいいんだ、ゆりか？」

「あとはあれをやっつけて、地獄の門を閉じます」

「分かった。みんな、もう一頑張りだ！」

『はいっ！』

　孝太郎と少女達の表情は明るい。まだ気を抜いていい状況ではないが、やはりお互いの無事を確かく認にんできたことが大きかった。そしてその事は孝太郎達に絶対無事に帰るという強い意志を与あたえてくれる。弱まった怪物とは逆に、孝太郎達は今が絶好調だった。

「ゆりか、シグナルティンに魔ま力りよくを集めましょう」

「はい！　残りは全部突っ込みます！」

「じゃああたしは金ぴかソードの方にする」

『おいら達もそうするホー！』

　真希とゆりかがシグナルティンに、早苗と埴輪達がサグラティンに、それぞれの力を注ぎ込んでいく。力を一点に集め、怪物を倒そうというのだ。

「よし、わらわ達はコータローを援護するのじゃ！　道をこじ開けるぞ！」

「はい、殿下！」

「仕方ない、フルパワーよ、おじさまっ！」

『了解した』

「キィ、あなたが撃うって！　わたくしよりお上手でしょう？」

「分かった、汝なんじはサポートを頼む！」

　ティアとルース、静香とクラン、キリハの五人は、孝太郎の為に道を切り開く。少女達の攻撃が次々と怪物の手足を捉え、攻撃を封ふうじていく。純じゆん粋すいに攻こう撃げき力りよくが高い彼かの女じよ達にしかできない役目だった。

「………里見君、これで終わりにしましょう」

「はい。そろそろゆっくり寝たい気分です」

　そして晴海がシグナルティンの魔力を解放、孝太郎も自身の霊れい力りよくをサグラティンに通わせる。多くの人間の力を集めた二本の剣は、銀と金の光を放ち、眩まばゆく輝いていた。

「………後はお願いします、里見さん」

「そうじゃないだろ。お前は指揮官なんだぞ？」

「そうでしたね………」

　やれる事は全部やった。今日の事には何一つ後こう悔かいはない。だからゆりかは胸を張り、自信をもって言った。

「あいつをやっつけてっ！　里見さぁんっ！」

「任せろ、ゆりかぁっ！」

　孝太郎はゆりかに小さな笑えみを一つ残して、怪物に突っ込んでいった。道はティア達が切り拓いてくれている。接近は容易たやすかった。

「………ねぇ、早苗ちゃん」

「なに、ゆりか？」

「里見さんはヒーローなんか必要ないって言ってましたけれど………」

「うん………」

「私にとっては、やっぱり里見さんがヒーローみたいです」

「他人が個人的にそう思う分にはいいんじゃないの？」

「あは、そうかもしれませんね………」

　そして少女達が見守る中、孝太郎は二本の剣を振り下ろした。孝太郎と少女達の想おもいを乗せたその一いち撃げきは、見事に怪物を両断。その身体を構成している魔力と霊力を完全に消滅させた。
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　真ま理り奈なにはそれが夢である事が分かっていた。けれどそれがあまりに幸せな夢であったから、その事に気付かないふりをした。それは恋こい人びとの海かいとごく当たり前の毎日を過ごしていた、遠い遠い過去の夢だった。

「ねぇ、海。今度の休暇はどこかに遊びに行きましょうよ。思い切って日本とか」

「日本観光は面めん倒どうだぞ。手続きが複雑で」

「結けつ婚こん目前の恋人の御機嫌を取ろうとかいう、殊勝な考えはないの？」

「………そういうハイレベルな技術を俺おれに要求するのか？」

「一回でいいわよ」

「ハイハイ、善処します」

　この日の仕事は午後からの予定だったので、二人はベッドから出ずに、ただのんびりと時間を過ごしていた。日の光がカーテンごしに降り注ぎ、そこで笑い合う二人を優やさしく照らしている。気持ちのいい、穏おだやかな朝だった。

「あ、枝毛がある」

「お前が日々ストレスを与えるもんでな」

「んもう、ばかぁっ」

「いてっ」

　特別な事など何もない。ごく当たり前の朝。昨日もそうだった。その前も。だから明日あしたも明後日あさつても、そうなると信じていた。けれどそれは違うのだ。この当たり前の朝がどれだけ貴重なものであるのか、今の真理奈にはよく分かっていた。

「………なんで泣いているんだ？」

　だから夢は過去の記憶のレールから外れ始める。かつての真理奈は、ここでは泣かなかった。この朝を当たり前だと思っていたから。

「私はこんなに素敵な毎日を送っていたんだなって………それを思うと、涙なみだが止まらないの」

　感情が溢れた真理奈は、これが夢であると認めた。もはや誤ご魔ま化かし切れなかった。

「気持ちは分かる。俺もあれから、そう思わない日はなかった。だからこうやって会いに来た訳なんだが」

「………海？　あ、あなた、もしかして………」

　この時に海が口にした言葉は、ある一つの事実を示していた。動どう揺ようした真理奈は、恐る恐るそれを確かめようとする。無視は出来なかった。

「うん？」

「本物の、海、なの？」

「それ以外の何だってんだ？」

「そうじゃなくて………あなたが私の夢の産物ではないのかって話よ」

「どうだろうな、俺にもよく分からない。でも、本物の俺だと信じたいな」

　これがただの夢ではなく、海の魂たましいが夢の中に会いに来たと考えるのが、二人にとって一番幸せな解釈だった。

「それなら………どうして今日まで会いに来てくれなかったの？」

「そうしたかったんだが、お前は俺が生き返りたいと思っている筈だってそればかりで、全然聞いてくれなくてな」

　海も別に意地悪をしていた訳ではない。真理奈に呼び掛けても、彼女の心に声が届かなかったのだ。

「じゃあ、ずっと？」

「ああ。ずっと傍で見てた。何も出来なくてもどかしかったよ」

「だったら私は、無む駄だな事をしていたの？」

「まあな。俺はいつも一緒にいた訳だからな」

「そんな………」

　真理奈は愕がく然ぜんとなる。海と再びこういう時間を持ちたいと思うから蘇そ生せいを願った。だがそれを強く願うあまり、本物の海を遠ざけた。本末転倒とはこの事だろう。

「だがどうしてか、今日はちゃんと話が出来た。きっとさっきの戦いで気持ちに変化があったんだろう」

　恐おそらく完全な敗北と海の遺体の喪失が、真理奈の気持ちを変化させたのだろう―――海はそんな風に考えていた。どちらもはっきりとは口に出せなかったのだが。

「そうかも、しれないわね………」

　真理奈にも実感があった。胸の奥おくにあった黒いものが、すっぽりと抜け落ちている。その黒いものが彼女を常に急せかしていたのだが、今はその感覚もなくなっていた。憑つき物ものが落ちた、正まさしくそんな感覚だった。

「分かったのなら、さっさと目を覚ませ」

「えっ？」

「お前を心配している連中がいる。覚えてないか？　お前の仲間が二人、助けに来てくれたのを」

　海にそう言われた瞬間、真理奈は脳のう裏りに二人の人間の顔が浮うかんだ。怪物になっていた時の事はよく覚えていないのだが、戦いの中で二人の顔を見たような気がしたのだ。

「クリムゾンとグリーンが？　そんな筈ないわ！」

「どうしてそう思う？」

「どうしても何も、私達はダークネスレインボゥなのよ!?　仲間を心配するなんて、そんな事ある訳ないじゃないの!!」

　ダークネスレインボゥは自分の願いの為に自由に魔法を使う。他人には干渉しない。共通の敵と戦う。仲間とは利用し合うだけの存在の筈なのだ。

「またそうやって耳と心を閉ざすのか？　ずっと俺にやっていたように」

「………」

「試しに起きて、会って来い。よく見て、よく聞いて、話をして来い。彼女らが本当に自分の為だけにお前を助けに来たのかどうかを確かめるんだ」

「海………分かった。やってみる」

「いい子だ」

　海は真理奈の頭を撫なでる。その感触はかつてのそれと同じだった。泣き出したくなる気持ちを抑おさえ、真理奈は海に笑いかける。

「ねえ、海」

「うん？」

「また会える？」

「お前のお色気次し第だいかな」

「………繋つなぎ止とめるわ、お色気で」

「もう変な魔ま法ほうはなしだぞ？」

「ええ、流石さすがに懲りたわ………」

　真理奈は涙を拭ぬぐう。泣き崩れる事はなかったが、涙だけは抑えきれなかった。海もそれには気付いていたが、気付かないふりをした。

「またな、真理奈」

「うん。またね、海………」

　別れはあっさりしたものだった。涙はあっても、二人とも笑顔で別れた。別れは一時のもの。今は二人ともそれを信じているのだった。










　パープルが目を覚ました時、そこは見覚えのない小さな小屋の一室だった。粗末な家具に、粗末なベッド。任務で使うセーフハウスより、地味な印象の場所だった。パープルはベッドに横になったまま天てん井じようを見つめ続ける。何か大事な夢を見たような気がするが、はっきりとは思い出せない。そして何かやらねばならない事がある気がしていた。しかしそれも思い出せないから、彼女はそのままじっと天井を見つめ続けた。

　そうしてしばらく時間が過ぎた頃、パープルは隣となりの部屋から人の声がしている事に気が付いた。声は二つ。女性同士の話し声だった。

『………パープルの奴やつ、大だい丈じよう夫ぶかな』

『地獄の門に取り込まれていた訳だものね』

　声にはどちらも聞き覚えがあった。クリムゾンとグリーン。ダークネスレインボゥの仲間達。パープルはベッドに横になったまま、そんな二人の話を聞き続けた。

『場合によってはこのまま………なんて事もあるかもしれないわね』

『よせよ縁起でもない。パープルが寝たきりなんてぞっとするぞ』

『戦いでも困るし、らしくないわよね』

『あいつが取り澄ました顔でカッコつけててくれないと、何だか調子出ないんだよな』

『そうだクリムゾン、知ってる？　パープルってクルカの実が苦手なのよ？』

『嘘うそ!?　あれが嫌きらいな奴がいるのか!?』

『だから終始カッコいい訳じゃないのよ。たまに油断してる』

『よし、私もそういうの探してやろう』

　二人の会話は他愛ないものだった。話をしてもしなくても、大して違わないような内容ばかりだ。話にパープルの名前が登場する事もあったが、やはり別段意味のある会話ではない。心配してくれているらしい事が分かっただけだった。

『そういや、そろそろ晩飯の時間だな』

『もうお腹なか減ったの？　ふふ、すぐに作るわ』

『そうだ、私ちょっと出掛けてくる』

『どうして？　もう暗くなるわよ？』

『クルカの実を取って来てやろうと思って。その辺に生えてるだろ？』

『呆あきれた………あなたパープルを怒らせたいの？』

　意味のある会話ではない。話をする意味なんてどこにもない。しかしパープルは、不思議とそこに加わってみたいと思った。誰かと特に意味のない、無駄な時間を過ごしてみたかったのだ。そしてそれが、自分がやるべき事だという気がしてならなかったから。

　だからパープルはベッドを抜け出した。そして扉とびらを開け、隣の部屋へ向かう。そこで待っているのはクリムゾンとグリーン。しかしもしかしたら、それだけではないかもしれない。彼女が遠い昔になくしたものが、そこで待っているのかもしれないのだった。










　サリアシャールの城での戦いが終わった後、クリムゾンは孝こう太た郎ろう達たちに取り引きを持ちかけた。取り引きの内容は自動兵器群を操あやつる為のコードを提供する代わりに、クリムゾン達を見逃せというもの。クランのハッキングが終わらないうちに城が崩れてしまったので、この提案は非常にありがたいものだった。

　孝太郎達はこの取り引きを呑のみ、クリムゾン達を解放。そして手に入れたコードを使って、ダークネスレインボゥの自動兵器群を全すべて停止させた。これにより戦力が大幅に低下したダークネスレインボゥの主力部隊は降こう伏ふく、彼かれらとレインボゥハートの戦争は本格化する直前の段階で終結する事となった。

　ダークネスレインボゥの主力部隊は武装解除に応じ、現在は処分を待っている状態にある。だが六人の幹部と、真ま耶やとエゥレクシスの行方ゆくえは分かっていない。軍隊としてのダークネスレインボゥが解体されつつある今、幹部達や真耶達がフォルサリアや地球で大規模な活動をするとは考え難い。そうした事情を踏まえて孝太郎達が危惧していたのは、彼女達がフォルトーゼに向かった可能性だった。

　ダークネスレインボゥの幹部達がフォルトーゼ銀河皇国へ向かう理由は大きく二つ考えられる。

　一つ目の理由は、兵士としての優秀さだった。フォルトーゼの人間は魔ま法ほう使つかいなどというものが現実に存在しているだなどとは夢にも思わない。当然、杖つえを持っているだけの女の子を危険人物とは考えない。堂々と様々な場所に入り込み、特とく殊しゆな作戦に従事する事が出来るだろう。破は壊かい工作だろうが諜ちよう報ほう戦せんだろうが、なんでもござれ。国防上の大きな脅威となる筈だった。彼女達に大金を払う人間は山のようにいるだろう。もちろん主な雇い主はエゥレクシスになるに違いないのだが。

　二つ目の理由は、彼女達が再び力を蓄える為ためだった。流石にフォルトーゼにはレインボゥハートの手は及およばない。だからエゥレクシスの庇ひ護ご下かで力を蓄えるのは容易な筈だった。そしていずれ軍勢を率いてフォルサリアに舞い戻り、政権を奪取する。当初の予定ではフォルサリアを支配してからフォルトーゼに向かう予定であったが、その順序が入れ替わる形になる。巨視的な視点で見れば、大した違ちがいはないと言えるだろう。

　孝太郎がマクスファーンとグレバナスを過去の世界へ送り、その結果大地の民たみとフォルサリア魔法王国が生まれた。そして今、エゥレクシスがマクスファーンの遺産である霊子力技術と、グレバナスの遺産である魔法の力を携え、フォルトーゼへ帰き還かんしつつある。つまり孝太郎がフォルトーゼから追放した者達が、回り回って再びフォルトーゼの脅威になろうとしているのだ。もちろん孝太郎は、それを見過ごすつもりはない。近いうちにフォルトーゼへ向かう必要があるだろうと考えていた。










　フォルサリア魔法王国での戦い以降、孝太郎は難しい顔で考え込んでいる事が多くなった。六畳間の少女達はそれに気付いており、孝太郎が居ない場所では度々話題に上っていた。少女達が話題にしていたのは、孝太郎の悩なやみ事の中身ではない。それについてはおおよそ想像がついている。彼女達が気にしていたのは、孝太郎が悩んでいる時の顔が、明らかに普ふ通つうの少年のそれとはかけ離れている事だった。

「真ま希きちゃん、里さと見みさんってば、またカッコいい顔してますよぉ」

「よくないわね………あんなの、里見君らしくないわ」

　コス研の活動を終えてゆりかと真希が一〇六号室へ戻ってきた時、孝太郎は六畳間の壁かべに寄りかかって、真剣に何か考え事をしていた。おかげで二人が帰ってきた事にも気付いていない。今の孝太郎の顔は、強い意志と優すぐれた判断力を感じさせる。戦いの時の顔と同じで、言ってみれば伝説の英雄、青あお騎き士しの顔だった。

　少女達にも、孝太郎が青騎士の顔をしている事を、ただ素敵だと思っていた時期があった。しかし今この時になると、素す直なおには喜べない。時間を経て孝太郎という人間を良く知るようになり、孝太郎が戦いに向かない少年である事を知ったからだった。

「突とつ入にゆうしましょう、真希ちゃん！」

「………ゆりか、あなた最近ちょっと変わったわね」

「へっ？　何がですかぁ？」

「ふふふ、師し匠しように似てきたなって思って。まあ、そんな事より、突入よ！」

「あ、は、はいっ！」

　そんな訳で、少女達は孝太郎が難しい顔をしているのを見付ける度に、孝太郎の考え事を邪じや魔まするようにしていた。この時もそうで、ゆりかと真希は孝太郎に駆かけ寄よると、プロレス技をかけ始めた。

「里見くーん！」

「さーとみさーん！」

「わぁ、なっ、なんだなんだぁっ!?」

「里見君っ、ちょっとヘッドロックの練習をさせて下さいっ！」

「よーし、だったら私は四の字固めにしますぅ。えいっ！」

　一〇六号室ではプロレスごっこは日常化しており、少女達はそれぞれが既すでにかなりの数の技を身に付けている。運動が苦手なゆりかでさえ、幾いくつか得意な技を持っていた。おかげでこの時のゆりかと真希は、孝太郎に殆ほとんど抵てい抗こうさせずに技をかける事に成功していた。二人の奇き襲しゆうは大成功だった。

「いてて、いたたたたたっ、ギブアップ、ギブアップ！」

　孝太郎はたまらず降参。すると二人はあっさりと技を解き、孝太郎に笑いかけた。そして孝太郎はそんな二人の笑顔を見ながら、安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「………やれやれ………最近みんな妙みようにプロレス好きだなぁ………」

　孝太郎は少女達の事情を知らない為、そんな風に感じていた。流石に自分が真ま面じ目めな顔をしているからそうなるのだという風には考えなかった。そんな孝太郎の様子を見て、二人は一度顔を見合わせると、事情を明かす事にした。

「それはですねぇ、最近里見さんが難しい顔をしている事が多いからですぅ」

「みんな里見君にいつもの里見君に戻って欲ほしくて、技をかけるんですよ」

「俺が？」

　孝太郎は二人の言葉に目を丸くする。

「はいですぅ。里見さんだってぇ、よくやるじゃないですかぁ」

「確かに、そうだったかもしれないな………」

　ゆりかの指し摘てきを聞いて、孝太郎は納なつ得とくする。ゆりかが悲しそうにしていれば、孝太郎も殴なぐったり技をかけたりする。今回はその頻ひん度どが高かったせいで、孝太郎が奇き妙みように感じていただけなのだ。

「みんなに心配かけないように気を付けるよ。このままじゃ身体からだが持たん」

「その方がいいと思いますよぉ。みんなそろそろ次の作戦に出ようとしてますからぁ」

「次の作戦？」

「確かにプロレス技だと負担が大きいので、キスに変えましょうかって」

「きすぅっ!?」

　孝太郎は驚おどろきのあまり、素っ頓狂な声を上げる。確かにそれなら身体の負担はないだろうが、心の負担は大きく増える。孝太郎にとってはキスの方が危険だった。

「馬ば鹿か野郎っ、そういうのはもっと大事な時の為にとっとけっ!!　俺の表情を変える為だけに浪ろう費ひするんじゃないっ!!」

「それでも、さっきの顔より、その顔の方がいいと思うもの」

「嫌ならぁ、本当に気を付けて下さいねぇ？」

「分かった分かった………全くお前らときたら………」

　提案だけでこれだけ驚くなら、本当にやられたらそれどころではない。孝太郎は本当に気を付けようと心に決める。要は彼女達を心配させなければいいだけの話なのだ。

「しかし………ありがとな、二人とも。心配してくれて」

　そして冷静になったところで、孝太郎はゆりかと真希に礼を言わねばならない事に気付いた。技をかけられたのだから、二人を心配させていたのだ。すると二人は再び顔を見合わせると、軽く手を繋いでにっこりと微笑ほほえむ。孝太郎はいつもの顔に戻っていた。彼女達の勝利だった。

「忘れないで、里見君。あなたが私達に魔法少女の顔をさせたくないように、私達もあなたに青騎士の顔をさせたくないんだって事を………」

「里見さんは私達にばっかり言うのはズルいと思いますぅ」

「………ああ、そうだったな」

　孝太郎が日々感じている事を、少女達も感じている。少女達同士でも、きっとそうに違いない。孝太郎だけが真面目な顔をしていて良い筈はずがない。今回ばかりは、ゆりかと真希の言う通りだった。

　―――俺は本当に良い友達を持った………。

　口には出さなかったが、孝太郎はつくづくそう思った。そしてこういう子達を、大事にしてやりたいと思う。そして大事にするというのは、一方的な関係ではいけない。それを改めて胸に刻み直した。

　その時の孝太郎の顔を見た二人は、お互たがいに繋いだ手の力を少しだけ強めた。そしてそれだけで、二人にはお互いの気持ちが伝わっていた。

「ねぇ、里見君。ちょっとだけ頭を下げてくれませんか？」

「なんでだ？」

「いいからいいから、里見さぁん、早くしてくださぁい」

「ん、ああ………」

　孝太郎は二人の要求に応じて、軽く頭を下げる。頭に寝癖でもついているのか、それともゴミでもついているのか、そんな事を考えながら。

　ちゅっ

　しかし二人の行動はそのどちらでもなかった。軽く頭を下げた孝太郎の左右から、二人が自分の唇を孝太郎の頬ほおに押し当てたのだ。

「ばっ、ばっ、ばっ、馬鹿野郎っ!!　お前ら、何やってんだっ!?　大事な時の為にとっとけって、言ったばかりだろうっ!?」

　孝太郎は二人から少し離はなれると、慌てた様子で二人を非難する。二人の事が嫌いな訳ではない。不快だった訳でもない。むしろ嬉うれしくて仕方ないのだが、それだけに二人には後悔のない選せん択たくをして欲しかった。後になってああしておくべきだった、こうすればよかった、そういう後悔をさせたくなかったのだ。

「里見さん、今がその大事な時だと思うんですぅ」

「大事な時なら、構わないんでしょう？」

　大きな戦いがあったけれど、全員で無事に帰ってこられた。しかし孝太郎はまだ戦っている顔をしていて、心が帰って来てくれていなかった。でもプロレス技をかけたら、いつもの孝太郎に戻ってくれた。これでようやく全て元通り。こんなに大事な時は、他ほかにない筈だった。

「………う、ううっ………」
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　なおも言い募ろうとする孝太郎だったが、うまく言葉が出てきてくれない。何な故ぜならゆりかと真希が正しいから。孝太郎の方も、今は確かに大事な時だと思うのだ。

「あっ、里見さん照れてますよぉ」

「さっきより随ずい分ぶんいい顔になったわ。ふふふっ」

　孝太郎の深い苦悩をよそに、ゆりかと真希は手を繋いだまま楽しそうに笑う。ゆりかと真希には、今の孝太郎の悩みは少し前のそれとは違って、放っておいて構わないものだという事がちゃんと分かっているのだった。
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あとがき







　皆さんご無沙汰しております、著者の健たけ速はやです。今回は『六畳間の侵略者!?』の十九巻をお届けさせて頂きました。今回はシリーズで最大の厚みであった十二巻に迫る盛り沢山の内容となっています。

　さてその内容ですが、十八巻に引き続きまして魔法少女達を軸にした物語が展開していきます。舞台は吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しから、フォルサリア魔法王国へ。そこで悪の魔法少女達との決戦に挑む孝こう太た郎ろう達は、思わぬ事実に遭遇します。それらは孝太郎達にとっては思わぬ事実ですが、一部の読者の皆様には想像がついていた内容かもしれません。皆さんの想像は当たっていたでしょうか？　その辺りも、この巻の楽しみ方ではないかと思います。

　最大の見どころは、やはりゆりかではないかと思います。シリーズ開始当初はプライドも勇気も愛もなく、常に状況に流されて言い訳ばかりだったゆりかも、この巻では立派に役目を果たしています。立派過ぎて、見ている側が心配になるぐらいです。孝太郎達はゆりかの活躍は望んでいません。それはゆりかという人間を良く知っているからです。強いかどうかと、戦いをする人間かどうかは決してイコールではありません。戦いに向かないゆりかが戦いを選択し、必死に日常の中に戻ろうとする。孝太郎達はその事を尊とうといと思うし、ゆりか自身もそう感じています。もし読者の皆さんもそのように感じて頂けていれば、この作品におけるゆりかの物語は一つの成功を収めたと言えると思います。

　そうそう、今だから言える話をしてみようと思います。今回は大活躍のゆりかですが、初登場時に後ろ向きな人間として設定されたのは、魔法が便利過ぎる為でした。物語全体の構造として魔法使いが必要だったのですが、もし完全に機能している魔法使いが居た場合（今回のゆりかのような）、便利過ぎて全ての事件を単独で解決してしまう恐れがありました。そこで多くの弱点を付与し、機能不全の魔法使いというキャラクターが設定されました。従って物語の都合を最も色濃く反映したキャラクターがゆりかであって、狙ってこうなった訳ではありません。この話をしてもなかなか信じて貰えないのですが、それが真相です。ちなみに強力なキャラクターには弱点を付けて能力を削そぐという方針は他のキャラクターでも共通しています。だから単独では大した能力を持たないキリハが、弱点のないキャラクターになる訳です。その意味においては、ゆりかとキリハは対極の存在と言っていいでしょう。これはキャラクターの活躍に偏かたよりが出ないようにする工夫です。




　危ない、忘れる所でした。実は告知が二点あります。まず一つ目ですが、ＨＪ文庫のＷＥＢサイトにて『読める！ＨＪ文庫』と題しまして、六畳間の短編を定期的に掲載しています。他の作品もありますので、興味のある方はぜひ宜しくお願い致します。

　二つ目ですが、次の二十巻はまたドラマＣＤ付きの特装版が出ます。ドラマＣＤの内容は前回の続きで、八・五巻の前半部分。表紙も前回同様、別バージョンになっているんじゃないかと思います。こちらもよろしくお願い致します。




　丁度ページがなくなってきましたので、今回はこれで終わりにしようと思います。最後はいつもの御ご挨あい拶さつで締めたいと思います。この作品の執筆に関していつも御尽力頂いている編集部の皆様、様々なジャンルにまたがるイラストを要求しても何とかしてくれるポコさん、そしてお買い上げ下さった皆様に深く御おん礼れい申し上げます。




　それでは二十巻のあとがきで、またお会いしましょう。





二〇一五年　四月

健速
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